
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













































花はなの都みやこのヴェローナに

肩かたをならべる名めい門もんふたつ、

古ふるきうらみが、今いままた、はじけ、

町まちをまきこみ、血ちぞめのけんか。

かたき同どう士しの親おやを持もつ、

不ふ幸こうな星ほしの恋こい人びとたちの物もの語がたり。
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　イタリアは花はなの都みやこ、ヴェローナ。

　町まちの中ちゅう央おう広ひろ場ばから、美うつくしい町まちなみに似に合あわない、きたなくののしりあう言こと葉ばが聞きこえてきた。

「このモンタギュー家けの犬いぬっころめ！」

「なにを！　キャピュレット家けのこしぬけやろう！」

　若わかい男おとこたちが敵てき味み方かたにわかれて、どなりあい、にらみあっている。

「かかってこい！」

「かくごしやがれ！」

　ヴェローナでは、モンタギュー家けとキャピュレット家けという二つの名めい家かがはぶりをきかせ、対たい立りつしていた。両りょう家けの召めし使つかいたちは、自じ分ぶんたちが仕つかえる家いえこそイタリア一いちだと自じ慢まんしあって、ぶつかりあい、この数すう年ねんのあいだに、すでに二度ども流りゅう血けつさわぎが起おこっていた。

　二に度どあることは、三さん度どある。

　今こん度どのけんかは、キャピュレット家けの若わかい召めし使つかいサムソンとグレゴリーが、モンタギュー家けに仕つかえる若わかいエイブラハムたちに対たいして、通とおりすがりざま相あい手てをばかにするしぐさをしたのがきっかけだった。

　売うり言こと葉ばに買かい言こと葉ば。あっというまに剣けんがぬかれ、刃やいばと刃やいばのぶつかる音おとが町まちにひびきわたった。

　モンタギュー家けの一人ひとり息子むすこロミオは、その場ばにいなかった。ロミオは朝あさ早はやくから家いえをぬけ出だして、ゆくえが知しれなかったのだ。けんかの現げん場ばに通とおりかかったのは、ロミオのいとこのベンヴォーリオだった。ロミオと同おなじ、十代だいの若わか者ものである。

　ベンヴォーリオは、けんかを止とめようと割わって入はいり、召めし使つかいたちをしかりつけた。

「引ひけ、ばかもの！　剣けんをおさめろ。」

　ヴェローナの町まちなかで、けんかはご法はっ度とだ。見みつかれば、きびしいおとがめを受うける。

「どういうつもりだ。やめろと言いうのに。」

　ベンヴォーリオは、言こと葉ばで言いってもむだだとわかると、自じ分ぶんの剣けんをぬいて、敵てきの剣けんをはらいのけ、味み方かたの剣けんをたたき落おとそうとして、思おもいきり剣けんを打うちおろした。こうなると、だれとだれが戦たたかっているのかわからない。

　そのとき、通とおりのむこうからやってきたのは、キャピュレット家けの家か長ちょうの甥おいティボルトだ。見み栄えっ張ぱりで、かっこうをつけるのが好すきな、この背せの高たかいがっしりした男おとこは、ベンヴォーリオが剣けんをふりまわしているのを見みると、にやりと笑わらって、こうさけんだ。

「おっと、ざこ相あい手てに剣けんをぬいているのか。こっちをむけ、ベンヴォーリオ、この《死しに神がみさま》を拝おがみやがれ。」

《死しに神がみさま》とは自じ分ぶんのことだ。自じ分ぶんが死しに神がみとなってベンヴォーリオをたたき殺ころしてやろうと、おどしたのである。

「仲ちゅう裁さいをしているだけだ」と、ベンヴォーリオは、あわててさけんだ。「剣けんをしまえ。さもなきゃ、こいつらを引ひき分わけるのに手てを貸かせ。」

「なに？」ティボルトは、まゆをひそめた。「剣けんをかざしながら仲ちゅう裁さいに手てを貸かせだと？　ふざけるな。」

　ティボルトは久ひさしぶりのけんかを楽たのしむかのように、ぬき身みの剣けんをくるりくるりとまわしながら、ベンヴォーリオにかけよってきた。

「そんな言こと葉ばは、むしずが走はしらぁ。かくごはいいか、こしぬけめ。」

　すさまじい勢いきおいで剣けんがふりおろされた。ベンヴォーリオは、はっしと受うける。

　真しん剣けん勝しょう負ぶがはじまった。

　ご主しゅ人じんさまの身み内うち同どう士しが戦たたかいはじめたとなれば、召めし使つかい連れん中ちゅうがじっとしていられるわけがない。ひとあばれしてやろうと、みな、はりきりだした。見みていた市し民みんたちも、助すけ太刀だちをしようと、こん棒ぼうを手てにして、けんかに加くわわった。

「やっちまえ！」

「たたきのめせ！」

　さわぎを聞ききつけ、とりしまりの役やく人にんたちが、かけつけてきた。「キャピュレットをおさえこめ！」とさけぶ声こえがひびいたかと思おもうと、「モンタギューをおさえこめ！」とどなる者ものもいる。

　広ひろ場ばは、大だい混こん乱らんだ。

　キャピュレット家けの屋や敷しきのとびらが開ひらいて、ガウンをまとった初しょ老ろうの男おとこが顔かおを出だした。家か長ちょうのキャピュレットである。

「なんのさわぎだ？」

　キャピュレットは、事じ態たいを察さっすると、家いえのなかにむかって、こうさけんだ。

「わしの剣けんをよこせ、おい！」

「つえでしょう、つえ！」と、おどろく妻つま。「剣けんなどなぜお求もとめになるのです。」

「剣けんだと言いうに！」キャピュレットはさけぶと、ぎゅっとこぶしをにぎりしめた。「モンタギューが来きているのだ。わしにむかって刃やいばをふりかざしおって。」

　たしかに、初しょ老ろうのモンタギューその人ひとが、広ひろ場ばで剣けんをぬき、すさまじい形ぎょう相そうでこちらをにらみつけていた。

「おのれ、にっくきキャピュレット！」と、モンタギューがうなった。

　ところが、その背はい後ごにはモンタギュー夫ふ人じんが必ひっ死しですがりつき、夫おっとを止とめている。

「止とめるな、はなせ」と、モンタギュー。「手てをはなせ！」

「敵てきと戦たたかうおつもりならば、一いっ歩ぽたりともなりませぬ」と、夫ふ人じん。夫おっとが争あらそいにまきこまれてけがでもしたらたいへんだと、夫ふ人じんは、がんとして手てをはなさなかった。
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　広ひろ場ばでは、こん棒ぼうや、ほこや、剣けんがふりまわされ、多おおくのけが人にんが続ぞく出しゅつしていた。このままつづけば、死し者しゃがでてもおかしくなかった。

　そのときだ。高たからかなラッパの音おとが、町まちにこだました。

　ヴェローナで一いち番ばんえらい大たい公こう──ようするに、おとのさま──であるエスカラスが、大おお勢ぜいの供ともの者ものをしたがえて、お出でましになったのだ。

　市し民みんたちは、敵てきも味み方かたもいっせいにその場ばにひざまずいた。

　大たい公こうは、高たかい馬ば上じょうから、市し民みんたちをにらみつけて、こう言いい放はなった。

「平へい和わを乱みだす不ふ逞ていのやから。隣りん人じんの血ちにて刃やいばをけがすとは──。よこしまな怒いかりの炎ほのおを消けすために、おのれの鮮せん血けつで赤あかい血ちしぶきをあげようというのか。」

　大たい公こうは、けんかをおさめると同どう時じに、このさわぎを起おこした者ものたちへの裁さばきもただちに下くだした。

「拷ごう問もんをおそれるならば、その血ちみどろの手てより血ちにひたした剣けんを投なげ捨すて、怒いかりの大たい公こうの宣せん告こくを聞きけ。」

　市し民みんたちは身みをこわばらせた。

「キャピュレットならびにモンタギュー」と、大たい公こうのきびしい声こえはつづいた。「つまらぬ言いいがかりから三み度たびのけんか、わが町まちの平へい安あんを三み度たび乱みだした。そのために、町まちじゅうの老ろう人じんまでもが、重おも々おもしいガウンやつえをうち捨すてて、古ふるいほこを古ふるびた手てに持もったのだ。もしまた町まちをさわがせようものなら、治ち安あんを乱みだした大たい罪ざいを、その命いのちにてつぐなわせようぞ。」

　キャピュレットも、モンタギューも、おとなしくひざまずいたまま、大たい公こうの言こと葉ばをじっと聞きいていた。

「今日きょうのところは、ほかの者ものはたちされ」と、大たい公こう。「キャピュレット、そなたは、わたしとともに来こい。モンタギュー、そなたは昼ひるすぎに、ヴェローナの法ほう廷ていに出しゅっ頭とうし、この件けんについての処しょ分ぶんを知しるがいい。さあ、命いのちがおしくば、みな、たちされ。」

　大たい公こうの言こと葉ばは、そのまま法ほう律りつだ。みな、すごすごと引ひき下さがった。

　大たい公こうは、馬うまにむちを入いれてむきを変かえた。キャピュレットは大たい公こうの従じゅう者しゃの馬うまに乗のせられて、供ともの者ものたちとともに広ひろ場ばからすがたを消けした。さっきまで大おおさわぎになっていた広ひろ場ばは、やがて、いつもどおりのおだやかな広ひろ場ばにもどった。

「だれだ、古ふるい争あらそいに新あらたに火ひをつけたのは？」と、モンタギューは、甥おいのベンヴォーリオに声こえをかけた。「ベンヴォーリオ、おまえは、はじめからこの場ばにいたのか。」

「伯お父じ上うえ」と、ベンヴォーリオは答こたえた。「ぼくが来きたときには、敵てきの召めし使つかいどもと味み方かたの者ものが、とうに斬きりむすんでおりました。ぼくが割わって入はいろうと、剣けんをぬいたちょうどそのとき、やってきたのが、けんかっ早ぱやいティボルトです。剣けんをかまえて、この耳みみに挑ちょう戦せんの言こと葉ばを吹ふきこみながら、右みぎへ左ひだりへ斬きりかかり、ついた、つかれたとやりあううちに、さらに人ひとが集あつまって、わけもわからず、小こぜりあいになりました。やがて大たい公こうがわけ入いって、わけへだてなく、お引ひきわけに。」

「あら、ロミオは？」と、モンタギュー夫ふ人じんは、息子むすこが見み当あたらないのに気きづいて声こえをあげた。「見みかけましたか、うちの子こを？」

　ベンヴォーリオは、首くびを横よこにふった。

「よかったわ」と、夫ふ人じんは、ほっとため息いきをついた。「このけんかにあの子こが居い合あわせなくて。」

　ベンヴォーリオは、その日ひ、まだ夜よも明あけない暗くらいうちに、ロミオを見みかけていた。朝あさ日ひが窓まどからさしこむ一時じ間かん前まえ、ロミオは、町まちはずれから西にしにひろがるプラタナスの森もりの木こかげをひとり歩あるいていたのだ。

「近ちか寄よってみたのですが、ロミオはぼくに気きづくと、森もりのおくへ、すがたをかくしてしまいました」と、ベンヴォーリオは、伯父おじ夫ふう婦ふにそのときのようすを説せつ明めいした。

　ロミオがひとり物もの思おもいにしずんで森もりを歩あるいていたことは、父ちち親おやも知しっていた。

「息子むすこはそこで毎まい朝あさのように、深ふかいため息いきをついて、朝あさもやを濃こくしているらしい」と、モンタギューは心しん配ぱいそうに言いった。「あのようにふさいでいては、よからぬことになる。」

「伯お父じ上うえ」と、ベンヴォーリオ。「ロミオがなにをなやんでいるか、ご存ぞんじなのですか。」

「知しらん。息子むすこは言いおうともしない。」

「問といただしてごらんになったのですか。」

「たずねてはみたが、あれはじっとだまったままなので、さぐりようもなく、わからぬのだ。まるで、つぼみのまま、虫むしに食くわれる花はなだ。その悲かなしみがなにゆえか、わかりもすれば、すぐにも治なおしてくれようものを。」

　そんな話はなしをしているところへ、当とうのロミオが広ひろ場ばのむこうに現あらわれた。

「ほら、やってきました」と、ベンヴォーリオ。「どうかあちらへ。しつこくねばって、わけを聞ききだしてみましょう。」

「ここはおまえにまかせよう」と、モンタギュー。「本ほん心しんを聞ききだしてくれたらなによりだ。」

　モンタギューは、若わかい者ものだけにして帰かえろうと、妻つまに声こえをかけた。

「さあ、行いこう、おまえ。」

　ベンヴォーリオは、伯父おじ夫ふ妻さいのうしろすがたを見み送おくってから、ロミオが近ちかづいてくるのを待まって、声こえをかけた。

「おはよう、ロミオ。」

「まだ朝あさか。」ロミオは、気きのない返へん事じをした。日ひの出で前まえからもう何なん時じ間かんも物もの思おもいにふけっているから、まだ朝あさとは思おもえないのだ。

「九時じを打うったばかりだ」と、ベンヴォーリオ。

「ああ！　つらい時じ間かんは長ながいなあ」と、ロミオ。「今いま、急いそぎたちさったのは、わが父ちち上うえか。」

「そうだ。」ベンヴォーリオは、さっそく要よう点てんを聞きくことにした。「なにが悲かなしくて君きみの時じ間かんは長ながくなるんだい？」

「時じ間かんを短みじかくしてくれるものがないからさ」と、ロミオ。

「恋こいか？」

「恋こい……」と、言いいよどむロミオ。

「……に、やぶれて？」と、ベンヴォーリオが言こと葉ばをおぎなう。

「恋こいする人ひとが、つれないんだ」と、ロミオ。

「おどろきだ」と、ベンヴォーリオ。「見みかけはかわいいキューピッドが、かくもつれない暴ぼう君くんとは。」

　キューピッドとは、背せ中なかに羽はねの生はえた、かわいらしい、はだかの男おとこの子この天てん使しである。恋こいの女め神がみヴィーナスの子こどもだ。いたずらぼうずで、小ちいさな恋こいの弓ゆみ矢やをはなつ。ハートを射いぬかれた者ものは、恋こいに落おちてしまう。しかも、キューピッドは目めかくしをして矢やを射いるために、だれのハートが射いぬかれるか、まったく予よ測そくがつかないという。

「おどろきだ」と、ロミオは歌うたうように返かえした。「いつも目めかくしキューピッド、見みえぬ道みち行ゆき、見みずにみちびく。」

　キューピッドは目めかくしをして、目めが見みえないくせに恋こいをみちびくのはおどろきだという歌うたになっている。どうやらロミオは、かなわぬ恋こいになやんでいる自じ分ぶんを楽たのしんでいるらしい。

「どこで食しょく事じをしよう？」と言いいかけたロミオは、あたりのようすに気きづいて、「ああ！　ひどいけんかだったそうだな？」と、たずねた。

　ベンヴォーリオがけんかの説せつ明めいをしようとすると、ロミオはさえぎった。

「いや、話はなすな。すっかり聞きいた。これは、にくしみのあらそいだが、恋こいのあらそいのほうが、きついのだ。だから、ああ、にくんで恋こいをし、恋こいゆえに、うらみがつのる。」

　そして、あまくせつない恋こいをこんな言こと葉ばで語かたりだした。

「恋こいと呼よべば聞きこえはいいが、その内ない実じつはどろどろだ！　まるで鉛なまりの羽は根ね、かがやくけむり、冷つめたい炎ほのお、病やんだ健けん康こう、目め覚ざめたねむり、休やすまらぬ休きゅう息そくといったところだ！　こんな恋こいを感かんじても、こんな恋こいは恋こいしくない。おかしいだろ？」

　恋こいはすてきなはずなのに、恋こいした相あい手てが冷つめたければ、すてきどころか、つらくてつらくてたまらない。そんなロミオの胸むねの苦くるしみを察さっして、ベンヴォーリオは泣なきたい気き持もちになってきた。

「恋こいとは」と、ロミオの恋こい談だん義ぎはつづく。「ため息いきの雲くもからたちのぼるけむりだ。晴はれれば、恋こいする者ものの目めに火ひの手てがあがり、かすめば、恋こいのなみだで海うみのかさが増ふえる。そうだろ？　息いきがつまるつらさだが、命いのちをはぐくむあまさでもある。じゃあな。」
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　ふいにたちさろうとするロミオにおどろいて、ベンヴォーリオはロミオの腕うでをつかんだ。

「待まてよ、いっしょに行いこう。置おいてきぼりはひどいぞ。」

「ぼくは、自じ分ぶんを見み失うしなってしまい、ここにはいないんだ」と、ロミオ。「ここにいるのはロミオじゃない。ロミオはどこかほかにいる。」

　こんなロミオの言いい草ぐさには、つきあいきれない。ベンヴォーリオは、単たん刀とう直ちょく入にゅうにたずねた。

「マジな話はなし、お目め当あてはだれだい？」

「え、目めも当あてられないマジい話はなしを聞ききたいのか？」

　ロミオはダジャレで、はぐらかそうとする。

「いや。そうじゃなくて、だれなんだ」と、ベンヴォーリオ。「まじめに言いえよ。」

「重おもい病やまいの思おもいのたけをまじめに言いえとは、みじめないじめ」と、ロミオ。「いや、まじめな話はなし、ぼくが恋こいしているのは──」

　いよいよ、相あい手ての女じょ性せいの名な前まえが聞きけるとベンヴォーリオは期き待たいしたが、ロミオは、

「女おんなだ」

　と、はぐらかした。

「そうじゃないかとは思おもったよ。君きみが恋こいするとなりゃ」と、ベンヴォーリオ。

「勘かんがいいな！」と、ロミオ。「美び人じんなんだ。」

「わかりやすい的まとだな。すぐ当あてられる。」

「ところが、その的まとに当あたらない」と、ロミオ。「はずれるんだよ、キューピッドの矢やが。女め神がみダイアナを信しんじるあまり、純じゅん潔けつのかたいよろいで身みをまもり、キューピッドが放はなつ軟なん弱じゃくな矢やなど刺ささりもしない。」

　ローマ神しん話わに登とう場じょうする月つきの女め神がみダイアナは、男だん性せいをよせつけない貞てい淑しゅくな美び女じょだとされる。ロミオは、お目め当あての女じょ性せいが恋こいに落おちてくれないことを、女め神がみダイアナの信しん者じゃだと表ひょう現げんしたのだ。

「口く説どき文もん句くで攻こう撃げきしても効こう果かなく、攻せめたてる流ながし目めにも、びくともしない」と、ロミオは愛あいする女じょ性せいのつれなさをなげく。「ああ、あの豊ゆたかな美うつくしさも一代だいかぎり、死しぬときはあの美び貌ぼうも、はかなくついえるのだ。」

「じゃあ、生しょう涯がい、ひとり身みを通とおすと誓ちかったのか」と、ベンヴォーリオ。

「そうなんだ。子し孫そんには、あの美うつくしさを、のこさない。美うつくしすぎてかしこすぎ、かしこいまでに純じゅん潔けつすぎる。至し福ふくのよろこびを捨すてさって、ぼくを絶ぜつ望ぼうさせるんだ。恋こいなどしないと誓ちかいをたてた。そのことを、こうして語かたるこのぼくは、生いけるしかばね、死しんだも同どう然ぜん。」

　なんだか、さっきからロミオの口く調ちょうは、まるで詩しを読よんでいるように思おもえる。すっかり恋こいに恋こいをしているようすだ。

　実じつはベンヴォーリオには、ロミオがだれにほれているのか、だいたい見けん当とうはついていた。キャピュレット家けの家か長ちょうの姪めいロザラインとリヴィアは、美び女じょ姉し妹まいとしてヴェローナじゅうのうわさになっていた。とくに姉あねのロザラインは年としごろで、色いろ気けもじゅうぶんだった。

　もし、ロザラインがお目め当あてなら、ロミオはただ遠とおくからあこがれているだけなのではないかと、ベンヴォーリオはあやしんだ。いつも大おお勢ぜいの人ひとにかこまれている女じょ性せいだから、ロミオが声こえをかけたことがあるのかどうか、あやしいものだ。

「ひとつ忠ちゅう告こくしてやろう」と、ベンヴォーリオ。「その人ひとのことは忘わすれろ。」

「おお、忘わすれる方ほう法ほうを教おしえてもらいたいものだ」と、ロミオ。

「ほかの美び人じんをよく見みてみろ」と、ベンヴォーリオは、恋こいに恋こいするロミオに忠ちゅう告こくした。

「そんなことをすれば、あの人ひとの美うつくしさが一いっ層そう引ひき立たつだけのこと」と、ロミオ。「すばらしく美うつくしい女おんなを見みせてくれても、それがなんの役やくに立たつ？　ただ、その美び人じんより、もっとすぐれた美び人じんを思おもい出だすだけだ。」

　ロミオは、ふっと背せをむけて、こう言いった。

「さようなら、忘わすれる術すべなどあるものか。」

　たちさろうとするロミオのうしろすがたに、ベンヴォーリオは自じ信しんたっぷりにこう言いい放はなった。

「その術すべを教おしえてやるさ、すべてをかけて。」
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　その日ひの昼ひるすぎ、キャピュレット家けは、りっぱな訪ほう問もん客きゃくを迎むかえていた。

　大たい公こうの親しん族ぞくである青せい年ねんパリス伯はく爵しゃくだ。すばらしく身み分ぶんが高たかいうえ、若わかくて美び男だん子しである。

　そのパリス伯はく爵しゃくが、キャピュレット家けの一人ひとりむすめジュリエットを見みそめて、よめにほしいと言いいだしたのである。

　しかし、ジュリエットは、まだ十三歳さいという若わかさだった。

　この時じ代だい、貴き族ぞくの女じょ性せいは十四歳さいぐらいから一いち人にん前まえの女じょ性せいとしてあつかわれるようになり、身み分ぶんの高たかい貴き族ぞくの家いえでは、十四、五歳さいの若わかさで結けっ婚こんすることもめずらしくなかったが、それにしてもまだ早はやすぎると、父ちち親おやのキャピュレットは思おもっていた。

　パリス伯はく爵しゃくは、ぜいたくな服ふくに身みを包つつみ、家か長ちょうのキャピュレットにあいさつの贈おくり物ものを手てわたした。それから、今朝けさのけんかさわぎでキャピュレット家けがおとがめを受うけたことに同どう情じょうの念ねんを表あらわすと、キャピュレットは、相あい手てのモンタギュー家けも同おなじおとがめを受うけたから気きにすることはないと、ぼそぼそとつぶやいた。

「ともに由ゆい緒しょある家いえ柄がらでありながら」と、パリス伯はく爵しゃく。「ずっと仲なかがお悪わるいのは残ざん念ねんなことです。ところで、お願ねがいしていたお話はなしはいかがでしょうか？」

　お願ねがいしていた話はなしとは、もちろん、ジュリエットとの縁えん談だんのことだ。

「すでにもうしたことをくりかえすのみだ」と、キャピュレット。「むすめはまだ世せ間けん知しらず。十四の春はるも迎むかえておらぬ。あとふた夏なつがすぎぬうちは、花はなよめとなるには早はやすぎる。」

　キャピュレット家けには、ほかに子こどもがいたのだが、みな死しんでしまい、ジュリエットだけしか残のこっていない。あとは姪めいや甥おいたちがいるばかりだ。キャピュレットは大だい事じな一人ひとりむすめを目めのなかに入いれても痛いたくないほどかわいがっており、よめにやるつもりはまだなかった。

　それでも、パリス伯はく爵しゃくの熱ねつ意いにおされたキャピュレットは、まずはジュリエットがその気きになるかどうかが大たい切せつだと言いった。

「口く説どかれるがよい、パリスどの、むすめの心こころをつかむがよい。肝かん心じんかなめはむすめの承しょう諾だく。わしの意い向こうなど、とるには足たらぬ。あの子こがうんと言いいさえすれば、あの子この選えらんだ相あい手てに、わしも同どう意いの判はんをおそう。」

　パリス伯はく爵しゃくは、にっこりした。

「今こ宵よいのわが家やは、恒こう例れいの宴えん会かいだ」と、キャピュレットは話はなしつづけた。「大たい切せつな人ひとを大おお勢ぜいお客きゃくに招まねいている。あなたもどうぞいらしてください。そして、ようくごらんなさい。夜よ空ぞらにかがやくキラ星ぼしのような美び女じょたちが集あつまりますよ。花はなならつぼみの、うら若わかいご婦ふ人じんがただ。目めにするだけでも気き分ぶんがはなやぐ。その美び女じょたちに目めをこらし、耳みみをそばだて、これぞ一番ばんと思おもえるむすめに好こう意いをお寄よせになるがいい。大おお勢ぜいをごらんになれば、うちのむすめもそのなかに交まざっておるとわかりましょうが、ものの数かずには入はいるまい。」

　伯はく爵しゃくと結けっ婚こんするにふさわしい美び女じょは、世せ間けんにはいくらでもいる。そのことにパリス伯はく爵しゃくもすぐに気きづくだろうと、キャピュレットは考かんがえていた。

「さあ、まいりましょう。」

　そう言いってキャピュレットは、パリス伯はく爵しゃくを屋や敷しきのなかへいざなった。それから、近ちかくにいた召めし使つかいにメモをわたして、こう命めいじた。

「よいか、おまえ、美うつくしきヴェローナじゅうをひとまわりして、ここにお名な前まえを記しるしたかたがたを見みつけ、お伝つたえしろ。どうぞわが家やへおこしくださいと。」

　そう言いってキャピュレットもまた屋や敷しきのなかへ入はいってしまったが、メモをわたされた召めし使つかいは、とほうに暮くれた。

「ここにお名な前まえを記しるしたかたがたを見みつけろだって！」

　この時じ代だい、下しも々じもの者ものは、教きょう育いくを受うけられず、字じが読よめなかったのだ。

「ここに名な前まえを記しるしたかたがたを見みつけてこいと言いわれても、だれの名な前まえが書かいてあるのか、とんとわからねえ。学がくのある人ひとのところへ行いって聞きかなきゃ。」

　屋や敷しきから外そとへかけだした召めし使つかいは、通とおりのむこうから若わか者ものふたりがやってくるのに気きがついた。ベンヴォーリオとロミオである。

「おう、ちょうどいいや！」

　話はなしかけようとしたが、ふたりはなにやら話はなしこんでいる。ベンヴォーリオが、ロミオの恋こいわずらいを治なおしてやろうと、こんなことを言いっていた。

「いいか、君きみ、火ひは火ひで治おさまるのだ。新あらたな苦く痛つうがはじまれば、古ふるい痛いたみは忘わすれるもの。ぐるぐるまわってめまいがしたら、ぎゃくにまわって治なおすんだ。死しぬほどつらい悲かなしみも、別べつの苦く悩のうで消きえるもの。その目めにさすんだ、新あらたな毒どくを。流ながれて消きえるさ、むかしの毒どくは。」

　ところが、ロミオは聞きく耳みみをもたない。そんな薬くすりがきくのは、ひざのかすり傷きずぐらいだろうと言いう。自じ分ぶんの苦くるしみはそんなものでは治なおらないと言いおうとしたところに、例れいの召めし使つかいが話はなしかけたそうにしているのに気きづいて、ロミオから声こえをかけた。

「やあ、こんにちは。」

「こんにちは」と、召めし使つかい。「だんな、読よむことはおできになりますか。」

「ああ、あわれな自じ分ぶんの運うん命めいならね」と、ロミオ。

「それなら、本ほんがなくとも読よめますな。でも、書かかれたことは読よめますか。」

「ああ、文も字じや言こと葉ばがわかればね」と、ロミオ。

　なんだよ、文も字じや言こと葉ばがわからねえなら、さっさとそう言いえとばかりに、召めし使つかいは「じゃあ、さようなら」と言いって帰かえろうとした。

「待まて、君きみ」と、ロミオはそれを止とめて、笑わらいながら「読よめるよ」と言いって、召めし使つかいからメモを受うけ取とると、声こえをだして読よみあげた。

「マーティーノどのご夫ふ妻さい、ならびにご令れい嬢じょうがた、アンセルム伯はく爵しゃく、ならびにうるわしいご姉し妹まい、ヴィトルーヴィオどの御ご後こう室しつ──」

　召めし使つかいは、聞ききながらぜんぶおぼえようとがんばっていた。ロミオは、つづけて読よむ。

「──プラセンシオどの、ならびに愛あいらしい姪めい御ごがた、マキューシオ、ならびにその弟おとうとヴァレンタイン、叔父おじ上うえキャピュレットご夫ふ妻さい、ならびにご令れい嬢じょうがた、美うつくしき姪めいロザライン──」

　ロザラインの名なを読よみあげるロミオの声こえは、かすかにふるえていた。

「──ならびにリヴィア、ヴァレンシオどの、ならびにそのご親しん族ぞくティボルト、ルーシオ、ならびに、はなやかなるヘレナ嬢じょう。」

　読よみ終おえたロミオは、感かん心しんして言いう。

「豪ごう勢せいな顔かおぶれだな。どこに呼よばれるのだ？」

「あっしのお屋や敷しきに」と、召めし使つかいは、今いまおぼえている最さい中ちゅうなんだから話はなしかけないでほしいという顔かおつきで答こたえた。

「どのお屋や敷しきだ。」

「あっしのご主しゅ人じんさまは、大おお金がね持もちのキャピュレットさまでして。だんながモンタギューの人にん間げんじゃなけりゃ、どうぞ一いっ杯ぱいやりにおいでください。」

　召めし使つかいは、ペコリと頭あたまを下さげると、「ごきげんよろしゅう」とさけんで、かけさっていった。

　ベンヴォーリオは、にっこり笑わらってロミオに言いった。

「キャピュレット家け恒こう例れいの晩ばん餐さん会かいには、君きみが愛あいしている美うつくしいロザラインも出しゅっ席せきするぞ。」

　ロミオは、否ひ定ていしなかった。

　やはり、ロミオはロザラインに恋こいしていたのだ。思おもったとおりだと、ほくそ笑えみながら、ベンヴォーリオは、つづけた。

「ヴェローナじゅうの絶ぜっ世せいの美び女じょたちも来くる。君きみも行いきたまえ。そして、けがれない目めで、あの人ひとの顔かおを、ぼくが教おしえるほかの顔かおとくらべたまえ。そうしたら、君きみの白はく鳥ちょうもカラスに思おもえてくるはずだ。」

「ぼくのいとしい人ひとよりもきれいな女おんなだって！」と、ロミオ。「すべてを見み通とおす太たい陽ようさえ、これまでに、あの人ひとと並ならぶ美び人じんを見みたはずがない。」

「ちぇ、くらべる女おんながいないから美び人じんと思おもったまでのこと」と、ベンヴォーリオはあきれた。「このパーティーで光ひかりを放はなつほかの美び人じんを目めにすれば、今いまでこそ最さい高こうと思おもう女おんなでも、見みおとりがしてくるものだ。」

　ロミオは少すこしムッとした。ロザラインより美うつくしい人ひとがいるはずがないと信しんじているのだ。

　しかし、ロザラインをひと目め見みられるなら、たとえ敵てきのパーティーであろうと、行いってみたいとも思おもった。

「よし行いこう」と、ロミオ。「だが、ほかの美び人じんは見みたくもない。あの人ひとの光ひかりを浴あびるよろこびにまさる至し福ふくはありえない。」

　ロミオには、まだわかっていなかったのだ。

　ロミオの運うん命めいの女ひとは、ロザラインではないということが。
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　キャピュレット家けの一人ひとりむすめのジュリエットだった──そのとき、キャピュレット夫ふ人じんが、屋や敷しきのなかでさがしていたのは。

「ばあや、むすめはどこかしら？　呼よんでちょうだい。」

　キャピュレット夫ふ人じんは、むすめのジュリエットをさがすようにと乳母うばに命めいじた。

「おや、お呼よびしたんですがね」と、乳母うば。「子こヒツジちゃん！　てんとう虫むしちゃん！」

　返へん事じがない。

「あらやだ！　どこいらしたんでしょ。ジュリエットさま！」

　乳母うばが大おおきな声こえをはりあげると、遠とおくから元げん気きな声こえが返かえってきた。

「はーい、だあれ？」

　ジュリエットの声こえだ。

「お母かあさまですよ」と、乳母うば。
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　ジュリエットが元げん気きいっぱいかけてきて、母はは親おやの前まえに立たった。

「はい、お母かあさま、ご用ようですか。」

「実じつはね──」と、言いいかけて夫ふ人じんは、乳母うばに、「ばあや、はずしておくれ。ないしょの話はなしだから」と言いったが、ばあやがしぶしぶ部へ屋やを出でようとすると、また声こえをかけた。

「ばあや、もどっておいで。やはり、おまえにも、聞きいてもらいましょ。」

　乳母うばはうれしそうな顔かおになって、もどってきた。

　夫ふ人じんは、むすめにパリス伯はく爵しゃくとの縁えん談だんがあることを告つげるにあたって、むすめをおさないときから育そだててきた乳母うばにもこの話はなしは聞きいてもらったほうがいいと考かんがえ直なおしたのだ。

「知しってのとおり、この子こも年としごろになりました」と、夫ふ人じん。

「ほんに、何なん歳さい何なんか月げつ何なん日にちと何なん時じ間かんまでもうしあげられます」と、乳母うば。

「まだ十四にはなりませんが」と、夫ふ人じん。

「あたしの十四本ほんの歯はにかけて、十四には、おなりになっていません」と、乳母うば。「八月がつの収しゅう穫かく祭さいまであと何なん日にちでしたっけ。」

「二週しゅう間かんとちょっと」と、夫ふ人じん。

「ちょっとか、ずっとかは、ともかくとしても」と、乳母うばはおしゃべりをつづけた。「ほかならぬ収しゅう穫かく祭さいの前ぜん夜や、七月がつ三十一日にちの夜よる、十四におなりです。スーザンとおじょうさまは──神かみさま、お守まもりくださいませ──同おない年どしでした。そう、スーザンは神かみに召めされた。でも、収しゅう穫かく祭さい前ぜん夜やに、おじょうさまは十四におなりです。いや、それはよくおぼえております。ちょうど十一年ねん前まえのあの大おお地じ震しんのときでした。この子こが乳ちばなれして──忘わすれもしません──よりにもよって、まさにあの日ひです。あたしは、おっぱいにニガヨモギをぬって、ハト小ご屋やの軒のき下したで、ひなたぼっこをしていました。だんなさまとおくさまはマントヴァへお出でかけでした。ところが、もうしあげたように、この子こが乳ち首くびのニガヨモギをなめて、にがかったものですから、かわいそうに、かんしゃくを起おこして、おっぱいとけんかをなさって！　そのときですよ、ハト小ご屋やがガタガタとゆれたのは。いちもくさんに飛とび出だしましたっけ。あれから十一年ねんですからねえ。あのとき、立たっちができるようになって、いえ、それどころか、そこらじゅうをヨチヨチかけまわってらっしゃいました。なにしろ、その前まえの日ひに、おでこにこぶをこさえましたからねえ。そしたら、うちの人ひとが──神かみさま、お守まもりくださいませ、陽よう気きな人ひとでした──だっこして言いうんですよ、『おやおや、うつぶせにおころびですかい？　年としごろになったら、あおむけにおころびなさいよ。いいですね、おじょうさま？』そしたらどうでしょう、かわいいおばかさん、泣なきやんで、『うん』ですって。そんな笑わらい話ばなしがほんとうになってしまうなんてねえ。ほんとうに、千年ねん長なが生いきしても、忘わすれやしません。『いいですね、おじょうさま？』って言いったら、かわいいおばかさん、ぴたりと泣なきやんで、『うん』ですって。」

「もうたくさん。だまってちょうだい」と、夫ふ人じん。

「はい、おくさま」と、乳母うばは答こたえたものの、おしゃべりはやまなかった。「でも、笑わらわずにはいられません。泣なきやんで、『うん』ですもの。でも、ほんとうですよ、おでこに、ひよこのおちんちんくらいのこぶができましてね。あぶないところでした。痛いたくして、ずいぶんお泣なきになったんです。うちの人ひとが、『おやおや、うつぶせにおころびですかい？　年としごろになったら、あおむけにおころびなさいよ。いいですね、おじょうさま？』ぴたりと泣なきやんで『うん』ですよ。」

「ばあやもぴたりとやめてちょうだい」と、夫ふ人じん。

「はい、もうやめます」と言いうと、乳母うばはうれしそうにジュリエットをながめた。「ほんに、おしあわせに。あたしがお乳ちちをあげた一いち番ばんかわいい赤あかちゃんですもの。これでおよめ入いりのおすがたをおがむことができたら、思おもい残のこすことはありません。」

「そう、そのおよめ入いりのことなのですよ、話はなしというのは。」

　夫ふ人じんはようやく本ほん題だいにもどったと思おもって、急いそいでジュリエットにむかってたずねた。

「ねえ、ジュリエット、おまえ、結けっ婚こんについてどう思おもっているのかしら？」

「そのような晴はれがましいこと、考かんがえたこともありません」と、ジュリエット。

「晴はれがましいですって」と、乳母うばがまた大おおきな声こえをだした。「あたしのお乳ちちだけを飲のんでお育そだちになったおじょうさまがこんなにかしこいのは、まるでお乳ちちがよかったからみたいですね。」

「じゃ、今いまからでも結けっ婚こんを考かんがえておくれ」と、夫ふ人じんは真しん剣けんな顔かおでむすめに言いった。「ここヴェローナでは、おまえより若わかい、良りょう家けのおじょうさまが、すでに母はは親おやになっています。わたしだって、おまえの年としごろには、おまえを産うんでいました。それでね、かいつまんで言いえば、りりしいパリスさまがおまえを『ぜひに』とおっしゃってくださっているのよ。」

「りっぱなかたよ、おじょうさま！」乳母うばは大おおよろこびだ。「そりゃあもう、おじょうさま、世せ界かい一いちの──いやもう完かんぺきなおかた！」

「ヴェローナの夏なつにもあれほどの花はなは咲さきません」と、夫ふ人じん。

「花はなですね」と、乳母うば。「いやまったく、ほんとうの花はな。」

「どうですか、おまえ」と、夫ふ人じんは、むすめにたずねた。「あのかたを愛あいせますか？　さ、言いってごらん、パリスさまを好すきになれる？」と、夫ふ人じん。

　ジュリエットは、まだだれかを好すきになったことがないどころか、男おとこの子ことつきあったことさえない。それがいきなり結けっ婚こんを考かんがえろと言いわれても、どう答こたえていいかわかるはずがない。

　しかし、そこはさすが貴き族ぞくのむすめだ。とまどいながらも、こう答こたえた。

「見みることで好すきになるのなら、見みて好すきになりましょう。でも、この目めがはなつ視し線せんの矢やは、あまり深ふかくはささりません。弓ゆみをひくのはお母かあさまだから、それより遠とおくには飛とびません。」

　ようするに、母はは親おやが見みろと言いうから見みてみるけれど、自じ分ぶんから好すきになれるかわからないという意い味みだ。育そだちがよいおじょうさまならではの、上じょう品ひんな返へん事じである。

　そこへ、召めし使つかいがあわただしく階かい段だんをあがってきて、パーティーの準じゅん備びができたと、おくがたさま、つまりキャピュレット夫ふ人じんに告つげた。

「お客きゃくさまは、みなさま、お見みえになり、夕ゆう食しょくのしたくは整ととのい、おくがたさまは呼よばれ、おじょうさまはさがされ、ばあやは台だい所どころでののしられて、たいへんなさわぎになっております。わたしも、お給きゅう仕じをせねばなりません。どうか、すぐいらしてください。」

　そう言いうと、あわただしく、また階かい下かへかけ下おりていく。

「じゃ行いきましょう、ジュリエット」と、夫ふ人じん。「伯はく爵しゃくさまがお待まちですよ。」

「お行いきなさい、おじょうさま。」乳母うばもしみじみと、うれしそうに言いった。「しあわせな日ひ々びにつづく、しあわせな夜よるをお求もとめなさい。」







[image: ３　運命の出会い]




　その夜よる。

　キャピュレット家けの屋や敷しきでは、大おおがかりなパーティーがはじまっていた。

　そのキャピュレット家けへむかう夜よ道みちを、たいまつをかかげた若わか者ものの一いち団だんがさわぎながら歩あるいていた。

　ロミオと、その仲なか間またちだ。

　何なん人にんかは仮か面めんをつけ、何なん人にんかはひたいの上うえに仮か面めんをあげている。太たい鼓こをたたく者ものもいる。敵てきのキャピュレット家けのパーティーに飛とびこもうというのだ。

「どうする、飛とび入いりの言いいわけがわりに、あいさつでもするか？」と、ロミオ。「それともことわりなしに、もぐりこむか？」

　ベンヴォーリオは、あきれた。仮か面めんをつけていれば正しょう体たいはばれないのだから、わざわざことわる必ひつ要ようなどありはしない。

「あいさつだなんて、まわりくどいことなんかするもんか。ひとおどりして、引ひき上あげるまでだ」と、ベンヴォーリオ。

　しかし、ロミオには、おどる気きはなかった。ロザラインをひと目め見みたいだけなのだ。

「たいまつをくれ」と、ロミオ。「とてもおどりまわる気き分ぶんじゃない。」

　ロミオが帰かえるそぶりを見みせたので、あわてて止とめたのは、大たい公こうの親しん族ぞくマキューシオだ。パーティーへ正せい式しきに招まねかれており、招しょう待たい客きゃくリストにも名な前まえがあった。そして、ロミオの親しん友ゆうでもある。

「だめだよ、ロミオ、おまえがおどらないと」と、マキューシオ。

「いや、やめとくよ」と、ロミオ。「君きみたちは底の軽かるいダンス靴ぐつをはいているが、この心こころは真しん底重おもい。底知しれぬ地ち中ちゅうにうまって動うごけやしない。」

「恋こいをしているんだろ」と、マキューシオ。「キューピッドのつばさを借かりて、空そら高たかく舞まいあがれよ。」

「羽をつけても、悲かなしみにはねつけられる」と、ロミオは、ダジャレで返かえす。「恋こいの思いという重いおもりをつけて、しずむのみだ。」

　恋こいに恋こいするロミオのくだらない言いい草ぐさにつきあっていられないとばかりに、マキューシオが大おお声ごえをはりあげた。

「さあ、仮か面めんをよこせ。この顔かおをかくすかくれみのだ。仮か面めんをつけてもかわりばえしないツラだがな！」

　一いち同どうは笑わらったが、ロミオだけは暗くらい顔かおをしたままだ。

「たいまつをよこせ」と、ロミオ。「勝しょう負ぶは、最さい高こう潮ちょうのときにぬけるが勝かちだ。」

「ちぇ、まぬけのくせに、ぬけがけするのか」と、マキューシオ。「おまえがぬけてるなら、首くびまでつかった恋こいのどろ沼ぬまから、その首くび、ひっこぬいてやる。さあ、昼ひる間まのたいまつだ、行いくぞ！」

「今いまは昼ひるじゃない」と、ロミオ。

「つまりさ」と、マキューシオ。「ぐずぐずすれば、昼ひる間まを照てらすように、明あかりがむだだってことだ。人ひとの心こころをわかれよ。理り解かいするってのは、五ご感かんで感かんじる五倍ばいも、心こころで感かんじることだ。」

「舞ぶ踏とう会かいに行いこうという心こころはあるが、行いこうというのは利り口こうじゃない」と、ロミオ。

「その心こころは？」と、マキューシオ。

「ゆうべ、夢ゆめを見みた」と、ロミオ。

「おれもさ」と、マキューシオ。

「どんな夢ゆめだ、君きみのは？」

「夢ゆめを見みるやつは、うそをつくという夢ゆめさ。」

「つくのは寝ね床どこだ。それに夢ゆめは正まさ夢ゆめさ」と、ロミオ。

「ああ、じゃ、おまえ、マブの女じょ王おうといっしょに寝ねたな」と言いいはじめたマキューシオの目めの色いろが変かわっていた。その思おもいはすっかり、夢ゆめをあやつる《マブの女じょ王おう》のもとへ飛とんでいっているらしい。マキューシオは、なにかにつかれたようにしゃべりまくる。

「マブの女じょ王おうは、妖よう精せいたちが夢ゆめを産うむのを助たすける産さん婆ば役やくだ。町まち役やく人にんの人ひと差さし指ゆびに光ひかる宝ほう石せきぐらい小ちいさなすがたでやってきて、けしつぶほどの小ちいさな動どう物ぶつの群むれに車くるまをひかせ、夜よごとに、ねむっている人にん間げんどもの頭あたまをかすめて通とおっていく。恋こい人びとの頭あたまをかすめりゃ、愛あいの夢ゆめ。宮きゅう廷てい人じんのひざ先さきかすめりゃ、おじぎの夢ゆめ。弁べん護ご士しの指ゆび先さきかすめりゃ、謝しゃ礼れいの夢ゆめ。貴き婦ふ人じんのくちびるかすめりゃ、キスの夢ゆめ。兵へい隊たいさんの首くびの上うえをかけぬけりゃ、敵てきののどぶえ、かっ切きる夢ゆめ。それから耳みみもとで陣じんだいこが鳴なりひびく夢ゆめを見みさせりゃ、兵へい隊たいは飛とび起おき、ぶつくさ言いってまたねむる。これぞまさしくマブの女じょ王おうのしわざ。むすめがあおむけに寝ねていると、上うえから押おしつけて、男おとこの重おもみにたえる準じゅん備びをさせ、重おもみのあるいい女おんなにするのもこのババァだ。マブの女じょ王おうは──」

　とどまるところを知しらぬマキューシオのおしゃべりを、ロミオはついに止とめにかかった。

「おい、よせ、マキューシオ、よせ！　おまえの言いうことには意い味みがない。」

「そりゃそうさ」と、マキューシオ。「夢ゆめの話はなしだからな。頭あたまのむだなはたらきが生うみ出だした妄もう想そうさ。つまらん空くう想そうが生うみの親おや。」

　おとなしく聞きいていたベンヴォーリオも口くちをはさんだ。

「おまえの話はなしですっかり時じ間かんをむだにした。晩ばん餐さんは終おわり、今いまから行いってもおそすぎるかもしれない。」

「早はやすぎるかもな」と、ロミオ。

　ロミオは、なんだか胸むなさわぎがしていたのだ。

　今いまはまだ運うん命めいの星ほしにひっかかっている大だい事じ件けんが、今こん夜やの宴えん会かいをきっかけにおそろしい歩あゆみをはじめ、自じ分ぶんの命いのちの期き限げんが切きれてしまうような……。

　しかし、そんなことで、おじけづくようなロミオではなかった。

　人じん生せいのかじを取とりたもう恋こいの神かみに、わが旅たび路じを導みちびきたまえと願ねがうと、ロミオは、

「行いこう、みんな」と呼よびかけた。

　ようやくその気きになってくれたロミオをうれしく思おもって、ベンヴォーリオは思おもいきり大おおきな声こえでさけんだ。

「太たい鼓こを打うち鳴ならせ。」
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　キャピュレット家けでは、ちょうど立りっ食しょく形けい式しきの晩ばん餐さんが終おわり、大おお広ひろ間まの中ちゅう央おうにならべられていた料りょう理りが下さげられ、テーブルがかたづけられて、おどりの時じ間かんになろうとしていた。たくさんの召めし使つかいたちが、残のこった料りょう理りを広ひろ間まの片かたすみのテーブルに移うつしていた。

　広ひろ間まの中ちゅう央おうには、きれいに着きかざった大おお勢ぜいの紳しん士し淑しゅく女じょたちが仮か面めんをつけて集あつまっていた。

　それまで三さん々さん五ご々ごやってきた客きゃくたちにひとりひとりあいさつをしていたキャピュレットは、ここで全ぜん員いんにむかってあいさつをしようと、つえでゆかをたたいた。みなのおしゃべりがやんだ。

「ようこそ、みなさん」と、キャピュレットは、広ひろ間まの中ちゅう央おうからみなに呼よびかけた。「足あしにまめができていないご婦ふ人じんがたがみなさんのおどりの相あい手てをしてくださるでしょう。ご婦ふ人じんがたのなかで、どなたか、おどれないなんてかたはいらっしゃらないでしょうな。いやがったりするかたは、まめができているにちがいない。え、図ず星ぼしでしょう？」

　お客きゃくたちから笑わらい声ごえが起おこった。キャピュレットは、つづけた。

「わしもかつては仮か面めんをつけて、美うつくしいご婦ふ人じんの耳みみに愛あいをささやいたこともあったものだが、いや、もう、はるか、むかしむかしのむかし話ばなしだ！　ようこそいらした、みなさん。さあ、音おん楽がくをやってくれ。」

　楽がく士したちは演えん奏そうをはじめた。

「さあ、広ひろがって、場ば所しょをあけて！」と、キャピュレット。「さ、おどってください、おじょうさんがた！」

　いよいよ、本ほん日じつのメイン・イベントであるおどりがはじまった。キャピュレットは、興こう奮ふん気ぎ味みに召めし使つかいたちにあれやこれや命めいじつける。

「もっと明あかりだ、おまえたち。テーブルをかたづけろ。たいまつの火ひを消けせ。部へ屋やが暑あつくなってきた。」

　マキューシオとその仲なか間またちも仮か面めんをつけて、おどりの輪わに入はいった。ロミオはおどろうとしなかったが、マキューシオたちは高たかいジャンプを見みせたり、さっと貴き婦ふ人じんたちの手てをとって回かい転てんする優ゆう雅がなしぐさを見みせたりして、人ひと々びとに驚きょう嘆たんの声こえをあげさせた。

「なんともはや、この飛とび入いりの連れん中ちゅうはなかなかいいな。」キャピュレットは、飛とび入いりの連れん中ちゅうのなかに敵てきの家いえの者ものたちがまぎれこんでいるとは夢ゆめにも思おもわずに目めを細ほそめた。

　ロミオは、最さい初しょのうちはロザラインのすがたを求もとめてあちこち見みまわしていたが、さっきから気きになっていたのはロザラインではなかった。

　その目めがとらえていたのは、ロザラインよりもずっと若わかいむすめだった。

　くったくのない笑えみ。かがやくひとみ。

　その動うごきは、まるで天てん使しのようだ。

　ロミオは、おどっているその子このすがたを、いつしか目めで追おいつづけていた。

　やがてロミオは、客きゃくに酒さけをふるまっているボーイをつかまえて、こうたずねた。

「あちらの紳しん士しの手てを優ゆう雅がにとっていらっしゃるご婦ふ人じんはどなたです？」

「さあ、存ぞんじません」と、ボーイはよく見みもしないで、そっけない返へん事じをして行いってしまった。

「ああ」と、ロミオは熱あついため息いきをもらした。

　その子こは、まるでたいまつに明あかるいかがやきかたを教おしえているようだった。

　夜よるのくすんだほおをそめ、ゆれてかがやくそのさまは、まるで豪ごう華かな宝ほう石せきだ。

　大たい切せつにしまっておきたい美うつくしさ。この世よのものとも思おもわれない。

　ほかの女おんなにかこまれて、その子こだけが光ひかるのは、あたかもカラスの群むれにただ一羽わ、雪ゆきとおりたつ白しろいハトさながら。ロミオは思おもった。

「おどりが終おわるそのときに、どこに行いくのか見みていよう。あの手てにふれて、いやしいこの手てを清きよめてもらおう。」

　そう考かんがえるロミオの心こころからは、ロザラインへの思おもいなどすっかり消きえさっていた。

「今いままでに恋こいをしたのか、この心こころ？」と、ロミオは自じ問もんした。「この目めよ、誓ちかえ、しなかったと。まことの美び女じょを、今こ宵よいまで、目めにしたことはなかったと。」

　ロミオは、その子こを見みつめるのに夢む中ちゅうになるあまり、まわりのようすをよく見みていなかった。

　おどりもせず、談だん笑しょうもせず、まわりの人ひとからひとりはなれてじっと一いっ点てんを見みつめるロミオのすがたは、さすがにめだっていた。それを見みたティボルトは、「あいつはモンタギューの家いえの者もの」とつぶやき、小こ姓しょうに剣けんを持もってくるように命めいじた。小こ姓しょうは、うなずくと、ただちに走はしっていった。ティボルトは、ロミオをにらみつけて、こぶしをにぎりしめた。

「あのやろう、ばかげた面めんなんかつけやがって、うちの儀ぎ式しきをばかにしにきたな。よし、わが一いち族ぞくの名めい誉よにかけて、やつをたたき斬きっても罪つみとは思おもわぬ。」

　キャピュレットが、それに気きづいて、声こえをかけてきた。

「おや、どうした、おまえ、なにを息いきまいている？」

「叔父おじ上うえ、敵てきがたのモンタギューの者ものです」と、ティボルトは、仮か面めんをつけたロミオを指ゆびさした。

「うちの宴えん会かいをばかにしに、今こん晩ばん乗のりこんできたのです。」

「ロミオだな」と、キャピュレット。

「そう、悪あく党とうのロミオです」と、ティボルト。

「おちつけ、ティボルト」と、キャピュレット。「相あい手てにするな。あいつはりっぱに紳しん士しらしくふるまっているじゃないか。それに、正しょう直じき言いって、ヴェローナでは評ひょう判ばんの男おとこだ。徳とく高たかく、しっかりした若わか者ものだとな。町まちじゅうの財ざい産さんをもらっても、この家いえで、あいつとけんかをしてほしくない。だから、がまんしろ。気きづかなかったふりをしろ。わしの意い志しだ。それを尊そん重ちょうする気きがあるのなら、にこやかにふるまって、しかめっつらをやめろ。宴えん会かいにはふさわしくない顔かおだ。」

　そう言いわれても、ティボルトはおさまらない。

「がまんがなりません」と、ティボルトはムッとした声こえで抗こう議ぎした。

「がまんするのだ！」と、キャピュレットは、しかりつけた。ティボルトが聞ききわけようとしないので、キャピュレットは、かんしゃくを起おこして、どなった。

「なにを、若わか造ぞうの分ぶん際ざいで！　がまんしろと言いっておるのだ！　おい！　この家いえの主しゅ人じんはわしか、おまえか？　おい！　がまんがならぬだと！　ぬかしおって、わしの客きゃくをまきこんでさわぎを起おこそうというのか。ひともんちゃく起おこして、男おとこでございと言いうつもりか！」

「ですが、叔父おじ上うえ、恥はじです」と、ティボルト。

「ばかばかしい。生なま意い気きを言いうな」と、キャピュレット。「じょうだんじゃない。そんなばかをやれば痛いたいめにあうぞ。」

　ティボルトは、叔父おじをにらみつけた。

「なるほど、わしにたてつく気きか。いいかげんにせんと──」と、キャピュレット。

　ちょうどそのとき、おどりが一曲きょく終おわって音おん楽がくがやんだので、キャピュレットの大おお声ごえがめだってしまった。

「いやあ、よかった、みなさん──」

　キャピュレットは客きゃくに笑え顔がおをふりまいてごまかし、甥おいにむかって小こ声ごえでしかりつけた。

「でしゃばるな、だまっていろ、さもないと──」

　キャピュレットは、今こん度どは召めし使つかいに「明あかりだ！　明あかりだ！」と命めいじつつ、甥おいにむかって、

「恥はじ知しらずめ、口くちがきけないようなめにあわせるぞ、え！」と、強つよく背せ中なかをたたいた。

　そしてまた客きゃくに「さあ、ゆかいに、みなさん！」と言いいながら、たちさってしまった。

　残のこされたティボルトは、両りょうのこぶしを強つよくにぎって立たちすくんでいた。

　むりやりの忍にん耐たいはわきあがる怒いかりとぶつかり、気き持もちはまとまらず、その体からだはふるえるばかりだった。今いまはさわぎを起おこさず、じっとこらえて、引ひき下さがらざるをえなかったが、心こころのなかでは、こうロミオにむかってつぶやいていた。

「のこのこやってきやがって。今いまはにこにこしてやるが、必かならずひどいめにあわせてやる。」
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　次つぎのおどりがはじまった。

　ジュリエットは、仮か面めんをつけた若わか者ものがさっきから自じ分ぶんをじっと見みつめているのに気きづいていた。そして、その若わか者ものが気きになってならなかった。

　おどりは、パートナーを替かえながら少すこしずつ、立たち位い置ちを変かえていく。このままおどっていくと、やがてその仮か面めんの若わか者ものの前まえに立たつことになる。そう思おもうと、なぜかしら胸むねの鼓こ動どうがはげしくなった。

　どうしたのだろう。自じ分ぶんの手てがあせばんでくる。

　ジュリエットは自じ分ぶんがその若わか者ものといっしょにおどることを想そう像ぞうしただけで、顔かおが赤あからんでくるのを感かんじた。

　これまでたくさんの男だん性せいとおどってきてなんとも思おもわなかったのに。

　今いまだって、この背せの高たかいがっしりした男だん性せいに手てをとられてなんにも感かんじていないのに。

　どうしてあの人ひとのことを思おもうと、こんなにドキドキしてしまうの？

　あの人ひとと手てをとっておどってみたい。そう思おもった。

　でも、あの人ひとは、どういうわけか、ずっと見みつめるばかりでおどろうとしない。

　あと五回かい、曲きょくの同おなじフレーズがくりかえされたら、あの人ひとの真まん前まえに立たつことになる──そう気きづいたとたん、ジュリエットは、すっとおどりの輪わからぬけ出だし、部へ屋やのすみにあるドリンクバーにむかった。なにか飲のんで、気き持もちをおちつけたかった。

　冷つめたい飲のみ物ものがのどをうるおすと、少すこしほっとした。

　とたんにさっきの仮か面めんの若わか者ものが気きになってきた。

　わたしがいなくなっても気きにしないでいらっしゃるのかしら？

　あんなにわたしのことを見みつめていたのに、ほかの女おんなの人ひとを見みつめていたりしたら、くやしいわ。

　ジュリエットは空からになったグラスを置おくと、小こ走ばしりになって、おどりのほうへかけもどった。まわりには大おお勢ぜいの人ひとたちが立たって談だん笑しょうしたり、おどりを見み守まもったりしていた。

　ジュリエットは、さっきの若わか者ものはどこだろうと思おもいながら、ときどき背せのびをしてそのすがたを追おい求もとめた。

　いない。あの若わか者ものが見み当あたらない。

　さっきまで、まわりに立たっている大おお勢ぜいの人ひとたちのなかに、いらしたのに。

　ジュリエットはあせってきた。人ひとをおしのけるようにして、若わか者もののすがたをさがした。

　大おおきな柱はしらのとなりまで来きたそのときだった。

　ジュリエットは自じ分ぶんの左ひだり手てが、柱はしらのかげにいるだれかににぎられたのを感かんじた。そして耳みみもとで、こうささやく声こえが聞きこえた。

「いやしいわが手てが、もしもこの聖せいなる御み堂どうをけがすなら、どうかやさしいおとがめを。」

　あの人ひとの声こえだ。

　ジュリエットには、なぜだかすぐにそうわかった。

　あの人ひとの声こえを聞きいたこともなければ、だれが自じ分ぶんの手てをつかんでいるのかも見みえないけれど、あの人ひとにちがいなかった。

　声こえはつづいた。

「このくちびる、顔かお赤あからめた巡じゅん礼れいふたりが、ひかえています。乱らん暴ぼうにふれられた手てをやさしい口くちづけでなぐさめるため。」

　やさしい声こえだ。ジュリエットは、ふりかえった。そこには、仮か面めんをひたいに上あげ、すてきなほほえみをうかべて、ジュリエットの手てをにぎっている見み知しらぬ若わか者ものの顔かおがあった。

　ジュリエットは顔かおを赤あからめながらも、こう返かえした。

「巡じゅん礼れいさん、それではお手てがかわいそう。こうしてきちんと信しん心じん深ぶかさを示しめしているのに。」

　そして、自じ分ぶんの手てが若わか者ものの手てににぎられているのをうれしく思おもいながら、

「聖せい者じゃにも手てがあって、巡じゅん礼れいの手てとふれ合あいます」と言いって、自じ分ぶんの手てのひらを相あい手ての手てのひらと合あわせて、こうつづけた。

「こうして手てのひらを合あわせ、心こころを合あわせるのが聖せいなる巡じゅん礼れいの口くちづけです。」

　さっきのおどりで、手てのひらと手てのひらを合あわせるところがあって、それをジュリエットは、この若わか者ものとやってみたいと願ねがっていたのだ。それに、手てのひら（パーム）は、巡じゅん礼れい（パーマー）とかけ言こと葉ばになるのだけれど、わかってもらえるかしら、とジュリエットは思おもった。

「聖せい者じゃには、くちびるがないのですか」と、若わか者ものはまじめな顔かおでたずねた。「そして巡じゅん礼れいには？」

　若わか者ものはキスを求もとめているのだ。なんて大だいたんな人ひとかしら。

「あるわ、巡じゅん礼れいさん、でもお祈いのりに使つかうくちびるよ」と、ジュリエットは返かえした。

　初しょ対たい面めんなのに、キスしたいだなんて。

「では、聖せい者じゃよ、手てがすることをくちびるにも。」

　若わか者ものは、ジュリエットの手てに指ゆびをからめてきた。
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　ジュリエットは、心しん臓ぞうがドクンと鳴なったのを感かんじた。

　若わか者ものはぐっと顔かおを近ちか寄よせて、こうささやく。

「くちびるは祈いのっています。どうかおゆるしを、信しん仰こうが絶ぜつ望ぼうに変かわらぬように。」

　ジュリエットは、思おもわず身みをかたくした。

「聖せい者じゃは心こころを動うごかしません。祈いのりはゆるしても。」

「では動うごかないで。」若わか者ものはジュリエットの両りょう肩かたをそっとおさえた。「祈いのりのしるしを、ぼくが受うけ取とるあいだ。」

　そう言いうと、若わか者ものはジュリエットのくちびるにキスをした。

　恥はじらうような軽かるいキスだ。

「こうしてぼくのくちびるから、あなたのくちびるへ、罪つみは清きよめられました。」

　若わか者もの自じ身しんがドキドキしているのが伝つたわってきた。

　この人ひと、女おんなの人ひとにキスするの、はじめてかもしれない。そう思おもうと、ジュリエットは少すこし大だいたんになれた。

「では、わたしのくちびるには、あなたから受うけた罪つみがあるのね。」

　そう言いってみた。

「このくちびるから罪つみが？」と、若わか者ものはおどろいてみせた。「なんというやさしいおとがめ。その罪つみを返かえしてください。」

　若わか者ものはふたたびキスをした。

　ジュリエットは、身みも心こころもとろけるような気き持もちになり、体からだが熱あつくなった。

　キスが終おわって若わか者ものと目めを合あわすと、ジュリエットはとても恥はずかしくなって、「キスの儀ぎ式しきみたいね」と笑わらった。

　そのとき、乳母うばが近ちかづいてきた。

「おじょうさま、お母かあさまが、お話はなしがあるそうです。」

　今いまのキス、見みられたかしら？　ジュリエットは顔かおが真まっ赤かになるのを感かんじた。思おもわず走はしりだしてしまった。

　ロミオは、せっかくつかまえた小こ鳥とりが飛とんでいってしまった気き持もちだった。今いま、声こえをかけてきたこの女おんなの人ひとのせいだ。いったいこの人ひとはだれだろう？　そしてさっきの少しょう女じょは？

「あの人ひとのお母かあさまとはだれです？」と、ロミオはたずねた。

「あら、お若わかいの」と、乳母うばは笑わらった。「お母かあさまというのは、このお屋や敷しきのおくさまですよ。いいおくさまでね。かしこくて、おやさしくて。あたしはそのおじょうさま、おたずねのむすめさんのばあやです。だから言いうけれど、あの子こをものにする男おとこは、大おおもうけですよ。」

　乳母うばは、しあわせそうに笑わらい声ごえをあげながら、たちさった。

　ロミオは、ぼう然ぜんとしていた。

　あの子こはキャピュレット？

　敵てきの家いえのむすめを好すきになってしまったのか。

　なんという高たかいつけだ。わが命いのちは敵てきに払はらう借しゃっ金きんか。

　そこへ、ベンヴォーリオが近ちかづいてきて、声こえをかけた。

「さあ、行いこう、お楽たのしみもここまでだ。」

　もう、ずいぶん夜よもふけ、引ひき上あげるときとなっていた。

「ああ、そうだな」と、ロミオ。「胸むねの高たか鳴なりもここまでだ。」

　たちさろうとする若わか者ものたちを見みて、キャピュレットは、

「いや、諸しょ君くん、まだお帰かえりには早はやい。ちょっとしたデザートを用よう意いしております。」

と、声こえをかけたが、ほかの客きゃくたちも帰かえろうとするので、キャピュレットは態たい度どを変かえて、

「そうですか？　それでは、よく来きてくださいました。みなさん、ありがとう、おやすみなさい」と、客きゃくを送おくり出だしはじめた。

　それがきっかけになって、みな、別わかれのあいさつをしながら、屋や敷しきの外そとへと流ながれはじめた。

「こっちにもっと明あかりを。」

　玄げん関かん先さきを明あかるくしろと、キャピュレットが召めし使つかいに命めいじている。

　ジュリエットは、母はは親おやとの話はなしをすませて、広ひろ間まにもどってきていた。母はは親おやからは、パリス伯はく爵しゃくとはおどったのか、話はなしをしたのかとたずねられ、はいと返へん事じをしたけれど、ちゃんと話はなしをしたか実じつはよくおぼえていなかった。別べつの男だん性せいのことが気きになってしかたなかったからだ。

　大おお勢ぜいの客きゃくがどんどん玄げん関かんから出でて行いくのを見みて、ジュリエットはあわてた。さっきの人ひとはもうお帰かえりになってしまったのかしら？

　あ、そこに。こちらをむいて、わたしをさがしていらっしゃる。

　あ、わたしを見みつけたわ。

　ジュリエットは思おもわず軽かるくえしゃくをした。

　若わか者ものも、ゆっくりとうなずいた。

「ばあや、ちょっと。」ジュリエットは、そばにいた乳母うばにたずねた。「あそこにいる紳しん士しはどなた？」

「タイベリオさまのご嫡ちゃく男なんです。」

　ちがうちがう。そのむこう側がわにいらっしゃるかたよ。あ、お帰かえりになってしまう。

「今いま出でて行いかれるかたは？」と、ジュリエットは声こえにだした。

「ああ、あれはペトルーキオさんじゃないかしら。」

　マキューシオの友ともだちのペトルーキオのことなんかわかってるわ。その人ひとじゃなくて、そのうしろにいらっしゃるかた。

「今いま、出でて行いったかたは？　おどろうとなさらなかったかた。」

「わかりません」と、乳母うば。

「お名な前まえを聞きいてきて」と、ジュリエットは強つよい口く調ちょうで命めいじた。

　乳母うばはちょっとびっくりしたような表ひょう情じょうをうかべたが、小こ走ばしりで玄げん関かんへむかってくれた。それを見み送おくりながら、ジュリエットは考かんがえた。

「結けっ婚こんしていらしたら、お墓はかがわたしの新にい床どこになるわ。」

　やがて、乳母うばはもどってきて、興こう奮ふん気ぎ味みにこう告つげた。

「名な前まえはロミオ、モンタギューです。敵てきがたの一人ひとり息子むすこです。」

　ジュリエットは、ハッと息いきをのんだ。

　なんてことだろう。

　たったひとつのわたしの恋こいが、にくい人ひとから生うまれるなんて。

　敵てきの息子むすこなら会あわなければよかった。

　知しらずに会あうのが早はやすぎて、知しったときにはもうおそい。

　にくむべき敵てきなのに、好すきになってしまった。

　にくむかたきが、したわしい。

　恋こいの芽め生ばえが、うらめしい。

「どうしたんですか」と、乳母うばがたずねた。

「ううん、なんでもないわ」と、ジュリエットはごまかした。

　おくで、だれかがジュリエットの名な前まえを呼よんだ。

　乳母うばがかわりに、「はい、ただいま！」と応こたえる。

　乳母うばは、ぼう然ぜんとして立たちすくむジュリエットをゆり動うごかして、言いった。

「さ、行いきましょう。お客きゃくさまはみんなお帰かえりです。」

　しかし、ジュリエットは、立たちすくんだまま、動うごけなかった。


















はかなくも、古ふるびた恋こいは、墓はかのなか、

新あらたな愛あいがあとをつぐ。

「このひと、命いのち」と恋こいした美び女じょも、

純じゅん情じょうなジュリエットとくらべれば十じゅう人にん並なみ。

ロミオは思おもい、思おもわれて、

たがいに見み入いる顔かおと顔かお。

されど、相あい手てはかたきのむすめ。

針はりに刺ささったあまいえさ。

愛あいし愛あいされ、会あいたいけれど、

声こえにだせない、恋こい心ごころ。

相あい手てが敵てきでは、会あいにも行いけぬ。

ならぬ逢おう瀬せを、なんとしょう。

愛あいの力ちからで是ぜが非ひでも、会あってみせるが真まことの愛あい。

あらい恋こい路じも、あまい味あじ。
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　キャピュレット家けでのパーティーが終おわり、屋や敷しきからの帰かえり道みちをベンヴォーリオやマキューシオたちといっしょにロミオは歩あるいていたが、うしろ髪がみを引ひかれる思おもいがしてならなかった。

　心こころがあとに残のこるのに、体からだだけ前まえには進すすめない。

「引ひき返かえせ、心こころを失うしなった土つちくれの体からだ。おまえの心しん臓ぞうをさがしだすんだ。」

　そう思おもうと、ロミオは、仲なか間またちからすっとはなれて、キャピュレット家けのかべの外そと側がわに生はえる木こ立だちに身みをかくした。

　仲なか間またちは、ロミオが急きゅうにすがたを消けしたことに気きづいて、さがしはじめた。

「ロミオ！　ロミオくーん！　ロォミオゥ！」と、ベンヴォーリオがさけぶ。

「頭あたまいいからな、あいつ」と、マキューシオ。「こっそり先さきに寝ねに帰かえったんだよ。」

「こっちに走はしってきて、この庭にわのかべを飛とびこえたんじゃないか」と、ベンヴォーリオ。「呼よんでみろ、マキューシオ。」

「よし、呪じゅ文もんで呼よび出だそう」と、調ちょう子しのいいマキューシオは、まくしたてはじめた。「ロミオ！　浮うわ気き者もの！　いかれぽんち！　燃もえる男おとこ！　色いろ男おとこ！　ため息いきのかっこうをして出でてこい。」

　しかし、ロミオには聞きこえていないらしい。かくれて聞きいているなら、どこかで動うごきがあってもよさそうなのに、うんともすんとも言いいやしない。

「死しんじまったか、おサルさん。じゃあ、呪じゅ文もんをかけるぞ。ロザラインのうるわしきひとみにかけて出でてこい。その広ひろいひたい、赤あかいくちびる、すてきな足あし先さき、すらりとした足あし、ふるえる太ふともも、そしてその近ちかくのくさむらにかけて、ロミオのすがたで立たち現あらわれろ。」

「やつに聞きこえたら、怒おこるぞ。」ベンヴォーリオは笑わらった。

「こんなんじゃ怒おこらないよ」と、マキューシオ。

「おい、あいつはこの木こ立だちにかくれたんだ。」ベンヴォーリオは、さっきロミオがかくれた木こ立だちを指ゆびさして言いった。「しめった夜よるとしっぽりやるつもりだ。恋こいは盲もう目もくだから、暗くらやみがお似に合あいってわけだ。」

「恋こいが盲もう目もくなら、一いっ発ぱつ、射いぬくのもむりだな」と、マキューシオ。「おやすみ、ロミオ、おれは寝ねに帰かえるぜ。この野のっぱらじゃ、寒さむくてねむれん。」

　ロミオからなんの反はん応のうもないので、マキューシオはベンヴォーリオに「行いこう」と声こえをかけた。

「じゃあ、行いこう」と、ベンヴォーリオ。「むだだよ、見みつかりたくもないやつをさがしてみてもはじまらない。」

　ロミオは、ふたりの友ゆう人じんが笑わらいながらたちさるのを、木きの上うえから見み送おくっていた。

　人ひとの傷きず見みて笑わらうのは、傷きずの痛いたみを知しらないやつだ。

　そう思おもいながらロミオは、キャピュレット家けの屋や敷しきのかべを乗のりこえた。かべにはツタがはっていたので、途と中ちゅうまでツタを使つかって下おり、あとは飛とびおりて中なか庭にわに立たった。

　見み上あげると、二階かいのバルコニーから明あかりがもれている。

「あの窓まどからこぼれる光ひかりはなんだろう？」と、ロミオは考かんがえた。

　むこうは東ひがし、とすればジュリエットは太たい陽ようだ！

「のぼれ、美うつくしい太たい陽ようよ、ねたみ深ぶかい月つきを消けしてしまえ」と、ロミオは念ねんじた。

　ジュリエットにバルコニーに出でてきてほしいと思おもったのだ。

　ロミオのそんな思おもいが通つうじたのか、大おおきな窓まどが開ひらき、人ひとかげがバルコニーに出でてきた。

　あれは、わがいとしの人ひとだ。

　わが恋こい人びとだ！

　ロミオは感かん動どうした。この思おもいがあの人ひとにもわかってもらえたら！

　ジュリエットは、バルコニーの手てすりにもたれながら、なにか言いいそうにした。

　いや、なにも言いわない。

　でも、かまわない。あの目めが物もの語がたっている。

　ロミオは、あの目めに応こたえてみたいと思おもった。だが、自じ分ぶんに話はなしかけているのではないとわかって、がまんした。

　それにしても、なんてきらきらと光ひかる目めだろう、とロミオは思おもった。

　満まん天てんの星ほしのなかで最もっとも美うつくしい二つの星ほしが、なにかの用よう事じがあってもどるまで、あの人ひとの目めに、代かわりに天てんでまたたくようにたのむのだ。あのひとみが空そらにあり、星ほしがあの顔かおにあったらどうだろう。あのほおの明あかるさでは、星ほしも、恥はじ入いることだろう。空そらにかがやくあのひとみは、明あかるくあたりを照てらし出だし、鳥とりたちも昼ひるかと思おもってさえずるだろう。

　ほら、なんてかわいくほおづえをついて！

　あの手てを包つつむ手てぶくろになって、あのほおにふれてみたいと、ロミオは願ねがった。

「ああ！」と、ジュリエットがため息いきをつく。

「なにか言いうぞ。」ロミオはバルコニーの下したから、必ひっ死しにジュリエットを見み上あげた。

「もう一いち度ど口くちをきいておくれ、かがやく天てん使しよ」と、ロミオは念ねんじた。

　ジュリエットは、まるで、つばさをつけた天てんの使つかいのようだった。人にん間げんどもがおどろいて空そらをあおいで見み守まもるなか、ゆったり流ながれる雲くもに乗のり、空くう中ちゅうをすべりただよう天てん使しそのものだ。

　そんなことを考かんがえながら見み守まもっていると、ジュリエットが口くちをきいた。もちろんひとりごとであって、バルコニーの下したにロミオがいることは知しらない。

「ああ、ロミオ、ロミオ、どうしてあなたはロミオなの。

　お父とうさまと縁えんを切きり、その名なを捨すてて。

　それがむりなら、せめてわたしを愛あいすると誓ちかって。

　そうすれば、わたしはキャピュレットの名なを捨すてましょう。」

　それを聞きいたロミオは、もっと聞きいているべきか、今いま、口くちをきこうかとなやんだ。

「わたしの敵てきは、あなたの名な前まえ」と、ジュリエットの言こと葉ばはつづいた。

「モンタギューでなくても、あなたはあなた。

　モンタギューってなに？　手てでもない、足あしでもない。

　腕うででも顔かおでも、人ひとのどんな部ぶ分ぶんでもない。

　ああ、なにか別べつの名な前まえにして！

　名な前まえがなんだというの？　バラと呼よばれるあの花はなは、

　ほかの名な前まえで呼よぼうとも、あまい香かおりは変かわらない。

　だから、ロミオだって、ロミオと呼よばなくても、

　あの完かんぺきなすばらしさを失うしないはしない。

　ロミオ、その名なを捨すてて。そんな名な前まえは、あなたじゃない。

　名な前まえを捨すててわたしをとって。」

　ロミオは、思おもわずバルコニーの下したから、こう答こたえた。

「とりましょう、そのお言こと葉ばどおりに。恋こい人びとと呼よんでください、それがぼくの新あらたな名な前まえ。これからはもうロミオではない。」

　夜よるの暗くらやみのなかから声こえが聞きこえてきたので、ジュリエットはすっかりあわてふためいて、こうたずねた。

「だれなの、そこにいるのは？」

「名な前まえでは、自じ分ぶんがだれだかわかりません」と、ロミオ。「ぼくの名な前まえは、聖せい者じゃよ、いとわしいものです。あなたの敵てきなのだから。紙かみに書かかれていたら、やぶり捨すててしまいたい。」

　それを聞きいて、ジュリエットは、パッと顔かおをかがやかせた。
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「わたしの耳みみはまだ、あなたがお話はなしになるのを浴あびるように聞きいたわけではないけれど、聞ききおぼえのあるお声こえ。あなたはロミオ？　モンタギューの？」

「ちがいます、美うつくしい人ひと」と、ロミオ。「あなたがその名なをきらうなら。」

　ジュリエットは、体からだが熱あつくなった。

　ロミオなんだわ。

「どうやってここに来きたの、教おしえて、なぜ？　庭にわのへいは高たかく、登のぼりにくいのに。それに、だれかうちの者ものに見みつかったら、この場ば所しょは、あなたにとっては、死しを意い味みするのよ。」

「へいなんか、恋こいの軽かるいつばさで、ひとっ飛とびです。石いしがきに、恋こいのじゃまだてはできません。恋こいする心こころは、なんだってやってのけてしまう。だから、あなたの家いえの人ひとも、ぼくを止とめることなどできやしない。」

「見みつかったら、殺ころされるわ。」ジュリエットは心しん配ぱいした。

「あなたのひとみのほうが、もっとこわい。二十本ぽんの剣けんよりも」と、ロミオ。「どうかほほえんでください。そうすれば、こわいものなどありません。」

「どんなことがあっても、見みつかっちゃだめ！」

「夜よるのやみが、かくしてくれる。見みつかりはしません」と、ロミオ。「でも、愛あいしてくださらないなら、見みつかったほうがましだ。にくしみの剣けんに斬きられて、この命いのちにけりをつけましょう、あなたの愛あいもないままに、死しぬ思おもいで生いきるより。」

「だれの手て引びきでここまでいらしたの？」と、ジュリエット。

「恋こいの手て引びき」と、ロミオ。「そそのかしたのは、目めの見みえない恋こいの神かみ。ぼくは船ふな乗のりじゃないけれど、たとえあなたが最さい果はての海うみのかなたの岸きし辺べにいても、これほどの宝たから物もの、手てに入いれるためなら危き険けんをおかして海うみに出でます。」

　ジュリエットは、うれしくてしかたがなかった。

　と同どう時じに、恥はずかしかった。夜よるの暗くらやみのおかげで顔かおを見みられないからいいけれど、そうでなければ、恥はずかしくて真まっ赤かになっているのがばれてしまうだろう。なにしろ、今こん晩ばん、この胸むねのうちを聞きかれてしまったのだから。

　ジュリエットは、できれば体てい裁さいをとりつくろいたいと思おもった。そう、さっき言いったことを、すっかりとり消けして、すました顔かおを見みせたかった。でも、今いまさら気きどってみてもしかたがない。

「わたしを愛あいしてくださる？」と、ジュリエットは呼よびかけた。

　ロミオが『はい』と答こたえるのはわかっていた。そう答こたえられたら信しんじようと思おもった。

　でも、たとえ誓ちかってくださっても、うそかもしれない。

「ああ、ロミオ、愛あいしてくださるなら、心こころからそう言いって。」

　ジュリエットは強つよくロミオの言こと葉ばを求もとめた。

「わたしがすぐに落おちる女おんなだとお思おもいなら、わたしは、まゆをひそめて、いやと言いって、すねてみせるわ。でも、あなたが口く説どいてくださらないなら、絶ぜっ対たいそんなことしない。ね、すてきなモンタギュー、わたし、もう、あなたに夢む中ちゅうなの。」

　ジュリエットは、自じ分ぶんをだれにでもほれるような軽かるい女おんなに見みてもらいたくないと思おもいながら、うったえた。

「信しんじて、ね、つんとしたふりをしてみせる女おんなより、わたしのほうがずっと真ま心ごころがあるわ。そりゃ、わたしだって、もっとよそよそしくしていたかったけど、あなたに聞きかれてしまったんだもの、知しらないうちに、わたしのほんとうの恋こい心ごころを。だから、ゆるして。こうしてあなたになびくのを、浮うわ気きな恋こいだと思おもわないで。夜よるのやみがさらけ出だしてしまったんだもの。」

「あの神しん聖せいなる月つきにかけて誓ちかいましょう」と、ロミオ。「この木き々ぎのこずえを銀ぎん一いっ色しょくにそめている──」

　ところが、ジュリエットは、それをさえぎった。

「月つきに誓ちかっちゃだめ。不ふ実じつな月つき、毎まい月つきそのすがたを変かえてしまう月つきなんかだめ。あなたの愛あいも変かわってしまうわ。」

「なににかけて誓ちかえばいい？」と、ロミオ。

「誓ちかわないで。どうしてもというなら、りっぱなあなた自じ身しんに誓ちかって。わたしがあがめる神かみさまだもの。そしたら、あなたを信しんじるわ。」

「もし、この心こころからの愛あいが──」

「誓ちかわないで」と、ジュリエット。「あなたといっしょなのはうれしいけれど、今こん晩ばん誓ちかいを交かわすのはうれしくない。あまりにも無む鉄てっ砲ぽう、あまりにもとつぜんでむこう見みず、まるで、『光ひかった』と言いう間まもなく、消きえてしまう稲いな妻ずまみたいだもの。」

　ジュリエットは、今日きょうはここで別わかれるべきだと考かんがえた。この恋こいのつぼみは、めぐみの夏なつの息吹いぶきを受うけて、今こん度どお会あいするときに、きっと美うつくしい花はなをさかせるだろうと思おもったのだ。

「いとしい人ひと、おやすみなさい！」と、ジュリエットは別わかれを告つげた。「この胸むねのあまい安やすらぎ、あなたの胸むねにも宿やどりますように！」

　おどろいたのはロミオだ。

「え、こんな満みたされぬ思おもいのままに行いってしまうのですか。」

「今こん晩ばん、なにが満みたされるというの？」と、ジュリエット。

「あなたの愛あいも心こころから誓ちかってほしい」と、ロミオ。

「あなたが言いう前まえに誓ちかったじゃない。でも、誓ちかわなければよかったわ。」

「とり消けすと言いうの？　どうして？」

「もう一いち度ど気き前まえよくわたしの誓ちかいをあげるため。でも、それじゃ、わたし、自じ分ぶんの持もっているものをほしがっているだけね。」

　ジュリエットの気き前まえのよさは海うみのように果はてしなく、愛あいする気き持もちも海うみのように深ふかかった。与あたえれば与あたえるほど、恋こいしさがつのり、きりがない。

　屋や敷しきのなかから、物もの音おとが聞きこえた。

「だれか来くるわ。いとしい人ひと、さようなら。」

　おくから聞きこえる乳母うばの声こえに、ジュリエットは答こたえた。

「今いま行いくわ、ばあや。」

　それから、バルコニーの下したにむかって──

「すてきなロミオ、心こころ変がわりしないでね。ちょっと待まっていて。すぐもどってくるから。」

　ジュリエットのすがたがバルコニーから消きえた。

　中なか庭にわにひとり残のこったロミオは、なんてすばらしい、すばらしい夜よるであることかと感かん動どうしていた。夜よるだから、これはみんな夢ゆめではないのだろうか。

　夢ゆめのようにあますぎて、現げん実じつとは思おもえなかった。

　やがて、ジュリエットがもどってきて、またバルコニーの下したへ声こえをかけた。

「ほんのひと言こと、ロミオ。そしたら、ほんとうにおやすみなさい。もし、あなたの愛あいが名めい誉よを重おもんじるものであり、結けっ婚こんを考かんがえてくださるのなら、あす、あなたのところへ使つかいを出だしますから、伝つたえてください、いつ、どこで、式しきを挙あげるか。そしたら、わたしの運うん命めいはあなたの足あしもとにささげます。世せ界かいの果はてまでも夫おっとのあなたについていきます。」

　おくから「おじょうさま！」と、乳母うばの声こえがした。

「今いま、行いくわ」と、ジュリエットはおくにさけびながら、ロミオにむかって──

「でも、本ほん気きじゃないのなら、どうか──」

「おじょうさま！」と、ふたたび乳母うばの声こえ。

「今いま、行いくったら。」ジュリエットはおくへどなってから、やさしい声こえでロミオにむかって──

「こんなことはやめて、わたしを悲かなしみにひたらせて。あす、使つかいを送おくります。」

「心こころ待まちにします」と、ロミオ。

「一千回かいも『好すき』って言いいたいわ」と、ジュリエット。「おやすみ！」

　ジュリエットは、おくへ入はいってしまった。

「一千倍ばいもつらい、君きみの光ひかりが消きえて」と、ロミオは思おもった。

　恋こい人びとと会あうときは、下げ校こうする生せい徒とのように、うきうきとかけだす気き分ぶんだが、別わかれるときは、登とう校こうする生せい徒とのように浮うかない気き分ぶんになるものだ。

　たちさろうとすると、もう一いち度どジュリエットがバルコニーにもどってきた。

「ねえ！　ロミオ、待まって！」

　でも、大おおきな声こえはだせない。ジュリエットはもどかしく感かんじた。

「もしもこの身みが自じ由ゆうなら、山やまびこの住すむほら穴あなをひきさいて、宙ちゅうにひびくその声こえがわたしの声こえよりかすれるまで、くりかえしさけばせてやるのに、ロミオの名な前まえを。」

「わが名なを呼よぶのは、わが魂たましい」と、ロミオはつぶやいた。

　夜よるにひびく恋こい人びとの声こえは、まるで銀ぎんの鈴すずの音ねだった。じっと耳みみをすますと聞きこえてくる、かすかな音おん楽がくだ。

「ロミオ！」

「ジュリエット！」

「あす何なん時じに、人ひとをやりましょうか。」

「九時じに。」

「きっとね。それまでが二十年ねんに思おもえるわ。……どうしてあなたを呼よびもどしたのか忘わすれちゃった。」

「思おもい出だすまでここに立たっているよ。」

「じゃあ、思おもい出ださない。いつまでもそこにいてほしいから。あなたといっしょにいるのはすてき──それだけを思おもっているわ。」

「いつまでも思おもい出ださないで。ここにじっとしているから。ここ以い外がいに帰かえるところがあることを忘わすれてしまおう。」

「もうすぐ朝あさだわ。やっぱり、行いって。」ジュリエットは、ロミオに帰かえれと言いいながら、それでも引ひきとめようとした。「でも、遠とおくへ行いくのはいや。いたずらっ子こがつかまえた小こ鳥とりと同おなじね。愛あいしているから飛とんでいってほしくないの。」

「君きみの小こ鳥とりになりたい。」

「そうしてあげたい。でも、かわいがりすぎて殺ころしちゃうわ。」

　ジュリエットは、東ひがしの空そらが白しらんできたのを見みて、もうほんとうにお別わかれしなければならないと思おもった。

「おやすみ、おやすみなさい！」と、ジュリエット。「別わかれがこんなにあまくせつないものなら、朝あさになるまで言いいつづけていたいわ、おやすみなさいと。」

　今こん度どこそ、ほんとうにジュリエットは部へ屋やに入はいっていった。

「その目めにねむりを、その胸むねに安やすらぎを！」と、ロミオは祈いのった。「この身みが安やすらぎとなって、その胸むねでねむりたい！」

　夜よ明あけ前まえに、東ひがしの空そらがわずかに白しらむころを東雲しののめと呼よぶが、文も字じどおり、青あおくうすらぐ目めをした朝あさが、しかめっつらの夜よるをしかってほほえみながら、東ひがしの雲くもを光ひかりの筋すじでそめぬきはじめた。まだらにほころぶ暗くらやみは、まだ酔よいどれ足あしで、日ひに追おわれて、光ひかりの道みちからにげていく。

　ロミオは、神しん父ぷさまのいる教きょう会かいへ、元げん気きよく走はしりだした。

　このしあわせをお知しらせし、結けっ婚こんの式しきをあげてもらうために。
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　朝あさ日ひがのぼったばかりというのに、ロレンス神しん父ぷはもう起おきだして、かごを持もって薬やく草そうをつんでいた。医い学がくのまだ発はっ達たつしていなかった当とう時じ、薬やく草そうを調ちょう合ごうして薬くすりを作つくるのは、神かみに祈いのりをささげる修しゅう道どう会かいの仕し事ごとのひとつだった。

　植しょく物ぶつ、薬やく草そう、鉱こう石せきと、偉い大だいな自し然ぜんの力ちからをよく知しり、自し然ぜん界かいの力ちからを正ただしく使つかって、善ぜんをなすように心こころがけるのだ。

　今いまも、すばらしい香かおりを持もちながら、なめると五ご感かんがなえ、心しん臓ぞうが止とまるほど強つよい力ちからを持もつ花はなのつぼみを集あつめていたところだった。だが、その毒どくも、使つかいようによっては、薬くすりとすることができる。相あい反はんする陰いんと陽ようの性せい質しつをたくみに使つかいわけることを、ロレンス神しん父ぷは心こころ得えていた。

　そこへ、ロミオがやってきて、背はい後ごから声こえをかけた。

「おはようございます、神しん父ぷさま。」

「祝しゅく福ふくあれ！　だれかな、気き持もちよくあいさつをする早はや起おき者ものは？」と、神しん父ぷはまず言いってから、ふりかえり、ロミオを見みた。

　若わかい身み空そらでこうも早はやく起おきだしてくるとは、心こころになやみがある証しょう拠こだ。なやみごとがあって起おきてきたか、さもなくば、一ひと晩ばんじゅう起おきていたのだろうと、神しん父ぷは言いった。

「起おきていました」と、ロミオ。「でもねむりより深ふかい安やすらぎを得えました。」

「神かみよ、罪つみをゆるしたまえ」と、ロレンス神しん父ぷ。「ロザラインといっしょだったな。」

「ロザラインとですって！」ロミオはすっかり忘わすれていたその名な前まえを聞きいておどろいた。

「神しん父ぷさま、ちがいます。そんな名な前まえも、その名なで苦くるしんだことも忘わすれました。」

「それはよかった。では、どこにいたのだ。」

「それを言いいたかったのです」と、ロミオ。「実じつは敵てきの宴えん会かいに出でてみたところ、そこでとつぜん、深ふか手でを負おわされ、相あい手てにも傷きずを負おわせたのです。ふたりを救すくうには、神しん父ぷさまのお力ちからぞえと聖せいなる治ち療りょうが必ひつ要ようです。敵てきをにくんではいません。こうしてお願ねがいするのは、敵てきのためにもなるのです。」

「はっきり言いいなさい。ふつうの言こと葉ばでありのままを。なぞめいたざんげでは、なぞめいたゆるししか与あたえられぬ。」

「では、はっきり言いいます。この心こころは、キャピュレット家けの美うつくしいむすめのとりことなったのです。そして、あの子この心こころは、ぼくのとりこに。すべては結むすびつき、あとは神しん父ぷさまが聖せいなる結けっ婚こんでふたりを結むすびつけるだけです。いつ、どこで、どうやってぼくらが出で会あい、愛あいをささやき、誓ちかいを交かわしたかは、道みち々みちお話はなしします。でも、どうか、今日きょうぼくらを結けっ婚こんさせてほしいのです。」

「なんだって。」ロレンス神しん父ぷはあきれかえった。「まあ、なんという心こころ変がわりだ！　あんなにも愛あいしていたロザラインをこうも早はや々ばやと忘わすれたか。」
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　ロザラインを思おもうなみだで、ロミオの青あお白じろいほおがどれほどぬれていたことか。そのため息いきやうめき声ごえは、まだ神しん父ぷの耳みみにひびいていた。あんなになげいていたのは、みなロザラインのためであったはず。それが変かわってしまったとは！

「ロザラインを愛あいしたことで、おしかりになったじゃないですか」と、ロミオ。

「われを忘わすれるなとは言いった。愛あいするなと言いったのではない」と、神しん父ぷ。

「恋こいなどほうむりされ、ともおっしゃいました。」

「その墓はかから別べつのを掘ほり起おこせとは言いわなかった。」

「どうかおしかりにならないで」と、ロミオ。「今こん度どの恋こい人びとは、情じょうには情じょうで、愛あいには愛あいでむくいてくれます。前まえの人ひととはちがうのです。」

　ロミオのひたむきなようすを見みて、ロレンス神しん父ぷは、今こん度どは本ほん物ものの恋こいなのかもしれないと思おもった。そして、ふと、ある考かんがえがうかんだ。

「来きなさい、この浮うわ気き者もの、来くるがいい。わしに考かんがえがある。力ちからを貸かそう。この縁えん組ぐみ、うまくいけば、家いえと家いえとのうらみをまことの愛あいに変かえうるかもしれぬ。」

「行いきましょう」と、ロミオ。「ぐずぐずしてはいられません。」

「慎しん重ちょうにゆっくりとだ。かけだす者ものは転ころぶもの。」

　はやるロミオをおさえながら、ロレンス神しん父ぷは教きょう会かいへの道みちをもどりはじめた。
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　日ひも高たかくなり、町まちの広ひろ場ばでは、ベンヴォーリオとマキューシオがつまらなそうに歩あるいていた。

「ロミオのやつ、どこ行いっちまったんだ」と、マキューシオ。「ゆうべは帰かえってこなかったんだろ？」

「親おや父じさんの家いえにはな」と、ベンヴォーリオ。「召めし使つかいの話はなしでは。」

「まったく」と、マキューシオ。「あのつれない色いろ白じろのロザラインに、こうまで苦くるしめられるとはな。」

　ロミオが今いまは別べつの女じょ性せいに恋こいしていることを、マキューシオたちは知しらなかったのだ。

　ベンヴォーリオが知しっている新あたらしい情じょう報ほうは、キャピュレットの甥おいティボルトが、ロミオの家いえへ手て紙がみを送おくりつけたらしいということだった。

「そりゃ絶ぜっ対たい、挑ちょう戦せん状じょうだな」と、マキューシオ。

　そのとおりだった。ティボルトは、ゆうべのパーティーにロミオがしのびこんできたことを侮ぶ辱じょくと受うけ取とり、ロミオに果はたし合あいをもうしこんだのだ。

「ロミオは受うけて立たつだろうな」と、ベンヴォーリオ。

「手て紙がみを受うけ取とるときは、だれだって立たつもんだ。」マキューシオは、なにもかもじょうだんにしてしまう。

「いや、封ふうを切きったら、手て紙がみを書かいたやつも斬きるってことさ。」ベンヴォーリオもしゃれで返かえす。

「あわれ、ロミオはもう死しんでるよ」と、マキューシオ。「色いろ白じろ女おんなの黒くろ目めに射いぬかれ、恋こい歌うたに耳みみをつらぬかれ、キューピッドの矢やで心しん臓ぞうのどまんなかをぶちぬかれている。それで、ティボルトの相あい手てがつとまるか。」

「ティボルトがなんだっていうんだ？」と、ベンヴォーリオ。

　どうやらベンヴォーリオにはティボルトの強つよさがわかっていないらしいので、マキューシオは、おもしろおかしく説せつ明めいをはじめた。

「むかし話ばなしに出でてくるネコの王おうさまティボルトどころのさわぎじゃねえぞ。剣けん術じゅつの作さ法ほうを心こころ得えた勇ゆう敢かんなる武ぶ将しょうだ。楽がく譜ふどおりに歌うたうがごとく、拍ひょう子し、間ま合あい、リズムを守まもって剣けんをぬく。ワン、ツー、それから短みじかく休やすんで、スリーで相あい手ての胸むねをつくのさ。相あい手ての絹きぬボタンを切きり落おとすなんて芸げい当とうもお手てのもの。まさに剣けん士し、あっぱれ剣けん士し、超ちょう一いち流りゅうのお家いえ柄がら、決けっ闘とうするにも第だい一条じょう、第だい二条じょうとただし書がきだ。ああ、必ひっ殺さつのおつきの一いっ本ぽん、逆さか手て返がえし、そらッとくらァ！」

「なんとくらァって？」と、ベンヴォーリオ。

「くそっくらえだよ」と、マキューシオ。「舌したっ足たらずのものの言いいかたをするキザやろうだ。」

　それから、マキューシオは、ティボルトが流りゅう行こうの服ふくばかり着きて、フランス語ごで「パルドネ・モア」（失しつ礼れい）などとキザな口くちをききやがると、ののしった。ようするに、かっこをつけてばかりの、うすっぺらなやろうだと言いうのだ。

「なにが『ボン（いいね）！』だよ、ぼんくらめ！」

　そんな話はなしをしているところへ、ようやくロミオがやってきた。

「ロミオだ、ロミオだ！」と、ベンヴォーリオ。

　マキューシオの、からかいがはじまった。

「はらわたぬかれて、ふぬけたロミオ、そのミを失うしない、ロオ人にん形ぎょう。これはこれは、シニョール・ロミオ、ボンジュール。てめえのおフランス製せいのズボンにおフランス流りゅうのごあいさつを。ゆうべは、どうもごちそうさま。」

「おはよう」と、ロミオ。「なにか食くわせたっけ？」

「ぬけがけして、おれたちに一いっ杯ぱい食くわせたろうが」と、マキューシオ。

「たいくつなしゃれは苦痛だな」と、ロミオ。「このくつみたいにきゅうくつだ。」

　ロミオがダジャレを言いいだしたので、マキューシオはよろこんだ。

「うまいね。一いっ丁ちょう、しゃれ合がっ戦せんといこう。おまえの靴くつ底ぞこがすり切きれるまでやれば、底そこがなくなっても、残のこったしゃれは底そこなしとくらァ。」

「そこそこのしゃれでそこなしとは」と、ロミオ。「そこぬけにそこつだね。」

「助たすけてくれよ、ベンヴォーリオ」と、マキューシオ。「おれの頭あたまじゃ追おいつかない。」

「とばしてやるから、ついてこい」と、ロミオ。「でなきゃ、勝しょう負ぶあったとさけぶぜ！」

「いや、おまえの知ち恵えがそんなにまわるなら、おれは目めがまわる」と、マキューシオ。「おれはぬけたよ。おまえはそもそも間まがぬけているけれど。」

「ぬけぬけとぬかしたじゃないか」と、ロミオ。「脳のうみそのぬけ落おちたぬけがらの頭あたまで。」

「ぬけがら頭あたまでも、かみつくことはできる」と、マキューシオ。

「よせよ、まぬけ、かみつくな」と、ロミオ。

「おまえの知ち恵えはきついな」と、マキューシオ。「ぴりりとからいぜ。」

「おれにからむとは」と、ロミオ。「おまえはまだあまいぜ。」

「おまえの頭あたまはゴム製せいだ」と、マキューシオ。「わずかの知ち恵えがびよんとのびる。」

「おまえの知ち恵えはかわいたぞうきん」と、ロミオ。「しぼったところでなにも出でぬ。」

　すごい速はやさでの知ち恵えくらべにオチがついて、三人にんは大おお笑わらいした。

　やがて、マキューシオが口く調ちょうも新あらたに、ロミオに話はなしかける。

「どうだ、恋こいにうめくより、こっちのほうがずっといいだろう。ようやくいつもの話はなせるロミオにもどってくれたな。頭あたまのさえもきげんのよさも、もとどおりのロミオ君くんだ。」

　そのときロミオが、「おもしろいのが来きたぞ」と、広ひろ場ばのむこうを見みやった。

　その視し線せんの先さきには、ジュリエットの乳母うばが大おおきなヴェールをなびかせて、まるで貴き婦ふ人じんよろしく召めし使つかいに扇せん子すを持もたせて前まえを歩あるかせ、しゃなりしゃなりと広ひろ場ばへやってくる。

　だが、本ほん物ものの貴き婦ふ人じんでないことはバレバレだ。そもそもヴェールが大おおきすぎて、おりからの風かぜを受うけて、大おおきく広ひろがって、まるで船ふねの帆ほだ。

「船ふねだ、船ふねだ！」と、ロミオは笑わらった。

「二そうだ、二そうだ」と、マキューシオもはしゃぐ。「シャツ号ごうとシミーズ号ごうだ。」

　そんな嘲ちょう笑しょうも耳みみに入はいらないのか、乳母うばは気きどったまま、「ピーター」と、召めし使つかいを呼よびつける。前まえを歩あるく召めし使つかいがふりかえると、

「扇せん子すをちょうだい、ピーター」と、乳母うば。

　風かぜが吹ふいているのだから、扇せん子すがいるはずがないのだが。

　マキューシオは、ふざけて、乳母うばの気きどりをまねてみせる。

「ピーター、きれいな扇せん子すで見み苦ぐるしい顔かおをかくしてちょうだい。」

　大おお笑わらいのロミオたちに、乳母うばは、すまして話はなしかける。

「おはようございます、紳しん士しがた。」

「おそようございます、おくがたさま。」マキューシオは、わざとおおげさなおじぎをした。

「もうおそいですか。」乳母うばは、あいさつをまちがえたかしらと心しん配ぱい顔がお。

「おそいですよ」と、マキューシオ。「もうとっくに正しょう午ごをすぎてらぁ。」

　乳母うばは、ほかの若わか者ものたちにこう声こえをかけた。

「あの、どなたか。お若わかいロミオさんがどちらにいらっしゃるか、ご存ぞんじのかたはいらっしゃらないかしら？」

「ぼくが知しっている」と、ロミオ。「でも、お若わかいロミオさんと思おもってさがしても、見みつけたときはそれほど若わかくないかもしれないけれどね。その名な前まえで一いち番ばん若わかいのは、ぼくだ。あいにく、もっとひどいのがいないのでね。」

「うまいことおっしゃる」と、乳母うば。

「え、ひどいのがうまいのか」と、マキューシオ。「こりゃうまいとりようだ。かしこいね。」

「あなたがロミオさまなら、隠おん密みつにお話はなしもうしあげたいことがございますの。」

　乳母うばは気きどった言いい方かたをしようとして、「隠おん密みつに」などというおかしな言こと葉ばづかいをしてしまった。ベンヴォーリオは、おもしろがって、「ご夕ゆう食しょくにご誘ゆう拐かいしたい、とくるぞ」と、笑わらった。

「やり手てババアだ、やり手てババアだ」と、マキューシオがさけぶ。「出でたぞ！」

「なにが出でた？」と、ロミオ。

「ウサギだよ」と、マキューシオ。「かびた肉にくを食くわされたら詐さ欺ぎだ、うっサギ、ウサギだ。」

　マキューシオは、乳母うばとピーターのまわりを歩あるきまわって歌うたいだした。

「商しょう売ばい女おんなのかびた肉にく、商しょう売ばい女おんなのかびた肉にく、とても食くえないカビカビウサギ。食くえないウサギでいっぱい食くわす、やり手てばあさん、ばいばい、ばい。」

　あっけにとられている乳母うばをよそに、今こん度どはロミオにむかってマキューシオは言いう。

「ロミオ、親おや父じさんのところへ行いくか。おれたち、夕ゆう飯はんをごちそうになるぞ。」

「先さきに行いっていてくれ」と、ロミオ。

　マキューシオは、合がっ点てんだとばかり合あい図ずをすると、

「さらば、ばあさん、さらばァさん。おいさらばえたババアよ、さらばぁ。」

　そう歌うたいながら、ベンヴォーリオと肩かたを組くんで、陽よう気きにさっていってしまった。

　びっくりして、あとを見み送おくっていた乳母うばは、怒おこってしまった。

「なんでしょう、まあ、下げ品ひんなことばかり言いうあの生なま意い気きな下しも々じもの人にん間げんは！」

　ロミオがそれをなだめて、

「紳しん士しですよ。自じ分ぶんが話はなすのを聞きくのが好すきで、ひと月つきかかっても実じっ行こうできないようなことを一分ぷん間かんでしゃべりたてようという男おとこです。」

「いやらしいったらない！　ほんとにもうくやしくって、体からだじゅうがふるえるよ。いやらしいったらありゃしない」と、乳母うばはひとしきり文もん句くを言いってから、ロミオにむかって、

「ちょいと、あなた、ひと言こと──いえね、うちのおじょうさまが、あなたをさがしだすように、おもうしつけになりましてね。お伝つたえするようにおっしゃったことは、この胸むねにしまっておきますが──」

　ん？　とロミオは思おもった。お伝つたえするように言いわれたことを胸むねにしまってしまうなら、なにを言いいにきたのか？　乳母うばのおしゃべりはつづいている。

「まず教おしえてくださいな。もしあなたがおじょうさまを、俗ぞくに言いう、あほうの楽らく園えんに連つれて行いこうなんておつもりなら、それこそ、ふとどき千せん万ばんというものです。うちのおじょうさまはまだお若わかい。ですから、下した心ごころがおありなら、ほんに、どこのおじょうさま相あい手てでもいけないこと、さもしいなされようでございます。」

「どうか、おじょうさまに伝つたえてくれ」と、ロミオ。「ぼくは誓ちかって──」

「あらまあ、」と、乳母うばは大おおよろこび。「それじゃそのようにお伝つたえいたします。よかったわァ、およろこびになります。」

「なんて伝つたえるんだ」と、ロミオ。「まだ聞きいてないだろう。」

「ですから、お誓ちかいになったとお伝つたえしますんで、ほんに紳しん士しらしいなさりよう。」

　ロミオは、これでは、らちがあかないと思おもった。とにかく重じゅう要ような伝でん言ごんを言いってしまうにかぎると考かんがえて、こう言いった。

「今日きょうの午ご後ご、なんとかしてざんげに出でるように伝つたえてくれ。ロレンス神しん父ぷの教きょう会かいで、ざんげをすませて結けっ婚こんだ。」

　とても大たい切せつな伝でん言ごんだ。しかし、ロミオが「さ、これはお礼れいだ」と金かねをわたそうとすると、乳母うばは、「いけません、受うけ取とれません」と、金かねのことに気きをとられてしまった。

「いいから、とっておいてくれ」と、ロミオが金かねをにぎらせると、最さい初しょから金かねをもらいたかった乳母うばは、ちゃっかり受うけ取とって、「今日きょうの午ご後ごでございますね。はい、きっと行いかせます」と、うれしそうに返へん事じをした。ことの重じゅう大だいさがわかっているのだろうか。

　ロミオは、たてつづけに指し示じを出だした。

「それから、ばあやは修しゅう道どう院いんのへいのかげで待まっていてくれ。一時じ間かん以い内ないに、そこへ召めし使つかいをさしむけ、なわばしごに仕し立たてたなわを持もたせる。それを今こん晩ばん、ジュリエットの窓まどから下したへたらしてくれ。ぼくがひそかに、しあわせの頂ちょう点てんへのぼれるように。」

　ロミオは、乳母うばに別わかれを告つげた。

「さようなら、しっかりたのむぞ。礼れいははずむ。さようなら、おじょうさまによろしく伝つたえてくれ。」

「天てんの神かみさまの祝しゅく福ふくがありますよう」と、乳母うば。「あの、ちょっと。」

「なんだい、ばあや」と、ロミオ。

「召めし使つかいは秘ひ密みつを守まもれますか。ほら、よく言いいますでしょう、ないしょ話ばなしはふたりきり、三人にんめからは、ないしょにならぬって。」

「だいじょうぶ」と、ロミオ。「絶ぜっ対たいの信しん頼らいがおける男おとこだ。」

「そうですか」と、乳母うば。「おじょうさまは、そりゃあもう、かわいらしいかたでしてね！　いや、おどろきますよ。こんなちっちゃなおしゃべりさんのときに──あッ、そう、この町まちにパリスさまとおっしゃる貴き族ぞくのかたがいらしてね、おじょうさまをものにしようとなさっているんですが、おじょうさまときたら、まあかわいらしくって、そのかたと会あうくらいなら、ヒキガエル、そう、ヒキガエルと会あったほうがましだなんておっしゃいましてね。パリスさまのほうがいい男おとこよなんてちょいともうしあげると、おじょうさまったら、そりゃ、おかんむりで。でも、だいじょうぶ、そんなことをもうしあげると、おじょうさまはまるでシーツみたいに真まっ白しろに血ちの気けを失うしないますから。」

「よろしく伝つたえてくれ」と、ロミオ。

「そりゃもう」と、乳母うば。それから、ロミオに一いち礼れいをすると、「ピーター！　前まえをお歩あるき」と召めし使つかいに命めいじて、貴き婦ふ人じんよろしく、しゃなりしゃなりとたちさった。
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　一いっ方ぽう、ジュリエットは屋や敷しきで、乳母うばの帰かえりを今いまか今いまかと待まっていた。

「ばあやを出だしたのは、時と計けいが九時じを打うったとき」と、時と計けいとにらめっこをするジュリエット。

「三十分ぷんでもどると約やく束そくしてくれたのに。ひょっとして会あえなかったのかしら。そんなはずはない。ああ、足あしが悪わるいんだわ、ばあやは！」

　実じつは、乳母うばはロミオの家いえを九時じすぎにおとずれたのだが、ロミオは不ふ在ざいで会あうことができず、あちこちさがしたすえに、ようやく正しょう午ごすぎに広ひろ場ばでロミオと会あったのだった。そんなことを知しらないジュリエットは、乳母うばの帰かえりのおそいのにいらだっていた。

　もう太たい陽ようは、一いち日にちの旅たび路じの一いち番ばん高たかい山やまにさしかかり、九時じから十二時じまで三時じ間かんもたつというのに、乳母うばはまだもどらない。

「ばあやにも愛あいがあり、若わかく燃もえる血ちが流ながれていたら、ボールのようにすばやくはずむでしょうに」と、ジュリエットは考かんがえた。それなのに、年とし寄よりは、ぐずぐず、のろのろ、なんておそいんだろうと、しびれを切きらしているところへ、ようやく乳母うばが帰き宅たくした。

「ああ、帰かえってきた。」

　ジュリエットは、待まちきれないようすで問といかけた。

「大だい好すきなばあや、どうだった？　あのかたとお会あいできた？　召めし使つかいはさがらせて。」

「ピーター、門もんのところで待まっておいで」と、乳母うば。

「ね、いとしいばあや」と、ジュリエットは話はなしかけたが、乳母うばが暗くらい顔かおをしているのを見みて、心しん配ぱいになった。「たとえ暗くらい知しらせでも、明あかるく陽よう気きに伝つたえてね。もしもよい知しらせなら、そんなしかめっつらで言いわれると、あまい調しらべもだいなしよ。」

「つかれているんですよ。」乳母うばは、うれしい知しらせをすぐに知しらせず、もったいぶってみせようとして、わざと暗くらい顔かおをしているのだ。「ちょっと待まってください。ああ、骨ほねが痛いたい。そりゃもう、あちこちかけずりまわったんですから。」
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「わたしの骨ほねをあげるから、知しらせを聞きかせてちょうだい」と、ジュリエット。「ね、さあ、お願ねがい、話はなして、やさしい、やさしいばあや、話はなして。」

「なんです、そんなにせかして！」と、乳母うばは、わざとじらしていた。「少すこしぐらい待まてないんですか。息いきが切きれているのがおわかりになりませんか。」

　今こん度どはジュリエットが反はん撃げきに出でる番ばんだ。

「息いきが切きれているなんて言いうくらい息いきがあるのに、息いきが切きれてるはずないでしょ。こんなにおくれて言いいわけしようとしたりして、言いいわけのほうが肝かん心じんの話はなしより長ながいじゃない。いい話はなし？　悪わるい話はなし？　どっちなの。どっちか言いって。そしたらこまかいことは、あとまわしでいいから。さ、言いって。いいの？　悪わるいの？」

　それでも、乳母うばはすぐには答こたえず、よけいな話はなしをはじめて、もったいぶってみせる。

「まあ、ばかな選せん択たくをしたもんですよ。男おとこの見みわけかたもご存ぞんじないんだから。ロミオですって？　だめ、だめ、あんなの。そりゃ、顔かおはだれよりもハンサムですよ。でも、足あしときたら、どんな男おとこよりもかっこいい。手ても、足あしも、体からだも、どうってこともないですが、だれよりもすてき。礼れい節せつの鑑かがみとは言いいませんが、ヒツジのようにやさしいおかた。さ、おじょうさま、お祈いのりをなさい。もう食しょく事じはおすみですか。」

「まだよ、まだ、でも、そんなことみんな、わかってる」と、いらつくジュリエット。「結けっ婚こんのことはなんですって？　どんなお返へん事じ？」

　乳母うばは、頭あたまをかかえてみせる。

「あらやだ、頭あたまが痛いたい！　頭ず痛つうがひどいわ。ずきんずきんと割われそうだ。こっち側がわの背せ中なかも──ああ、背せ中なか、背せ中なかが！　おじょうさまが、あちこち走はしらせたりするもんだから、死しんでしまいそうですよ。」

　わざと痛いたがっているのだ。こうなると、ジュリエットは下した手てに出でて、やさしくなだめるしかない。「ほんとうに、痛いたくなって、もうしわけないと思おもうわ。」

　それから、あまえる作さく戦せんに出でた。

「大だい好すきな、大だい好すきな、大だい好すきなばあや、教おしえて、あのかたはなんて？」

「あのかたがおっしゃったのは、」と、乳母うば。「正しょう直じきな紳しん士しらしく、礼れい儀ぎ正ただしく、親しん切せつで、ハンサムで、しかもごりっぱなかたで──お母かあさまはどちら？」

「お母かあさまはどちらって、もう、家いえのなかよ」と、ジュリエット。「家いえに決きまってるでしょ。なんて変へんな答こたえかたをするの。あのかたがおっしゃったのは、正しょう直じきな紳しん士しらしく、『お母かあさまはどちら』ですって！」

「おやおや、おじょうさま」と、乳母うば。「そんなに熱ねつをあげて。なんてことです。骨ほね折おりのお薬くすりがこれですか。これからは、お使つかいは、ご自じ分ぶんでなさるんですね。」

「もういいかげんにして！」と、ジュリエット。「ね、なんて言いったの、ロミオは？」

　すると、ようやく乳母うばはきちんと答こたえる気きになったらしく、笑えみをうかべて、こうたずねた。

「今日きょう、ざんげに出でるおゆるしはもらいましたか。」

「ええ」と、ジュリエット。

「じゃあ、ロレンスさまのところにお行いきなさい」と、乳母うば。「そこで、おじょうさまをおくさまになさるだんなさまがお待まちです。」

　そう聞きくと、ジュリエットのほおがパッと赤あかくそまった。

「ほうら、いたずらな血ちの気けがほっぺに上あがってきた」と、乳母うば。「なにを聞きいても、すぐ真まっ赤かにおなりですね。さ、教きょう会かいへお行いきなさい。あたしはなわばしごを取とってきて、おじょうさまのいい人ひとが、暗くらくなったら、すぐ小こ鳥とりの巣すにのぼってくるようにします。おじょうさまのおよろこびのために。お行いきなさい。あたしはお食しょく事じに。さ、神しん父ぷさまのところへ。」

「すてきな運うん命めいへ！」と、ジュリエット。「じゃあね、ばあや。」

　ジュリエットは、教きょう会かいへ出でかけるしたくをしようと、自じ分ぶんの部へ屋やへかけこんだ。
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　一時じ間かん後ご、教きょう会かいでは、ロレンス神しん父ぷがロミオとともに、祈いのりをささげていた。

「この聖せいなる儀ぎ式しきに天てんの照しょう覧らんあれ。」

　神しん父ぷは、これからとりおこなう結けっ婚こん式しきに対たいし、神かみがのちに悲かなしみをくだしておしかりになりませぬようと祈いのった。

「アーメン」と、ロミオも祈いのった。「アーメン」とは、「そうでありますように」という意い味みの祈いのりの言こと葉ばだ。

「でも、どんな悲かなしみが来こようとも、あの人ひととたがいに見みつめあうよろこびの一いっ瞬しゅんには代かえがたい」と、ロミオは思おもって、神しん父ぷにこうお願ねがいした。

「どうかふたりの手てを聖せいなる言こと葉ばでむすんでください。そうすれば、愛あいをむさぼる死しに神がみがなにをしようとかまわない。あの人ひとをぼくのものと呼よべさえすれば満まん足ぞくです。」

　ロレンス神しん父ぷは、ロミオのはげしい感かん情じょうの高たかぶりを警けい戒かいして、こう説といた。

「そのようなはげしいよろこびは、はげしい終おわりかたをする。ふれたとたん爆ばく発はつする火ひと火か薬やくのように、絶ぜっ頂ちょうの口くちづけをするや、たちまち空くうに消きえてしまう。あますぎるハチミツはそのあまさゆえにいとわしく、味あじわえば、食しょく欲よくも失うせるもの。ゆえに節せつ度どを持もって愛あいすのだ。それが長ながき愛あいの道みち。急いそぎすぎるのは、のろい歩あゆみと変かわらない。」

　そこへ、ジュリエットが足あし早ばやにやってきた。

「おお、来きたな」と、ロレンス神しん父ぷ。「あの軽かろやかな足あし取どりでは、かたい石いしだたみは、いっこうにすり減へるまい。」

　恋こいする者ものは、クモの糸いとにまたがり、浮うわ気きな夏なつの空くう気きにたわむれ、しかも落おちることがない。

　さほどに軽かるき、浮うき世よの快かい楽らく。

　ジュリエットは、まっしぐらにロミオにかけよってだきついた。それから、恥はずかしそうに神しん父ぷにむかって、

「ごきげんよろしゅうございます、神しん父ぷさま」と、あいさつした。

　ロミオはジュリエットにキスをしながら、そのすてきな息いきであたりの空くう気きをかぐわしくしてほしいと願ねがった。

　ジュリエットは、自じ分ぶんのうれしい思おもいは、言こと葉ばで表あらわしきれないほど豊ゆたかに満みちあふれ、自じ分ぶんのまことの愛あいは、あまりにも大おおきくなってしまって、その豊ゆたかさの半はん分ぶんも数かぞえ上あげることはできないと感かんじていた。
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　ロレンス神しん父ぷは、そんなふたりを引ひきはなして、ついてくるように告つげ、こう言いった。

「すぐにすませることにしよう。ふたりきりにはしておけぬのだ。聖せいなる教きょう会かいがふたりをひとつに結むすぶまでは。」







[image: ６　決闘と死]




　午ご後ご二時じをまわった。七月がつの太たい陽ようはようしゃなく照てりつけ、外そとに立たっているだけで汗あせがふき出だすほど暑あつい。

　ベンヴォーリオは、仲なか間またちと通とおりを歩あるいていたが、マキューシオがさっきからイライラしているのを見みて、こう声こえをかけた。

「なあ、マキューシオ、帰かえろうぜ。日ひ差ざしは暑あついし、キャピュレットのやつらも、うろついている。はち合あわせすりゃ、どうしたってけんかになる。こうも暑あついと、頭あたまに血ちがのぼるからな。」

　すると、マキューシオは、自じ分ぶんのけんかっ早ぱやさをたなにあげて、ベンヴォーリオのことをこう言いいだした。

「おまえは、酒さか場ばの敷しき居いをまたぐなり、『こいつに用ようはねえ』と剣けんをテーブルにたたきつけながら、二杯はいめの酔よいがまわるころには、用ようもねえのにウエーターめがけて斬きりつけるようなやつだろう。」

　ベンヴォーリオは、思おもわず「おれがそんなやつかよ」と声こえをあららげた。

　マキューシオは、にやりと笑わらって、

「ほおら、イタリア一いちかっかときてる男おとこだよ、おまえは。ほんのちょっとしたことで、カッとなりやがる。カッとしてるから、すぐその気きになる。」

「なんにだ」と、ベンヴォーリオ。

　マキューシオは、「なんにだ」を「何なん人にんだ」とわざと聞ききまちがえて、こう返かえす。

「何なん人にんだって、おまえみたいなのがふたりもいてみろ。おたがい殺ころしあってひとりもいなくならァ。おまえときたら、自じ分ぶんよりも相あい手てのひげがこいとか、うすいとかで、けんかをふっかけるだろ。」

　マキューシオの言いっているのは自じ分ぶんのことだ。それをあたかもベンヴォーリオのことであるかのように言いいたてる。けんかが大だい好すきなのは、マキューシオのほうなのだ。しかし、けんか好ずきというのは、自じ分ぶんから人ひとにぶつかっておいて、「ばかやろう、どこ見みて歩あるいていやがるんだ」と人ひとのせいにするものだ。マキューシオのベンヴォーリオいじめは、止とまらない。

「おまえ、通とおりでせきをしただけのやつにけんかを売うったじゃねえか。ひなたぼっこしていたおまえの犬いぬが起おきちまったって。いつぞやは、復ふっ活かつ祭さいになってもいないのに新あたらしい上うわ着ぎなんか着きやがってと、仕し立たて屋や相あい手てにけんかしなかったか。そのおまえが、おれにけんかをするなと説せっ教きょうたれるのか！」

　今いま言いったのは、すべてマキューシオ自じ身しんがやったけんかさわぎのことだ。それをベンヴォーリオがやったことにされて、ベンヴォーリオはあきれてこう言いう。

「おれがおまえみたいにけんかっ早ぱやけりゃ、おれの命いのちを買かおうというやつがいても、一時じ間かんと十五分ふんぶんの値ねしかつかないな。」

「値ねしかつかない？」と、マキューシオ。「愚ぐにもつかねえよ。」

　調ちょう子しよくべらんめえ口く調ちょうでたんかを切きるのも、けんか好ずきの特とく技ぎだ。

　そのとき、通とおりのむこうから、ティボルトがその仲なか間まのペトルーキオたちといっしょに、話はなしながらやってくるのが見みえた。

「おっ、キャピュレットの連れん中ちゅうだ」と、緊きん張ちょうするベンヴォーリオ。

「へっ、それがどうした」と、つばをはくマキューシオ。

　ティボルトもとっくに気きづいていて、仲なか間またちにむかって、「ついてこい。あいつらに声こえをかける」とささやくや、ベンヴォーリオたちの前まえに進すすみ出でて、腕うでを組くんで仁に王おう立だちで立たちはだかった。

「これは、ごきげんよう」と、ティボルト。「ちょっとひと言こと、どちらかと話はなしがしたい。」

「どちらかとひと言ことだけか」と、マキューシオ。「ちょいと色いろつけて、がつんと一いっ発ぱつ、大おおごとにしたらどうだ。」

　けんかをするにも、ダジャレをはさむのがマキューシオの流りゅう儀ぎだ。

「よろこんでお相あい手てしよう」と、ティボルト。「きっかけをくれるならば。」

「くれるなんて言いってねえで、自じ分ぶんで作つくったらどうだ」と、マキューシオ。

　ティボルトはムッとなって、

「マキューシオ、きさま、ロミオと調ちょう子しを合あわせ──」

と、ののしりはじめたが、マキューシオがそれをさえぎった。

「調ちょう子しを合あわせる？　なんだよ、おれたちゃ調ちょう子しを合あわせる楽がく隊たいかよ。おれたちを楽がく隊たいよばわりしやがるなら、調ちょう子しっぱずれの音おとを聞きかせてやる。さあ、こいつがおれのヴァイオリンの弓ゆみだ。」

　マキューシオが、剣けんをぬいた。

「こいつでおまえをおどらせてやる。ざけんなよ、お調ちょう子し者ものだと！」

　ベンヴォーリオは、まずいと思おもった。こんなところでさわぎを起おこせば、また、きのうのさわぎと同おなじことになる。

「ここは人ひと通どおりがある」と、ベンヴォーリオ。「どこか静しずかなところへ場ば所しょを移うつすか、さもなければ、たがいの言いい分ぶんを冷れい静せいに話はなし合あおう。それがむりなら別わかれよう。ここは人ひと目めがうるさい。」

「人ひとの目めは見みるためにあるんだ、見みさせておけ」と、マキューシオ。「だれがなんと言いおうと、一いっ歩ぽもひかねえぞ、おれは。」

　マキューシオがぬき身みを手てにして、こしを低ひくくかまえて、ティボルトにじりじりっと寄よっていくと、ティボルトの手ても自じ分ぶんの剣けんのつかへゆっくりとのびていった。

　そこへ、ロミオがやってきた。

　結けっ婚こん式しきをすませたばかりで、ほわあっとした顔かおつきだ。

　ティボルトは、ロミオを見みつけて「おっと」とさけぶと、マキューシオに対たいして、ばかにしたように、「ひっこんでろ。おれの相あい手てが来きた」と言いい捨すてた。

　マキューシオは、せっかく自じ分ぶんから剣けんをぬいてまで相あい手てを挑ちょう発はつしたのに、無む視しされたのがくやしくて、ダジャレでごまかした。

「アイテって、まだ痛いたいめにもあわせてねえのに、アイテってことはねえだろう」と、マキューシオ。「もっとも、果はたし合あいになりゃ、きさまはやられるから、きさまは、なるほど、ロミオが来くりゃ、アイテだ。」

　ティボルトは、それを無む視しして、ロミオにむかって、こんな言こと葉ばをたたきつけた。

「ロミオ、きさまに精せいいっぱいの愛あい情じょうを注そそいでも、こうとしか呼よべぬ──きさまは悪あく党とうだ。」

　当とう時じ、だれかから「悪あく党とう」とか「小こぞう」とか「おくびょう者もの」とかいった侮ぶ辱じょくの言こと葉ばをはかれたら、剣けんをぬいて、自じ分ぶんはそのようなものではないことを証しょう明めいするのが男おとこだった。そんな侮ぶ辱じょくの言こと葉ばを浴あびながら剣けんをぬかないような男おとこは、男おとこではないとされていたのだ。

　ところが、今いましあわせいっぱいのロミオにとって、愛あいするジュリエットのいとこであるティボルトは、つい一時じ間かん前まえのジュリエットとの結けっ婚こんによって、ロミオの親しんせきとなった。そう考かんがえると、剣けんをぬくことはできなかった。ロミオはこう返へん事じをした。

「君きみを愛あいさなければならないわけがあるので、ほんとうならカッとくるそんなあいさつも聞きき流ながそう。ぼくは悪あく党とうじゃない。だから、これで別わかれよう。君きみはまだ、ぼくという人にん間げんを知しらないんだ。」

　この言こと葉ばを聞きいて、その場ばに居い合あわせた男おとこたち全ぜん員いんがあぜんとした。

「ぼくは悪あく党とうじゃない」と言いうだけですむなら、こしに剣けんなどぶらさげておく意い味みはないのだ。

　ロミオの対たい応おうは、まったくありえない、とんでもないものだった。

　ティボルトは、怒いかりをこめて、言いい放はなった。

「小こぞう、そんなことで、おまえがおれに加くわえた侮ぶ辱じょくの言いいわけにはならん。」

「侮ぶ辱じょく」というのは、ロミオがティボルトの挑ちょう戦せん状じょうを無む視ししたことを言いうのだ。ティボルトは今朝けさロミオの家いえに挑ちょう戦せん状じょうを送おくったが、ロミオは家いえへ帰かえっていないから、その挑ちょう戦せん状じょうのことを知しらない。ティボルトは、その書しょ状じょうに指し定ていした果はたし合あいの場ば所しょで今朝けさロミオを待まち、待まちぼうけをくっていたのだ。

「だから、こっちをむいて、ぬけ。」

　ティボルトの剣けんは、すでにぬかれていた。

「君きみを侮ぶ辱じょくしたおぼえはない」と、ロミオは答こたえた。「それどころか、君きみが思おもいもよらないほど、君きみを大だい事じに思おもっている。」

　ふたたびその場ばにいた全ぜん員いんがどよめいた。

「その理り由ゆうはやがてわかる」と、ロミオ。「だから、キャピュレット──その名なも自じ分ぶんの名な前まえのように大たい切せつなんだ──こらえてくれ。」

　マキューシオは、もうだまって聞きいていられなかった。ロミオのふるまいかたは、あまりにもなさけない。

「ああ、みっともねえ、めんぼくまるつぶれだ！」と、マキューシオは、さけんだ。「はやりの剣けん術じゅつに勝かちをおさめさせてたまるか！　ティボルト、このネコやろうめ、顔かおを貸かしやがれ。」

　そう言いいながら、マキューシオは剣けんをぬいて、ティボルトにつきつけた。

「おれになんの用ようだ」と、ティボルト。

「ネコの王おうさまティボちゃんよ。」マキューシオは、あいかわらず、むかし話ばなしのネコのティボルトにことよせて、相あい手てをネコよばわりし、ネコには九つの命いのちがあるという言いい伝つたえをふまえて、からかった。「てめえの九つの命いのちのうち、ひとつをちょうだいしようってぇのさ。ついでにちょいと欲よくを出だし、てめえの出でかた次し第だいでは、のこりの八つもいただきだ。その剣けんをさやからつまみ出だしてみな。さっさとぬけ。でねえと、この剣けんが、てめえの耳みみをつまんで、みじん切ぎりにするぞ。」

　ティボルトも、ここまでからかわれて、おとなしくしているわけにはいかない。

「相あい手てになってやる」と、剣けんをぬいた。

　ロミオは、あわてて、「マキューシオ、剣けんをおさめろ」と、止とめに入はいる。

　もちろん、マキューシオは、ロミオを無む視しして、ティボルト相あい手てに身みがまえる。

「来こい、てめえのおつきとやらを見みせてもらおう」と、やる気きまんまんだ。

　ふたりの戦たたかいがはじまった。

　ただ、どちらも自じ分ぶんの腕うで前まえをひけらかしたいだけであり、相あい手てを殺ころすつもりなど、まったくなかった。相あい手てよりすばやい剣けんさばきを見みせつけては、どんなもんだと得とく意いな顔かおをしたいだけなのだ。それゆえ、わざとすきがあるふりをして、相あい手てを挑ちょう発はつしたりもして楽たのしんでいた。

　しかし、ロミオは、なんとかけんかをやめさせようとして、ベンヴォーリオに命めいじた。

「ぬけ、ベンヴォーリオ、こいつらの剣けんをたたき落おとせ。」

　ベンヴォーリオはためらった。きのう、けんかをしている連れん中ちゅうの剣けんをたたき落おとそうと自みずから剣けんをぬいたせいで、大おおごとになったことはまだ記き憶おくに新あたらしかった。

「君きみたち、恥はじを知しれ」と、ロミオはふたりにむかってさけんだ。「けんかをやめるんだ。ティボルト、マキューシオ！　ヴェローナの町まちでけんかはならぬと、大たい公こうがはっきりおっしゃったじゃないか。」

　ロミオは、キャピュレット家けとモンタギュー家けの争あらそいをなんとかしてやめさせたかった。単たんに今いま争あらそっているふたりの若わか者ものたちがけがをするといけないからではない。愛あいする妻つまの家いえと争あらそいごとをしたくなかったのだ。

「やめろ、ティボルト！　なあ、マキューシオ！」

　ロミオは、どんなことがあってもけんかを止とめようとかくごして、ふたりのあいだに両りょう手てを広ひろげて飛とびこんだ。

　あぶない。見み守まもる連れん中ちゅうがそう思おもった瞬しゅん間かんだった。

　ティボルトがロミオの体からだのかげに入はいって、マキューシオからティボルトの動うごきが見みえなくなった。

　そのとき、ティボルトの剣けん先さきが、ロミオの腕うでの下したを通とおってのびていた。

　剣けん先さきが深ふかく肉にくにささる感かん触しょくを、ティボルトは感かんじた。あわてて剣けんを引ひいてみると、切きっ先さきから血ちがしたたっている。

　ロミオの背はい後ごにいるマキューシオは、前まえのめりになって、頭あたまをたれ、胸むねをおさえている。

　ティボルトは、頭あたまが真まっ白しろになった。

　人ひとを刺さしてしまった。これまで何なん度ども剣けんをふりまわしてけんかをやってきたが、実じっ際さいに人ひとを殺あやめたことはなかった。今いまはじめて、人ひとを、それも大たい公こうの身み内うちである貴き族ぞくマキューシオを刺さしてしまったのだ。

　ティボルトはどうしてよいかわからず、にげだした。ティボルトの仲なか間またちは、あたふたしてから、ティボルトのあとを追おって走はしりさった。

　あとに残のこったロミオたちは、なにがどうなったのかわからなかった。

　マキューシオが自じ分ぶんの胸むねをおさえて「やられた」と、つぶやいている。それから、苦くるしそうに、こうどなった。

「どっちの家いえもくたばっちまえ。おれはおしまいだ。やつはにげたのか、傷きずも負おわずに？」

「え、やられたのか」と、ベンヴォーリオ。

「なあに、かすり傷きず、かすり傷きずだ。」マキューシオは、うそぶいてみせたが、かなり苦くるしそうだ。「が、じゅうぶんだ」と、マキューシオは真ま顔がおになった。

「しっかりしろ。傷きずは浅あさい」と、ロミオは元げん気きづけた。

「ああ、井い戸どほど深ふかかァねえし、教きょう会かいの門もんほど広ひろかァねえが、じゅうぶんだ」と、マキューシオは、じょうだんめかして言いった。「効ききめはじゅうぶん！　あす、おれを訪たずねてみろ、このおれはなにもかもぶちこわして破は壊かいし、墓はか石いしになっている。」

　いつものダジャレが出でたので、みなは笑わらって、ほっとした。「やられた」というのは、じょうだんなのだろうと思おもったのだ。しかし、マキューシオは、ののしりつづけた。

「だめだ、この世よとおさらばだ。どっちの家いえもくたばっちまえ。ちくしょう、犬いぬっころ、どぶねずみに家いえねずみ。あのネコやろう、人にん間げんさまをひっかいて殺ころしやがった。ほらふきの悪あく党とうのばかやろう、ワン、ツー、スリーと算さん数すうよろしくの剣けん術じゅつだ。」

　それからマキューシオは、ロミオの腕うでをつかみ、顔かおを寄よせて、低ひくい声こえでこう言いった。

「なんだって、おまえ、割わって入はいった？　おまえの腕うでの下したから、やられたんだぞ。」

　見みれば、左ひだり胸むねをおさえているマキューシオの手ては血ちで真まっ赤かだ。

「君きみのためにと思おもったんだ」と、ロミオは真まっ青さおになった。

　マキューシオは、今こん度どはベンヴォーリオに寄よりかかって、「どっかの家いえんなかへ連つれてってくれ、気きを失うしないそうだ」と、弱よわ々よわしくたのんだ。

　マキューシオは、ベンヴォーリオの肩かたに腕うでをまわし、よろよろと歩あるきだしながら、ふりかえりざま、「どっちの家いえもくたばっちまえ。このおれさまをウジ虫むしのえじきにしやがった」と、どなった。それから、マキューシオは、ロミオをうらめしそうににらんで、低ひくくつぶやいた。

「やられたよ、ぐさりとな。」

　そして、もう一いち度ど「どっちの家いえも！」と、どなると、すがたを消けした。

　ロミオの親しん友ゆう、しかも大たい公こうの身み内うちでもある男おとこが、ロミオのせいで致ち命めい傷しょうを負おったのだ。

　それも、ロミオの男おとことしての名めい誉よが傷きずつけられたのに腹はらをたて、立たちあがったというのに。

　ロミオは、なさけなくなって、さけんだ。

「ああ、ジュリエット、君きみの美うつくしさがおれを女め々めしくし、おれの勇ゆう気きのはがねをやわにした。」

　やがて、ベンヴォーリオが、血けっ相そうを変かえて、ひとりでもどってきた。

「ああ、ロミオ、ロミオ、マキューシオは死しんだ。あの男おとこっぷりのいい魂たましいは、今いまや雲くもの上うえだ。」

　ロミオは、親しん友ゆうの死しを知しると、こうつぶやいた。

「今日きょうの暗くらい運うん命めいはこの先さきずっとたれこめる。これは手てはじめ。つづくわざわいが、この決けっ着ちゃくをつけてくれよう。」

　見みると、さっき走はしりさったティボルトがもどってきた。おそらく、あわててにげたのを恥はずかしく思おもったか、あるいはマキューシオがどうなったのか気きになったのだろう。

「もどってきたぞ、ティボルトが息いきまいて」と、ベンヴォーリオ。

　青あおい顔かおをしたロミオと目めが合あうと、ティボルトは、思おもわず「ふん、なんだ？」という顔かおつきをした。

「勝かちほこっていやがる」と、ロミオ。「マキューシオが死しんだというのに。」

　ロミオの胸むねは、怒いかりの炎ほのおでにえたぎった。寛かん容ようの心こころなど、この大だい地ちをさるがいいとロミオは念ねんじた。これからは、燃もえる目めをした怒いかりの女め神がみのみにしたがうのだ。

「さあ、ティボルト」と、ロミオは呼よびかけた。「悪あく党とうという言こと葉ばを返かえしてやる。さっきおまえから受うけ取とったからな。マキューシオの魂たましいは、まだおれたちのすぐ上うえにいる。」

　それを聞きいてティボルトは、やはり死しんだかという顔かおをした。自みずからも死しをかくごしているかのような、真まっ青さおな表ひょう情じょうだ。

「おまえの魂たましいが道みち連づれになるのを待まっているのだ」と、ロミオはティボルトへの殺さつ意いをぶつけた。「道みち連づれになるのは、おまえか、おれか、それともふたりともか。」

　ティボルトは、「このはなたれ小こぞう、この世よでやつとつるんでいたんだ、あの世よまでもいっしょに行いきやがれ」と強つよがりを言いいながら剣けんをぬいた。

「それはこの剣けんが決きめてくれる」と、ロミオは剣けんをぬいて、相あい手ての顔かおの前まえにつきつけた。

　戦たたかいがはじまった。さきほどの、相あい手てをからかうような、剣けんさばきを競きそいあうような、キザなけんかとちがい、一いっ刻こくも早はやく相あい手てをたおそうとする、はげしい打うち合あいだ。ロミオの猛もう攻こう撃げきに、ティボルトはたじたじとなった。友ともを失うしなったくやしさが、ロミオをはげしくつき動うごかしていた。

　ロミオの目めは、なみだで熱あつくなっていた。

　無む我が夢む中ちゅうで剣けんをふりまわし、気きづくと、ティボルトは前まえのめりになって、たおれていた。
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　ハッと、われに返かえるロミオ。

　見みれば、自じ分ぶんの剣けんの切きっ先さきからは、血ちがしたたっている。

　ベンヴォーリオがさけぶ。

「ロミオ、にげろ、行いくんだ！」

　まわりで見みていた連れん中ちゅうがざわめきだした。

「人ひと殺ごろしだァ！」と、だれかがさけんだ。町まちじゅうがさわぎだした。

　ロミオはまだ動うごくことができなかった。そんなロミオの肩かたをつかんでゆり動うごかしながら、ベンヴォーリオはさけびつづけた。

「ティボルトは死しんだ！　なにをぼうっとしている。つかまったら死し刑けいだぞ。行いけ、にげるんだ！」

　ロミオは、ようやく動うごき、天てんをあおいで、さけんだ。

「ああ、おれは運うん命めいにもてあそばれる、おろか者ものだ。」

「なにをぐずぐずしている」と、ベンヴォーリオがどなった。

　ロミオは、ダッとかけさった。
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　広ひろ場ばには、大おお勢ぜいの市し民みんたちが集あつまりだした。大たい公こうの親しんせきであるマキューシオが殺ころされたらしいといううわさが広ひろまり、大おおさわぎとなっていた。

「マキューシオを殺ころしたやつは、どっちへにげた？」と、ある男おとこがどなった。

「人ひと殺ごろしのティボルトは、どっちへにげた？」と、別べつの男おとこがさけぶ。

「ティボルトなら、ここにたおれている」と、ベンヴォーリオが、ティボルトの死し体たいの前まえでうずくまったまま言いった。

　年ねん長ちょうの市し民みんが、ベンヴォーリオの肩かたをつかんで言いった。

「立たて。来きてもらおう。大たい公こうの名なにおいて命めいじる。来くるんだ。」

　ベンヴォーリオは、よろよろと立たちあがった。

　やがて、大たい公こうが供ともをひきつれて、広ひろ場ばにやってきた。モンタギュー、キャピュレット、そしてそれぞれの一いち族ぞくが、大たい公こうの前まえにひざまずいた。大たい公こうのきびしい声こえがひびきわたった。

「このさわぎを起おこしたふとどき者ものはどこだ。」

「気け高だかい大たい公こうさま」と、口くちを開ひらいたのは、ベンヴォーリオだった。「この血ちなまぐさいけんかの不ふ幸こうないきさつ、すべてお話はなしいたします。」

　大たい公こうは、話はなしをはじめよと、ベンヴォーリオにうなずいてみせた。ベンヴォーリオは朗ろう々ろうたる声こえで、足あしもとに横よこたわるティボルトを手てで指さし示しめしながら語かたった。

「ここにその張ちょう本ほん人にんが、ロミオに殺ころされ、たおれております。大たい公こうさまのご親しんせきのりっぱなマキューシオを殺ころした張ちょう本ほん人にんです。」

　キャピュレットの妻つまが悲ひ鳴めいをあげた。

「ティボルトが、お兄にいさまの子こが！」

　その遺い体たいにすがりついたキャピュレット夫ふ人じんは、大たい公こうにむかって声こえをはりあげた。

「ああ、大たい公こうさま、ああ、大たい切せつな身み内うちの血ちが流ながされました。大たい公こうさま、公こう正せいなお裁さばきを！　われらの血ちの代だい償しょうに、モンタギューの血ちを流ながしてください。」

　そうさけぶと、ふたたび遺い体たいにすがりついて、「ああ、ティボルト！」と、甥おいの名なを呼よびながらさめざめと泣ないた。

　大たい公こうは、重おも々おもしい声こえでベンヴォーリオにたずねた。

「この血ちみどろのいさかいをはじめたのはだれだ。」

「ここに死しんでいるティボルトです。」

　ベンヴォーリオは、ロミオがけんかを止とめようとしたのに、ティボルトがマキューシオを殺ころしてしまったこと、復ふく讐しゅうに燃もえたロミオがティボルトを殺ころしてしまったいきさつを説せつ明めいした。

　大たい公こうの声こえが広ひろ場ばじゅうにとどろいた。

「ロミオがこの男おとこを殺ころし、この男おとこがマキューシオを殺ころした。では、だれが、マキューシオの大たい切せつな血ちをあがなうのだ。」

「ロミオではありません」と、モンタギュー。「ロミオはマキューシオの親しん友ゆうです。ロミオの罪つみは、法ほう律りつがうばうべきティボルトの命いのちに自みずから決けっ着ちゃくをつけたまで。」

「そして、その罪つみゆえに、」と、大たい公こうは刑けいを宣せん告こくした。「ロミオを即そっ刻こく、追つい放ほうに処しょする。」

　両りょう家けのにくしみ合あいのせいで起おこったあさましい騒そう動どうのために、大たい公こうの身み内うちの血ちが流ながされたことを大たい公こうは重おもく受うけ止とめていた。それゆえ、厳げん罰ばつをもってのぞんだのだ。

　ロミオ追つい放ほうという判はん決けつを聞きいて、モンタギュー夫ふ人じんは大たい公こうの前まえにかけより、歎たん願がんしようとひざまずいた。しかし、大たい公こうは、夫ふ人じんが口くちをきく前まえに、きっぱりと言いい放はなった。

「懇こん願がんや言いいわけには耳みみを貸かさぬ。どんなに泣ないて祈いのっても、罪つみは消きえぬ。それゆえ、だまっているがよい。」

　モンタギュー夫ふ人じんは真まっ青さおな顔かおのまま、だまるしかなかった。

　大たい公こうはきびしく言いい放はなった。

「ロミオをただちに追つい放ほうせよ。もしまたすがたを見みせれば、その命いのちはない。」

　そして、広ひろ場ばに横よこたわる遺い体たいを見みつめながら、こう命めいじた。

「さあ、この遺い体たいを運はこび出だし、わが命めい令れいにしたがうのだ。人ひと殺ごろしをゆるすなら、その慈じ悲ひは人ひとを殺ころすも同どう然ぜんだ。」
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　ジュリエットは、ひそかな結けっ婚こん式しきのあと、ひとり屋や敷しきにもどり、自じ分ぶんの部へ屋やで、早はやくロミオとふたりきりになりたいと考かんがえていた。

　太たい陽ようの神かみヘリオスは、太たい陽ようの戦せん車しゃを炎ほのおの脚あし持もつ馬うまたちにひかせて空そらをかけ、それが西にしにしずんだらたちまち真まっ暗くらな夜よるになるという。

　ジュリエットは、祈いのった。

「速はやく走はしって、炎ほのおの脚あし持もつ馬うまたちよ。日ひの神かみヘリオスをすぐにお宿やどにお連つれして！」

　早はやく夜よるになってほしかったのだ。

　ロミオと夫ふう婦ふとしてむすばれた今いま、ついに今こ宵よいロミオとひとつになれるのだから。

　ジュリエットは、愛あいを営いとなむ夜よるのやみに呼よびかけた。その呼よびかけは、詩しになっていた。

「愛あいを営いとなむ夜よるのやみよ、その厚あついとばりを広ひろげておくれ、

　キューピッドがウインクしたら、だれにも知しられず、見みられずに、

　ロミオがこの腕うでに飛とびこめるように。

　恋こいする者ものに光ひかりはいらない。たがいの美うつくしさがあい照てらし、

　愛あいの儀ぎ式しきを行おこなえる。それに、恋こいが盲もう目もくなら、

　なおさら夜よるこそふさわしい。さあ、おいで、おごそかな夜よる、

　このほおに羽はばたく血ち潮しおは、男おとこを知しらぬ野や生せいのタカ、

　夜よるの黒くろいマントをかぶせて、おちつかせておくれ、

　うぶな恋こいが大だいたんにも、愛あいの営いとなみをつつしみとさえ思おもうまで。

　早はやく来きて、夜よるよ。来きて、ロミオ、夜よるを照てらす太たい陽よう、

　だって、夜よるのつばさにまたがるあなたは、

　黒くろいカラスの上うえに降ふりつむ初はつ雪ゆきよりも白しろいもの。

　来きて、やさしい夜よる。来きて、すてきな黒くろい夜よる、

　わたしのロミオをよこして。わたしが死しんだら、

　ロミオをあげる。ばらばらにして、小ちいさな星ほしにするといい。

　そしたら夜よ空ぞらはきれいになって、

　だれもが夜よるに恋こいしてしまい、

　ぎらつく太たい陽ようをあがめることなどやめるだろう。

　ああ、愛あいのやかたを買かったのに、

　自じ分ぶんのものにはなっていない。この身みを売うったのに、

　まだ味あじわってもらっていない。太たい陽ようはなんてのろいのかしら。

　お祭まつりの前まえの晩ばん、新あたらしい服ふくを買かってもらって、

　まだ着きてはだめと言いわれている子こ供どもみたいに、

　待まちきれない思おもい。」

　そのとき、玄げん関かんで物もの音おとがした。

「ああ、ばあやだわ。」

　ジュリエットは階かい下かへかけ下おりていった。

　見みると、乳母うばがなわばしごを手てにして立たっている。

「知しらせをもってきてくれたのね。ロミオの名な前まえを告つげてくれるなら、それは天てん使しの鈴すずの声こえ。

　ね、ばあや、なんの知しらせ？　それはなあに？　ロミオが持もってくるように言いったなわばしご？」

「ええ、ええ、なわばしごです。」そう答こたえる乳母うばには元げん気きがなかった。

「ねえ、なんの知しらせなの？」と、ジュリエット。

「ああ、悲かなしい」と、乳母うばは、はげしくなげきだした。「死しんだ、死しんだ、死しんでしまった！　もうおしまいです、おじょうさま、おしまいです。なんてことでしょう、逝いってしまった。殺ころされた。死しんでしまった。」

　ジュリエットはおどろいた。まさか、ロミオが死しんでしまったのだろうか。

「ひどいわ、神かみさま、あんまりよ。」ジュリエットはつぶやいた。

「ひどいのはロミオ。神かみさまじゃありません」と、乳母うば。「ああ、ロミオ、ロミオ、だれが思おもってもみただろう、ロミオが！」

　ロミオがどうしたというのだろう？　ジュリエットの胸むねはかきみだされた。

「おまえは悪あく魔まなの、こんなにわたしを苦くるしめて。そんな拷ごう問もんの言こと葉ばは、地じ獄ごくへ行いってわめくがいい。ロミオが自じ殺さつしたの？　『はい』と言いうなら、その『はい』という音おとには、ひとにらみで人ひとを殺ころすという怪かい物ぶつコカトリスよりもひどい毒どくがある。もしも『はい』なら、わたしはおしまい。あの人ひとの目めが閉とじたなら、この目めもあけまい。殺ころされたのなら『はい』と、でなければ『いいえ』と言いって。その短みじかい言こと葉ば、『はい』か『いいえ』で決きまるのよ、愛あいのゆくえが。」

「傷きずをこの目めで見みたんですよ。なんとむごたらしい！──男おとこらしいお胸むねのこのあたりに。」

　乳母うばは、自じ分ぶんの左ひだり乳ちちの下したに手てを当あてて示しめした。

「痛いた々いたしい、ほんに痛いた々いたしいおすがたになって」と、乳母うばはつづけた。「土つち色いろに青あおざめ、すっかり血ちみどろで、血ちのりがかたまって。ひと目め見みて、気きが遠とおくなりました。」

　ジュリエットは、ロミオが痛いた々いたしいすがたになってしまったのだと思おもいこんで、さけんだ。

「ああ、はりさけてしまえ、この胸むねよ、今いますぐに。」

　ロミオが死しんだのなら自じ分ぶんも生いきていたいとは思おもわない。ロミオが死しんだのなら、自じ分ぶんのこの体からだも土つちにかえって、動うごかなくなればいい。ロミオといっしょに、重おもいひつぎにおさまるがいい！

　ところが、乳母うばは、「ああ、ティボルト、ティボルト」となげきはじめた。「あんなにいいかたが。ああ、りっぱなティボルト、誠せい実じつな紳しん士し。ああ、生いきながらえて、あなたの死しにめにあおうとは。」

　いったい、どういうことなの？

　ジュリエットは考かんがえた。ロミオが殺ころされて、ティボルトが死しんだの？　いとしいいとこと、さらにいとしい夫おっとが？

　ティボルトとロミオが死しんだのならば、この世よの終おわりを告つげるというおそろしい終しゅう末まつのラッパが鳴なりひびけばいい、と、ジュリエットは思おもった。あのふたりが死しんだら、生いきている意い味みなどありはしない。

「ティボルトは死しに、ロミオは追つい放ほうです。」ようやく乳母うばは、はっきりと事じ実じつを伝つたえた。「ティボルトを殺ころしたロミオは、追つい放ほうになったのです。」

「なんですって！」と、ジュリエット。「ロミオがティボルトの血ちを流ながしたの？」

「そうです」と、乳母うば。「そうです。なんてこと、そうなんです。」

　ジュリエットは、おどろいた。

　花はな咲さくお顔かおに毒どく蛇へびの心こころがかくれていたの？

　あんなすてきなロミオが人ひとを殺ころすなんて！

　あんなに美うつくしいほら穴あなに竜りゅうが棲すんでいたなんて。

　美うつくしい暴ぼう君くん、天てん使しのような悪あく魔ま、ハトの羽はね持もつカラス、オオカミのようにむさぼるヒツジ！

　見みかけは最さい高こうに神こう々ごうしく、その実じっ態たいはおぞましい！

　外がい見けんと内ない実じつは正せい反はん対たい！　のろわれた聖せい人じん、徳とく高たかい悪あく党とう！

「地じ獄ごくはいったいどうなるだろう」と、ジュリエットは思おもった。「この世よの楽らく園えんのようなあんなにすてきな肉にく体たいに悪あく魔まの魂たましいが宿やどるなら？」

　そんなにおぞましい内ない容ようの本ほんが、あんなに美うつくしく装そう丁ていされていたとは、ジュリエットにはとても信しんじられなかった。あんなはなやかな宮きゅう殿でんに、まやかしがひそんでいたなんて。

　ジュリエットがおどろいているのを見みて、乳母うばは、わけ知しり顔がおでこう言いった。

「とのがたは当あてにはなりません。信しん念ねんも、誠せい実じつさもありゃしない。どいつもこいつもうそをつき、誓ちかいをやぶり、よからぬことをする詐さ欺ぎ師しです。」

　乳母うばは、使し用よう人にんのピーターをさがして、さけんだ。

「ああ、ピーターはどこ？」と、乳母うば。「お酒さけをもってきて。こんなに悲かなしくて、つらく、なげかわしいと、老ふけこみます。ロミオは恥はじを知しるがいい。」

　ロミオをのろうその言こと葉ばに、ジュリエットは、キッと目めを上あげた。

「そんなことを言いう舌したはただれるがいい。」ジュリエットは強つよい口く調ちょうで乳母うばをなじった。「あの人ひとは、恥はじとは無む縁えんよ。あのお顔かおには、恥はじのほうが恥はじて寄よりつかない。そこは全ぜん世せ界かいの唯ゆい一いつの王おう者じゃとして、名めい誉よが王おう冠かんを戴いただく王おう座ざですもの。ああ、あの人ひとを悪わるく言いったりして、わたしは人ひとでなしだわ。」

「いとこを殺ころした男おとこをよく言いうんですか。」

　乳母うばは、ロミオに身み内うちを殺ころされたことで、ロミオに対たいする態たい度どをすっかり変かえてしまったようだ。ロミオがジュリエットと結けっ婚こんしたことを忘わすれてしまったのだろうか。

「夫おっとである人ひとのことを悪わるく言いえますか」と、ジュリエットは強つよく言いった。

　それからジュリエットは、乳母うばからはなれて、心こころのなかのロミオに話はなしかけた。

　ああ、かわいそうなあなた、この三時じ間かんあなたの妻つまであるわたしが傷きずつけてしまったお名な前まえをだれの舌したが守まもってくれるでしょう。でも、ひどい人ひと、どうしてティボルトを殺ころしたりしたの？

　ジュリエットはおちついて、考かんがえ直なおした。ロミオがティボルトを殺ころしたのは、ティボルトがロミオを殺ころそうとしたからにちがいない。だったら泣ないたりしてはいけないわ。だって、夫おっとはティボルトに殺ころされずに、生いきている。そして、夫おっとを殺ころそうとしたティボルトが死しんだ。これはよいことだわ。どうして泣なくことがある？

　それでも、なみだは止とまらなかった。あの言こと葉ばのせいだ──。ティボルトの死しよりひどい言こと葉ば。そう、ティボルトは死しに、ロミオは──追つい放ほう。

「追つい放ほう」、そのたったひと言こと「追つい放ほう」という言こと葉ばが一万まん回かいもティボルトを殺ころす。ティボルトが死しんだ。それだけでもじゅうぶん悲かなしいのに。

　ロミオは追つい放ほう──。その言こと葉ばがもたらす死しには、終おわりがない、果はてがない、際さい限げんがない、きりがない。そんな悲かなしみは言こと葉ばでは表あらわせない。
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　そこまで考かんがえたジュリエットは、ふと、乳母うばにたずねた。

「お父とうさまとお母かあさまはどこ、ばあや？」

「ティボルトのなきがらに泣なきすがっていらっしゃいます」と、乳母うば。「そちらへいらっしゃいますか。お連つれしましょう。」

「あの人ひとの傷きずをなみだで洗あらっているの？」ジュリエットは、自じ分ぶんのなみだは、両りょう親しんのなみだがかれたとき、ロミオの追つい放ほうのために流ながそうと決けっ心しんした。

「そのなわばしごをとって」と、ジュリエットは乳母うばに声こえをかけた。

　ジュリエットは、なわばしごを受うけ取とると、それを見みつめながら考かんがえた。ロミオが追つい放ほうにならなければ、このなわばしごをつたって、わたしのベッドへあがってきてくれたはずなのに。でもわたしは、いつまでたっても、夫おっとのいない妻つまなんだわ。

　ジュリエットは、追つい放ほうとなったロミオと夫ふう婦ふとしてむすばれることはできなくなったとあきらめていた。今こん夜や、どんなに待まっていても、ロミオは来こないのだ。

　ジュリエットがなげいていると、乳母うばは、かわいそうに思おもって、なぐさめてくれた。

「お部へ屋やでお待まちなさい。ロミオを見みつけてきてさしあげます。どこにいるかはわかっているんです。だいじょうぶ、ロミオは今こん晩ばんここに来きます。来くるように、伝つたえてきます。ロレンスさまのところにかくれていらっしゃるから。」

「ああ、わたしの恋こい人びとを見みつけて。」ジュリエットの目めは希き望ぼうにかがやいた。「この指ゆび輪わをわたして。そして伝つたえて、最さい後ごの別わかれを告つげにきてと。」

　乳母うばはジュリエットから指ゆび輪わを受うけ取とると、きびしい顔かおをしたまま、ひょいと頭あたまを下さげて出でて行いった。




[image: ]




　ロミオは、乳母うばが言いったとおり、教きょう会かいでロレンス神しん父ぷにかくまわれていた。

「神しん父ぷさま、知しらせはありましたか」と、ロミオはたずねた。「大たい公こうの判はん決けつはどのようなものでしたか？　このうえどんな新あらたな悲かなしみが、ぼくを待まっているのでしょう。」

「大たい公こうさまの判はん決けつを知しらせてやろう」と、神しん父ぷ。

「そのお達たっしは死し刑けい以い下かではないでしょう」と、ロミオ。

「大たい公こうさまのお口くちよりもれたは、もっと寛かん大だいなお裁さばきだ。死し刑けいではない。追つい放ほうだ。」

「え！　追つい放ほう！」ロミオはおどろいた。

　追つい放ほう、つまり国こく外がい強きょう制せい退たい去きょ命めい令れいという判はん決けつは、現げん代だいよりも重おもい意い味みをもっていた。国こく際さい的てきな交こう流りゅうがずっと少すくなかった当とう時じにおいて、自じ分ぶんの土と地ちから切きりはなされることは、とくに貴き族ぞくにとってはそれまでの生いき方かたをすべて否ひ定ていされるに等ひとしかった。そして、ロミオにとって、ジュリエットのいない世せ界かいへと追おいやられることは、生いきる意い味みを失うしなうのと同おなじことだった。「追つい放ほう」を命めいじられることは、死しを命めいじられるよりもつらかった。

「あわれと思おもうなら、『死し刑けい』と言いってください」と、ロミオはうったえた。「追つい放ほうは死し刑けいよりもずっとおそろしい顔かおつきをしている。どうか『追つい放ほう』などと言いわないでください。」

「このヴェローナから追つい放ほうとなったのだ。がまんしろ。世せ界かいは広ひろく、果はてしない。」

「ヴェローナの町まちをはなれて世せ界かいはありません」と、ロミオ。「外そとは拷ごう問もん、地じ獄ごくそのものです。」

「なんという恩おん知しらずな」と、ロレンス神しん父ぷ。「おまえの罪つみは死し罪ざいに匹ひっ敵てきするのに、寛かん大だいな大たい公こうさまは、おまえの美び徳とくを考こう慮りょし、法ほう律りつをまげて、死し刑けいというおぞましい言こと葉ばを追つい放ほうに変かえられたのだ。これが大おおいなるお慈じ悲ひであるのがわからんのか。」

「拷ごう問もんです」と、ロミオ。「お慈じ悲ひではありません。天てん国ごくとはここ、ジュリエットがいるところです。」

　ロミオは思おもった。犬いぬ、ネコやネズミのようなつまらぬものさえ、この天てん国ごくにいて、ジュリエットを見みることができるというのに、それが自じ分ぶんにはゆるされないとはどういうことか。

　死し肉にくにたかるハエのほうがましと思おもえるほどだった。ハエなら、ジュリエットの白しろい手てに止とまり、永えい遠えんの祝しゅく福ふくをあのくちびるから盗ぬすむことだってできるのだから。ところが、ロミオにはできない。追つい放ほうなのだ。

　ロミオは、調ちょう合ごうした毒どくとか、するどくといだナイフとか、すぐに死しねるものがなにかほしいと思おもった。「追つい放ほう」なんていやらしいもので生いきたままなぶり殺ころされるのは、ごめんだった。

　ロレンス神しん父ぷは、なんとかロミオをなぐさめようと、「わしの言いうことも少すこしは聞きけ」と話はなしかけた。

「また追つい放ほうとおっしゃるのでしょう」と、ロミオ。

「その言こと葉ばをはねつけるよろいをやろう」と、神しん父ぷ。「逆ぎゃっ境きょうのあまいミルク、哲てつ学がくだ。追つい放ほうになってもなぐさめられる。」

「ほらまた『追つい放ほう』と言いう。哲てつ学がくなんかまっぴらです。哲てつ学がくでジュリエットが作つくれますか。むりです、できません。もうだまっていてください。」

「おまえの立たち場ばを話はなし合あおう。」

「ご自じ分ぶんで感かんじてもいないものをどうして話はなせるのです。ぼくと同おなじぐらい若わかくて、ジュリエットを愛あいしていて、結けっ婚こんしてたった一時じ間かんでティボルトを殺ころしてしまい、追つい放ほうされたのなら、それなら話はなしてください、それなら今いまのぼくみたいに髪かみの毛けをかきむしって地じ面めんにたおれこむでしょう。まだできていない墓はかの大おおきさを測はかるために。」

　そのとき、戸とをたたく音おとがした。

「立たて」と、神しん父ぷ。「だれか来きた。ロミオ、かくれなさい。」

　しかし、ロミオはなげくばかりで動うごこうとはしなかった。ふたたび戸とをはげしくたたく音おと。

「ほら、あんなに戸とをたたいて。」

　神しん父ぷはドアのほうにむかって「どなたかな？」と声こえをかけつつ、ロミオに「立たて。つかまるぞ」と急いそがせ、またドアのほうに「少しょう々しょうお待まちを」と言いい、「立たちなさい」とロミオをせかした。

　戸とをたたく音おとはどんどん大おおきくなったが、ロミオはなげくばかりで立たとうともしなかった。

「書しょ斎さいに走はしれ」と、ロレンス神しん父ぷ。

　ドンドン。ドンドン。ドアのむこうの人ひとは、しびれを切きらしているようだ。

「今いま、まいります」と、神しん父ぷはドアの前まえに急いそぎつつ、もうロミオのことはあきらめて、ドアをあけることにした。

「そんなにあわただしく、どなたかな。どちらから？　なんのご用ようでしょう？」

　ドアのむこうから、声こえが答こたえた。

「入いれてくだされば、ご用ようむきをお話はなしいたします。ジュリエットさまからのお使つかいです。」

　乳母うばの声こえだ。ロレンス神しん父ぷは、ほっとした。

「それならば、どうぞ。」

　神しん父ぷがドアをあけると、ドアから入はいってきた乳母うばは、神しん父ぷにしがみつくようにしてたずねた。

「ああ、神しん父ぷさま、教おしえてくださいませ、おじょうさまのだんなさま、ロミオさまはどちらでしょう。」

「そこだ」と、神しん父ぷは、足あしもとにうずくまっているロミオを指ゆびさした。「自じ分ぶんのなみだに酔よいしれて、たおれておる。」

「まあ、おじょうさまのごようすとそっくり」と、乳母うば。「ほんにそっくり。なげきかたまで心こころが通つうじて、ほんにおかわいそうに。おじょうさまもそんなふうにつっぷして、なげいては泣なき、泣ないてはなげいておいでです。」

　乳母うばは、そう神しん父ぷに語かたってから、ロミオにむかって、立たちなさいと命めいじた。「立たつんですよ、男おとこなら。ジュリエットさまのために、おじょうさまのために、立たちなさい。どうしてそんなに深ふかいなげきの穴あなにはまってしまったのです。」

　すると、ロミオは起おき上あがって、「ばあや」と声こえをかけた。

「ほら、ほら。」乳母うばはロミオの体からだについたよごれをはらってやりながら、なぐさめた。「なにもかも終おわるのは死しぬときですよ。」

「ジュリエットのことを言いっていたね」と、ロミオ。「どうしている？　ぼくのことをひどい人ひと殺ごろしと思おもっているだろうか。生うまれたばかりのぼくらのよろこびをあの人ひとの身み内うちの血ちでけがしてしまったのだから。」

　今いまとなっては、ロミオの気きがかりは、ジュリエットのことだけだった。

「どこにいる？　どうしている？」と、ロミオ。

「なにも言いわず、ただ泣なきに泣なくだけ」と、乳母うば。「ベッドにつっぷしては、また立たちあがり、ティボルトと呼よび、ロミオとさけび、またつっぷしてしまうのです。」

「ロミオという名な前まえはおそろしい銃じゅうから発はっ射しゃされた銃じゅう弾だんのように、あの人ひとを殺ころすんだね」と、ロミオ。「あの人ひとの身み内うちを殺ころしたのだもの。ああ、神しん父ぷさま、教おしえてください、このいまわしい体からだのどこにその名な前まえがついているのでしょう。教おしえてくれれば、そのいやなすみかをひきさいてやる。」

　そう言いうと、ロミオは短たん剣けんをぬいて、自じ分ぶんを刺さそうとした。

　乳母うばは、あわてて短たん剣けんをうばった。

「その手てをひかえろ」と、神しん父ぷはさけんだ。「それでも男おとこか。」

　神しん父ぷはあきれていた。ロミオはもっとしっかりした性せい格かくかと思おもっていたのだ。ティボルトを殺ころしたからといって自じ分ぶんも殺ころすようでは、ロミオを命いのちとたよるジュリエットを殺ころすようなものだ。

「どうして自じ分ぶんの生うまれをのろい、天てんと地ちをのろうのだ？」と、神しん父ぷ。「いかん、いかん、男おとことしての勇ゆう気きを失うしなっては、そのりっぱな容よう姿しもロウ細ざい工くにすぎぬ。愛あいを誓ちかいながら、むなしく裏うら切ぎるのか。大たい切せつにすると誓ちかった愛あいを殺ころすのか。」

　ロミオはうなだれて、神しん父ぷの言こと葉ばを聞きいていた。

「さあ、男おとこなら立たち上あがれ。」神しん父ぷは、はげました。「おまえのジュリエットは生いきている。その人ひとのためなら、死しんでもよいと思おもっていた人ひとがだ。その点てん、おまえはしあわせだ。ティボルトはおまえを殺ころそうとしたが、おまえがティボルトをたおした。それもまたしあわせ。死しを宣せん告こくすべき法ほう律りつもおまえの味み方かたとなり、追つい放ほうに変かわった。それもまたしあわせ。多おおくのしあわせがおまえの上うえに降ふっている。幸こう福ふくが最さい高こうの衣ころもをまとって、おまえにかしずいているのだ。それを、おまえは、ふくれっつらのわがままむすめのように、運うん命めいにも愛あいにも口くちをとがらせる。気きをつけろ、気きをつけろ、そういう手て合あいは、ろくな死しにかたをせん。さあ、計けい画かくどおりに、おまえのいとしい人ひとのもとへ行いき、その部へ屋やにしのびこめ。行いけ、ジュリエットをなぐさめてやれ。だが、夜や警けいの見みまわりの前まえにはもどってこい。さもなくば、マントヴァへ出でられなくなる。あの町まちに身みをひそめていろ。ころあいを見みはからってふたりの結けっ婚こんをおおやけにし、両りょう家けの仲なかをとりなし、大たい公こうのゆるしを求もとめ、おまえを呼よびもどしてやる。なげきながら出でて行いったときよりも、よろこびは二百万まん倍ばいになろう。」

　神しん父ぷは、それから乳母うばにむかって、先さきに行いって、ジュリエットに伝つたえるようにと命めいじた。

「それと、家いえの者ものを早はやめに休やすませるように言いってくれ」と、神しん父ぷ。「悲かなしみにしずんだ者ものには似につかわしいことだ。ロミオはすぐ行いく。」

　乳母うばは、神しん父ぷのありがたい説せっ教きょうを聞きいて、すっかり感かん心しんしていた。

「まあ、なんて学がくのあること。」

　それから、ロミオに話はなしかけた。

「ロミオさま、いらっしゃることをおじょうさまにお伝つたえしますよ。」

「そうしてくれ」と、ロミオ。「いとしい人ひとのおしかりを受うけにいくと伝つたえてくれ。」

　乳母うばは行いきかけて、ふりかえると、

「ああ、これ。」

と言いいながら、ジュリエットからわたすようにことづかった指ゆび輪わをロミオにわたした。そして、

「お急いそぎくださいよ、夜よもずいぶんふけました」と言いって、出でて行いった。

　ロミオは、ジュリエットの指ゆび輪わを見みつめながら、「これのおかげで元げん気きが出でてきた」と、つぶやいた。

　そんなロミオに、神しん父ぷはこう忠ちゅう告こくをした。

「行いけ、さらばだ。おまえの身みのふりかたとしては夜や警けいが出でまわる前まえにこの町まちをさるか、夜よ明あけとともに変へん装そうしてたちさるかだ。マントヴァにいなさい。いずれ、使つかいをする者ものを見みつけ、おまえに、ときおり、ここで起おこるよいできごとを伝つたえさせよう。」

　神しん父ぷはロミオとあくしゅをして、急いそがせた。

「もうおそい。さらばだ。おやすみ。」

「最さい高こうのよろこびに呼よばれて行いってまいります」と、ロミオ。「でなければ、このせわしない別わかれ、果はてしない悲かなしみとなりましょう。さようなら。」
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　キャピュレット家けでは、パリス伯はく爵しゃくを前まえにして、キャピュレットがあやまっていた。

　甥おいのティボルトが殺ころされるという不ふ幸こうがあったために、むすめに結けっ婚こんの話はなしをきちんとするひまがなく、パリス伯はく爵しゃくとの縁えん談だんは進すすんでいなかったのだ。

　あれ以い来らい、ジュリエットは部へ屋やにこもって、ずっと泣ないてばかりいる。それは、ジュリエットがいとこのティボルトが大だい好すきだったためだと、キャピュレットは考かんがえていた。

「さ、夜よもふけた」と、キャピュレットは、パリス伯はく爵しゃくに言いった。「今こん晩ばん、むすめは下おりてこんでしょう。あなたがおいでにならなければ、わしも一時じ間かん前まえには休やすんでいたところです。」

　パリス伯はく爵しゃくは、ご愁しゅう傷しょうのおりに結けっ婚こんの話はなしでもないだろうと考かんがえて、今いまはいとまごいをするしかないとあきらめていた。

「おじょうさまによろしくお伝つたえください」と言いって帰かえろうとする伯はく爵しゃくに、キャピュレット夫ふ人じんは答こたえて言いった。

「あすの早そう朝ちょう、むすめの気き持もちをたしかめます。今こん晩ばんは、悲かなしみの殻からに閉とじこもっておりますので。」

　こうして、パリス伯はく爵しゃくが非ひ常じょうに残ざん念ねんそうな表ひょう情じょうをうかべてたちさろうとするのを見みると、キャピュレットは、たいへんもうしわけなく感かんじた。

　ゆうべの夜や会かいでヴェローナじゅうの美び女じょを目めにしたにもかかわらず、あいかわらずむすめをよめにと言いってくれているのだ。そこまで思おもってくださるなら、むすめもこの人ひとと結けっ婚こんしたらしあわせになれるだろうし、なによりむすめは伯はく爵しゃく夫ふ人じんになれる。それに、いとこの死しを思おもってなみだが止とまらないほどなげき悲かなしんでいるむすめをこのまま泣なかせてやつれさせるよりは、花はなよめにしてやって、笑え顔がおをとりもどさせたほうがよいのではないか──キャピュレットは、そう考かんがえて、急きゅうに、むすめとパリス伯はく爵しゃくの結けっ婚こんを決きめてしまおうと思おもいたった。

「パリスどの、むすめの愛あいはあえてわしからさしあげよう」と、キャピュレットはパリス伯はく爵しゃくに告つげた。「あの子こはわしの言いうことなら、どんなことでも聞きく。」

　パリス伯はく爵しゃくはおどろいて、口くちをはさもうとした。

「いや、絶ぜっ対たいだいじょうぶ」と、キャピュレットは、笑え顔がおでパリス伯はく爵しゃくの不ふ安あんを否ひ定ていした。そして、妻つまにこう命めいじた。

「おまえ、休やすむ前まえにむすめのところへ行いって、わがむこパリス伯はく爵しゃくのお気き持もちを知しらせておきなさい。そして、こう言いうのだ──よいか──今こん度どの水すい曜よう、待まてよ──今日きょうは何なん曜よう日びだ？」

「月げつ曜よう日びです」と、パリス伯はく爵しゃく。

「月げつ曜ようか！　ハッ、ハッ！」と、キャピュレットは大おお声ごえで笑わらった。「じゃ、水すい曜ようじゃ早はやすぎる。木もく曜ようにしよう。木もく曜ように、こちらのりっぱな伯はく爵しゃくさまのもとにとつぐのだと伝つたえなさい。」

　それから、パリス伯はく爵しゃくにむきなおって、この急きゅうな予よ定てい変へん更こうで問もん題だいないか、たしかめた。

「あなたのほうもよろしいですか？　急いそぎだが、かまいませんな？　あまり大おおさわぎをせんで──友ともだちをひとりかふたり呼よぶ程てい度どで。」

　それを聞きいた夫ふ人じんは、「この人ひとは、またなにを言いいだすやら」と、あきれた。ヴェローナで一いち、二にを争あらそうキャピュレット家けで挙きょ式しきをするとなれば、客きゃくがひとりかふたりですむはずがない。しかし、夫ふ人じんがなにか言いう前まえに、キャピュレットは大おお声ごえでつづけた。
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「なにしろ、ほら、ティボルトが殺ころされたばかりなので、あれを大だい事じに思おもっていなかったと言いわれてもこまる。いとこですからな、あまり盛せい大だいにやるわけにはいきません。だから、お客きゃくは六人にん程てい度ど。そこまでです。」

　夫ふ人じんはそれを聞ききながら、「ひとりかふたり」と言いっておきながらもう「六人にん」に増ふえたわと思おもった。それが六十人にんとなり、さらに倍ばいになるのは目めに見みえている。

「だが、木もく曜よう日びでよろしいかな。」

　キャピュレットは、はしゃぐようにしてパリス伯はく爵しゃくにたずねた。

「はい、その木もく曜ようがあすであってほしいぐらいです」と、パリス伯はく爵しゃく。

「では、ごきげんよう。木もく曜よう日びということで。」

　キャピュレットは、パリス伯はく爵しゃくに別わかれを告つげると、妻つまに命めいじた。

「おまえ、休やすむ前まえにジュリエットのところへ行いって、婚こん礼れいの準じゅん備びをさせなさい。」

　そして、妻つまの返へん事じも聞きかずに、キャピュレットは「わしの部へ屋やに明あかりを、さあ！」と召めし使つかいたちに命めいじて部へ屋やにもどっていった。

　そろそろ夜よも明あけそうだった。
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　ジュリエットの寝しん室しつには、しらじらと明あけてきた朝あさの光ひかりがカーテンごしにさしこんできていた。空そらには、朝あさを告つげるひばりの鳴なき声ごえがひびいていた。

　ベッドには、ロミオとジュリエットがだきあったまま横よこになっていた。夫ふう婦ふとしてはじめて夜よるをいっしょにすごしたのだ。

　朝あさの気け配はいを感かんじて最さい初しょに身みを起おこしたのは、ロミオだった。

　ジュリエットは、まくらに頭あたまを横よこたえたまま、ロミオの胸むねに手てをのばして、あまい声こえでこうささやいた。

「もう行いってしまうの？　まだ夜よは明あけていないわ。あなたのおびえた耳みみにひびいたのは、あれはナイチンゲール。ひばりじゃない。夜よな夜よなむこうのザクロの木きで歌うたうの。ほんとうよ、あれはナイチンゲール。」

「ひばりだった」と、ロミオ。「朝あさを告つげる鳥とりだ。ナイチンゲールじゃない。ほら、あの東ひがしのほう、ちりぢりの雲くもをつなぎ合あわせるのは嫉しっ妬と深ぶかい光ひかりの筋すじ。夜よ空ぞらにまたたくともしびは燃もえつき、陽よう気きな朝あさ日ひが、もやのかかる山やまのいただきからつま先さき立だって顔かおをのぞかせている。行いかなければ。とどまれば死しぬだけだ。」

「あの光ひかりは朝あさ日ひじゃないわ。」ジュリエットは、朝あさとともにロミオが出でて行いってしまうのが、いやだった。だから、朝あさではないと思おもいこみたかった。

「わかっている、そう、あれは、太たい陽ようがはき出だした彗すい星せいよ」と、ジュリエットは言いった。「今こん晩ばんあなたが行いくマントヴァまでの道みちを照てらし出だしてくれる、導みちびきの光ひかり。だから、ここにいて。まだ行いかないで。」

　ロミオは、どうしてジュリエットが、朝あさが来きたことを否ひ定ていするのかわかっていた。どうしても別わかれたくないのだ。そんなジュリエットの思おもいがうれしかったから、ロミオは、今いま出でて行いかなければつかまって死し刑けいになるとわかっていても、「つかまってもいい、死しんでもいい」と思おもった。ジュリエットがそう望のぞむなら、それで満まん足ぞくだ。

　そう、あのうす明あかりは、朝あさの光ひかりではないと思おもえばいいのだ。青あお白じろい月つきの光ひかりなのだと。頭ず上じょう高たかく空そらいっぱいに鳴なりひびいたあのしらべも、ひばりの声こえではないと思おもえばいい。

「ぼくだって行いきたくない。とどまっていたい」と、ロミオはジュリエットにささやいた。「来くるがいい、死しよ、ジュリエットがそう望のぞむのだ。」

　そう言いわれてジュリエットのしあわせな気き持もちがすっと消きえた。

「どうしたんだい？　話はなしをしよう」と、ロミオ。「まだ朝あさじゃない。」

「朝あさよ、朝あさ」と、ジュリエットはあわてだした。「行いって、さあ、行いって。あんなに調ちょう子しっぱずれの声こえで歌うたうのはひばり。耳みみざわりな音おとをだし、いやな金かな切きり声ごえをだしたりして。さあ、行いって、どんどん明あかるくなってきたわ。」

「明あかるくなればなるほど、ぼくらの心こころは暗くらくなる」と、ロミオ。

　そのとき、部へ屋やの外そとで、乳母うばの声こえがした。

「おじょうさま。」

　ジュリエットがロミオといっしょにいるのを知しっているのは、乳母うばだけなのだ。なにやら秘ひ密みつの知しらせがあるのだろう。

「ばあや？」と、ジュリエット。

「お母かあさまがこちらへいらっしゃいます」と、乳母うば。「夜よが明あけました。気きをつけて。用よう心じんしてください。」

　ジュリエットは、あわててロミオを窓まどから外そとへ出だそうとした。

「では、窓まどよ」と、ジュリエット。「朝あさを入いれて、わたしの命いのちを送おくり出だして。」

「さようなら」と、ロミオ。「さようなら。もう一いち度どキスを。下おりる前まえに。」

　ロミオは、ジュリエットにキスしてから、なわばしごを下おりはじめた。

「行いってしまうのね。いとしい人ひと、あなた、そう、わたしの夫おっと。」

　ジュリエットは、恥はずかしそうに声こえをかけてから、毎まい日にち、いや一時じ間かんごとに手て紙がみを書かいてほしいとたのんだ。ロミオがいなければ、一分ぷんが何なん日にちにも思おもえるだろう。でも、そうやって数かぞえたら、ロミオにまた会あうまで、すっかり年としをとってしまう。
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「さようなら。どんな機き会かいものがさずに、君きみに便たよりをするよ。」ロミオは、約やく束そくした。

「また会あえるかしら？」ジュリエットは急きゅうに不ふ安あんになった。

「もちろんさ」と、ロミオ。「そして、そのときには、今いまの苦くるしみも、楽たのしい話はなしのたねになる。」

　ジュリエットは、いやな胸むなさわぎがした。なんだか、バルコニーから下おりて地じ面めんに立たったロミオのすがたが、墓はかの底そこで死しんでいる人ひとに見みえたのだ。

　目めのせい？　それとも、ロミオが青あおざめているから？

　ロミオの目めにも、ジュリエットが青あお白じろく、生せい気きがないように見みえた。別わかれなければならないふたりの悲かなしみが、ふたりの血ちを飲のみほしたのだ。

　ロミオは何なん度ども「さよなら、さよなら」と言いいながらたちさった。

　ひとりバルコニーに残のこったジュリエットは、運うん命めいの女め神がみに祈いのった。

　早はやくロミオを返かえしてほしい、と。ジュリエットの祈いのりは、詩しのかたちになっていた。

「ああ、運うん命めいよ、運うん命めいの女め神がみよ！

　人ひとはおまえを浮うわ気きと呼よぶけれど、

　浮うわ気きでいいわ、運うん命めいよ、

　そしたら、おまえはあの人ひとにあきて、

　また返かえしてくれるでしょう。」

　ジュリエットのほおをなみだがつたった。

　そのとき、屋や敷しきのなかから女じょ性せいの声こえが聞きこえてきた。

「ねえ、おまえ、起おきているの？」

　母はは親おやの声こえだ。

　なにがあったんだろう、こんな時じ間かんに？

　ジュリエットは、おどろいた。もう夜よが明あけようという、こんなにおそい時じ刻こくまで、母はは親おやは寝ねなかったのだろうか。それとも早はや起おきをしたのか。

　ジュリエットは、自じ分ぶんの部へ屋やにもどり、ガウンをはおって階かい下かの広ひろ間まへ下おりていった。広ひろ間までは、母はは親おやがきのうの服ふく装そうのまま立たっていた。どうやら、一いっ睡すいもしていないらしい。

「どうしたの、ジュリエット？」

　母はは親おやは、むしろジュリエットがこんな時じ間かんに起おきていて、目めを赤あかくしていることにおどろいていた。ジュリエットは、とっさに言いいわけを考かんがえた。

「お母かあさま、気き分ぶんが悪わるくて。」

「いとこの死しをいつまでもなげいているのね。」

　ジュリエットがひと晩ばんじゅうティボルトの死しをなげいていたと思おもっているらしい。

「え、なみだであの子こを墓はかから洗あらい出だそうとでもいうつもり？」

　母はは親おやは、どんなに泣ないてみたところで、亡なくなったティボルトが墓はかから出でてこられるわけでも、生いき返かえるわけでもないのだから、もう泣なくのはおよしなさい、とさとした。

「悲かなしみは愛あいの深ふかさを示しめすけれど、悲かなしみすぎるのは、知ち恵えの浅あささを示しめすもの。」

　母はは親おやの言こと葉ばは、なんだか格かく言げんめいていた。

「でも、つらいんですもの、泣なかせてください」と、ジュリエット。

「そうしてつらい思おもいをして泣ないても、帰かえらぬ人ひとには手てがとどかないのよ。」

「こうしてつらい思おもいがつのるから、別わかれた人ひとのことを泣なかずにはいられないのです。」

「では、おまえが泣なくのは、あの子この死しではなく、あの子こを殺ころした悪あく党とうが生いきているからね。」

「悪あく党とうってだれ、お母かあさま？」ジュリエットは、ドキッとした。

「あの悪あく党とう、ロミオよ」と、キャピュレット夫ふ人じん。

　ロミオは悪あく党とうなんかじゃない、と、ジュリエットは思おもわずさけびそうになった。天てんと地ちほどの差さがある──。しかし、ロミオとのことは、母はは親おやにかくしておかなければ。

「あの人ひとに神かみのおゆるしがありますよう。わたしは心こころからゆるしています。」

　ジュリエットは、母はは親おやの前まえでロミオのために祈いのってみせた。

「でも、あの人ひとほどわたしの心こころを悲かなしませる人ひとはいない。」ジュリエットは、つい思おもいを口くちにだしてしまった。

「それはつまり、裏うら切ぎりの人ひと殺ごろしが生いきているからね？」と、母はは親おや。

「ええ、お母かあさま、この手てのとどかぬところにいるからです。」ジュリエットは、うそにならないように言こと葉ばを選えらびながら、そう答こたえた。そして、親おやたちがロミオに危き害がいをくわえないように、「いとこのかたきをとるのは、このわたしだけであってほしい」と言いいそえた。

「だいじょうぶ、思おもい知しらせてやりますよ」と、母はは親おや。「だからもう泣なくのはおよし。あの追つい放ほうされたならず者ものがいるマントヴァへ人ひとをやって、だれも口くちにしたことのない飲のみ物ものを与あたえ、すぐにもティボルトのところへ送おくりこんでやりましょう。そうしたらおまえの気きも晴はれるでしょう。」

　どうやら、毒どくをロミオに飲のませようというつもりらしい。

「いえ、気きが晴はれることなどありません。」ジュリエットは、あわてて言いった。「ロミオの顔かおを見みるまでは」と口くちにしてしまって、母はは親おやがいぶかしそうにしているのに気きづいて、「その死しに顔がおを」と言いいそえてごまかした。そして、母はは親おやが毒どくをとどけたりしないように、こう言いった。

「お母かあさま、だれかに毒どくを持もたせるなら、その調ちょう合ごうはわたしにまかせて。ロミオがそれを受うけ取とったらすぐに安やすらかなねむりにつけるようにしてやります。」

　母はは親おやは、ジュリエットが毒どくを調ちょう合ごうするという意い味みで言いったのだと誤ご解かいし、にっこりして、「でもね、おまえ、いい知しらせがあるのよ」と話はなしを変かえた。

　なんだろう。いい知しらせを今いまほど聞ききたいときはない。

「どんなお知しらせ、お母かあさま？」

「いえね、お父とうさまはほんとうに気きのつくおかたで、おまえの暗くらい気き分ぶんを吹ふき飛とばそうと、とつぜんのよろこびの日ひをお決きめになったの。おまえには思おもいもよらないことだけれど、わたしもびっくりよ。」

「よろこびの日ひ」だという。いったい、なんの日ひだろう。

　ジュリエットがなんの日ひかたずねると、母はは親おやは、うれしくてたまらないようすでこう言いった。

「それがね、おまえ、今こん度どの木もく曜よう日びの朝あさ早はやく、ごりっぱで、お若わかくて、気け高だかい紳しん士しでいらっしゃるパリス伯はく爵しゃくが、聖せいペテロの教きょう会かいで、ありがたいことに、おまえをしあわせな花はなよめにしてくださろうというのよ。」

　ジュリエットは、体からだじゅうの血ちがこおりつく思おもいがして、思おもわずさけんだ。

「聖せいペテロ教きょう会かいと聖せいペテロさまにかけて、わたしはパリス伯はく爵しゃくのしあわせな花はなよめにはなりません！」

　こんなに急きゅうな話はなしなど、ありはしない。

　夫おっとになろうという男だん性せいがまだ求きゅう愛あいにも来きていないというのに結けっ婚こんだなんて。

　それに、ジュリエットは、もうロミオと身みも心こころも夫ふう婦ふとなったのだ。夫おっとをふたり持もつことなどできやしない。

「お母かあさま」と、ジュリエットは、真しん剣けんな声こえで言いった。「どうか、お父とうさまにお伝つたえください。わたしはまだ結けっ婚こんできません。それに結けっ婚こんするときは、誓ちかって、パリスさまではなく、大だいきらいなロミオにします。」

　ジュリエットとしては、それが精せいいっぱい言いえる真しん実じつだった。

　キャピュレット夫ふ人じんは、むすめのけんまくにおどろいて、なにも言いえないでいた。そして、夫おっとが近ちかづいてくるのに気きづいて、こう言いった。

「お父とうさまがお見みえです。自じ分ぶんでおっしゃい。おまえからそんなことを言いわれたら、どんなお気き持もちになることか。」

　そこへ、キャピュレットが乳母うばといっしょにやってきた。むすめの顔かおがなみだでぐしゃぐしゃになっているのを見みると、「日ひがしずむと大だい地ちは露つゆでそぼぬれるものだが、兄あに上うえの息子むすこが没ぼっすると、どしゃぶりになるな」と言いって、にやにやした。むすめが泣ないているというのに、気きの利きいたことを言いったつもりになって楽たのしんでいるらしい。

「どうした、噴ふん水すいに変へん身しんか？　いつまでも降ふりやまんな？」キャピュレットは、むすめがいつまでも泣ないているのをからかってから、妻つまに例れいの取とり決きめをこの子こに話はなしたかと、たずねた。

　キャピュレット夫ふ人じんは、こまった顔かおをして答こたえた。

「ええ、でも、ありがたいけれど、いやなのですって。」それから、「ばかな子こ。お墓はかとでも結けっ婚こんすればいいんだわ」とつぶやいた。

　キャピュレットは、おどろいた。

「え？　なんだって、なんだって、おまえ。どういうことだ？　いやだと？」

　まさか、むすめがパリス伯はく爵しゃくとの縁えん談だんをことわるなどと、思おもってもみなかったのだ。キャピュレットは、むすめにむきなおった。

「ありがたいとは思おもわんのか。ほこらしいとは思おもわんのか。このふつつか者ものをあんなにりっぱな紳しん士しの花はなよめにしてやろうと、みなが骨ほねを折おっているというのに、身みのしあわせとは思おもわんのか？」

「ほこらしいとは思おもいませんが、ありがたいとは思おもいます」と、ジュリエットは、父ちち親おやが自じ分ぶんのためを思おもってこの縁えん談だんをすすめてくれていることに感かん謝しゃして言いった。しかし、この縁えん談だんを受うけるわけにはいかない。

「いやなものをほこらしくは思おもえませんが、いやなものでも、せっかくのご好こう意い、ありがたいと思おもいます」と、ジュリエットは言いった。

　こんな縁えん談だんはいやだということを、少すこし強つよく言いいすぎてしまった。これが、キャピュレットには、カチンときた。

「なんだ、なんだ、なんだ、屁へ理り屈くつか、どういうことだ。『ほこらしく』『ありがたい』が、『感かん謝しゃはしない』、『ほこらしくはない』だと、このこざかしい小こむすめが！　わしにむかって、ありがたいだの、ほこらしいだの、生なま意い気きな口くちをきくな。」

　キャピュレットは、むすめのことをだれよりも大たい切せつに思おもえばこそ、むすめにとって最さい高こうの縁えん談だんを用よう意いしたと思おもっていた。それなのに、親おやの気きも知しらずに、屁へ理り屈くつをこねて拒きょ絶ぜつするなどという勝かっ手てをゆるすわけにはいかない。

「だまって、そのきれいな手て足あしの手て入いれでもしておくんだな。今こん度どの木もく曜よう日び、パリス伯はく爵しゃくと聖せいペテロ教きょう会かいへ行いくのだ。いやなら、罪ざい人にん引ひき回まわしの戸と板いたに乗のせてでも引ひっ張ぱっていく。」

　キャピュレットがそう告つげると、むすめの顔かおにはっきりとした反はん抗こうの色いろがあらわれたので、つい声こえをあららげてしまった。

「この青あお白じろい貧ひん血けつむすめめ！　ろくでなし！　白しろい顔かおしやがって、このごくつぶし！」

　あまりの怒おこりように、夫ふ人じんが、「まあ、あなた、なにもそんなに」と、とりなすほどだった。

　ジュリエットは、パッとひざまずいた。

「お父とうさま、ひざをついてお願ねがいします。どうかひと言ことだけお聞ききください。」
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「この親おや不ふ孝こう者ものが、さからいおって！」キャピュレットは興こう奮ふんがおさまらない。それから、ジュリエットの嘆たん願がんに耳みみを貸かすことなく、こう言いい放はなった。

「いいか──木もく曜ようには教きょう会かいに行いくのだ。さもないと、二に度どとわしの顔かおを見みてはならぬ。」

　ジュリエットが息いきをのんで、それができない理り由ゆうを言いおうとしたとき、キャピュレットは大おお声ごえでどなってだまらせた。

「なにも言いうな、だまっていろ、言いい返かえすな。」

　キャピュレットは、むすめをひっぱたきたいくらいに怒おこっていたが、むずむずする手てをおさえて、夫ふ人じんにこう告つげた。

「なあ、この子このほかに子こ宝だからに恵めぐまれず残ざん念ねんと思おもっていたが、ひとりでじゅうぶんだとわかった。こんな子こを持もったとはなさけない。」

　そして、ゆかにひざまずきながらも、こちらをうらめしそうに見み上あげているむすめがまるでこちらをにらんでいるような気きがして、「ええい、このはすっぱめ！」と言いいながら、思おもわず手てを高たかくかかげてしまった。

　すかさず、乳母うばが、あいだに飛とびこんだ。

「まあ、おかわいそうに。」乳母うばはジュリエットをだきしめるように守まもり、キャピュレットを見み上あげて、「いけませんよ、だんなさま、そんなにおしかりになっちゃ」とさけんだ。

「なにを、えらそうに」と、キャピュレット。「だまっていなさい、わけ知しり顔がおに！　おしゃべりはよそでするがいい。」

「だんなさまにさからってはおりません」と、乳母うば。

「もうよい、さがれ！」

　乳母うばもだまってはいない。

「口くちをきいてはなりませんか。」

「うるさいぞ」と、キャピュレット。「つべこべ言いうな！　おまえの忠ちゅう告こくは、おしゃべり仲なか間まに聞きかせるがいい。ここでは無む用ようだ。」

　見みかねた夫ふ人じんが、夫おっとの肩かたに手てをおいて、「あまり興こう奮ふんなさらずに」と、とりなした。

「これが怒おこらずにいられるか！」キャピュレットは興こう奮ふんをおさえきれずに、夫ふ人じんにこぼした。

「毎まい日にち毎まい晩ばん、働はたらいていても、休やすんでいても、友ともといても、ひとりのときも、いつもこの子この結けっ婚こんのことを心しん配ぱいしてきたのだ。そしてようやくりっぱな家いえ柄がらの、すばらしい領りょう地ちを持もった、若わかくて由ゆい緒しょ正ただしい紳しん士しを、非ひの打うちどころがないとみなが言いう紳しん士し、男おとこならこうありたいと思おもうような男おとこを与あたえてやると、めそめそと泣なき虫むしのあほうがぐずりおって、運うん命めいの贈おくり物ものを前まえにして、『結けっ婚こんしません、愛あいせません、若わかすぎます、おゆるしを』だと！」

　キャピュレットは、むすめがこの縁えん談だんをいやがるのは、まだ若わかすぎるから気きが進すすまないだけだと思おもいこんでいたのだ。ジュリエットがわがままを言いっているのだと決きめつけて、こうどなりちらした。

「ようし、結けっ婚こんしないというなら、どこへでも勝かっ手てに行いくがいい。この家いえにはおかん。よいか、よおく考かんがえろ。じょうだんではないぞ。木もく曜ようはすぐだ。胸むねに手てをおいて考かんがえろ。おまえがわしのむすめだと言いうなら、わしの言いうとおりによめにゆけ。わしのむすめでないのなら、勘かん当どうだ。」

　勘かん当どうというのは、親おや子この縁えんを切きり、子ことしてあつかわない、どこかよその家いえの子こになれ、ということだ。キャピュレット家けという大だい富ふ豪ごうのおひめさまとして育そだてられたジュリエットを、財ざい産さんもなにひとつわたさずに家いえからほうり出だして、通とおりで飢うえようが、野のたれ死じにしようが勝かっ手てにしろというのである。

「真しん剣けんに考かんがえろ。一いち度ど言いったことはとり消けさん。」父ちち親おやは、怒いかりをおさえきれないようすで、それだけ言いい残のこすと、部へ屋やから出でて行いった。

　ジュリエットは、母はは親おやに助たすけをもとめた。

「ああ、やさしいお母かあさま、わたしを見み捨すてないで。この結けっ婚こんをひと月つき、一週しゅう間かんでもいいから延えん期きして。」

　なんとかして、木もく曜ように結けっ婚こんというのだけは、さけたかった。ロミオの妻つまでありながら、別べつの男おとこと結けっ婚こんするなんて、死しんだほうがましだ、とジュリエットは思おもった。

　ところが、母はは親おやは冷つめたく「わたしに言いわないで」と拒きょ絶ぜつした。夫おっとと同どう様ように、ジュリエットがわがままを言いっていると思おもったのだ。

「困こまった子こだね、好すきになさい。」そう言いうと、夫おっとのあとを追おって、部へ屋やを出でて行いってしまった。

　残のこったのは、乳母うばだけだ。

「ああ、ばあや、どうしたらいい？」と、ジュリエットは神かみにもすがる思おもいで、乳母うばに話はなしかけた。ジュリエットがロミオと結けっ婚こんしたことを知しっているのは、この家いえでは乳母うばだけなのだ。

　神かみさまの前まえで誓ちかって結けっ婚こんした夫おっとがこの世よにあり、結けっ婚こんの誓ちかいは天てんの神かみさまにささげたのだから、その誓ちかいをなかったことにはできやしない。

「ね、なぐさめて、知ち恵えを貸かして」と、ジュリエットは乳母うばにうったえた。

　乳母うばは、こまった顔かおをしたきり、なにも言いおうとしない。

「ああ、ひどいわ、わたしみたいな、か弱よわい者ものを神かみさまがわなにおはめになるなんて」と、ジュリエットは泣なき言ごとを言いった。それから、もう一いち度ど、乳母うばに声こえをかけてみた。

「ねえ、どう思おもう？」

　乳母うばはだまったままだ。

「なにか言いってよ、ねえ、ばあや。」

　すると、ようやく乳母うばはその重おもい口くちを開ひらいた。

「つまり、こういうことです。ロミオは追つい放ほうですから、どうあっても、もどってきておじょうさまを取とりもどすことはできません。できたとしても、こっそりかくれてのことです。」

　乳母うばは、必ひっ死しになって考かんがえて、言こと葉ばをつづけた。

「となれば、こういうことになった以い上じょう、伯はく爵しゃくとご結けっ婚こんなさるのがよいでしょう。」

　ジュリエットは、耳みみをうたがった。

　乳母うばは、いったんそう言いうと、パリス伯はく爵しゃくをほめちぎりはじめた。

「そりゃ、すてきな紳しん士しですもの！　ロミオなんかぞうきんですよ。おじょうさま、ワシだってパリス伯はく爵しゃくほど、青あおく、するどく、美うつくしい目めをしてはいませんよ。ほんにまあ、この二度どめのご縁えん組ぐみで、おしあわせになれますよ。最さい初しょのよりずっといい。そうじゃなくても、最さい初しょの人ひとはお亡なくなり、いえ、ここにいられないんじゃ、お亡なくなりも同どう然ぜんですから、おじょうさまとは縁えんがなかったんですよ。」

「心こころからそう言いっているの？」ジュリエットは、ぼう然ぜんと乳母うばを見みつめた。

「ええ、魂たましいから」と、乳母うば。「でなけりゃ地じ獄ごく落おちになります。」

　そうなればいいんだわと、ジュリエットは思おもった。わたしをロミオとひきはなそうとする者ものは、みんな地じ獄ごくに落おちてしまえ。

　もう乳母うばは、たよりにならない。この人ひとは敵てきだわ。こうなったら、たよりにできるのは、ロレンス神しん父ぷしかいない。

　ジュリエットはそう考かんがえると、なにくわぬ顔かおをして乳母うばにこう伝つたえた。

「おくへ行いって、お母かあさまにお伝つたえして。わたしは、お父とうさまのごきげんを損そこねたことを反はん省せいし、おゆるしを得えるため、ロレンス神しん父ぷさまのところにざんげをしに行いきましたと。」

　ジュリエットは、ほんの少すこしだけ、うそをついた。これからロレンス神しん父ぷさまのところへ行いくのはほんとうだけれど、反はん省せいなどはしていない。乳母うばは、そうとは気きづかずに、

「はい、はい、それがなによりですよ」と、ほっとしたように言いって、部へ屋やから出でて行いった。

　ひとりになったジュリエットは、乳母うばをののしった。

　おいぼれのばち当あたり！　おそろしい悪あく魔まだわ、

　あんなふうに結けっ婚こんの誓ちかいをやぶらせようとするなんて！

　ひどい罪つみじゃない？　わたしの夫おっとをあんなふうにこきおろすなんて！

　くらべるものがないと何なん千ぜん回かいもほめちぎったばかりなのに！

　消きえてしまえ！

　そう念ねんじるジュリエットは、悲かなしくてたまらなかった。なみだがほおを伝つたった。

　たよりにしていたのに。

　もう、この胸むねのうちを、乳母うばに明あかすことはできない。あの人ひとは、もう赤あかの他た人にん。

　とにかく、神しん父ぷさまのところへ行いってみようと、ジュリエットは考かんがえた。

　救すくいの道みちを教おそわりに。

　たとえ、どうすることもできなくても、死しんですべてを終おわりにすることだってできる。

　ジュリエットは、そう自じ分ぶんに言いい聞きかせていた。
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　教きょう会かいのロレンス神しん父ぷのもとには、パリス伯はく爵しゃくがやってきていた。今こん度どの木もく曜ようにジュリエットと結けっ婚こんすることになったから、挙きょ式しきをよろしくとたのみに来きたのだ。

　ロレンス神しん父ぷは、おどろいた。ジュリエットをロミオと結けっ婚こんさせたばかりなのに、今こん度どはパリス伯はく爵しゃくと結けっ婚こん式しきを挙あげることになるとは。

　しかし、そんなことは伯はく爵しゃくには言いえなかった。ただ、ロレンス神しん父ぷはなにくわぬ顔かおで、「それはまた急きゅうな話はなしで」と言いっただけだった。

「わが父ちちとなるキャピュレットの意い向こうなのです」と、パリス伯はく爵しゃく。「私わたくしも、急いそいでこまる理り由ゆうもないものですから。」

「おじょうさんのお心こころはまだわからぬとおっしゃいましたな。」ロレンス神しん父ぷは、なんとかしてこの新あらたな縁えん談だんをやめさせなければならないと考かんがえた。「話はなしの進すすめかたが、みょうです。いけませんな。」

「おじょうさんがティボルトの死しをなげいてばかりいるので、愛あいを語かたらうことができなかったのです。」パリス伯はく爵しゃくは、言いいわけをした。「そこで、お父ちち上うえは、おじょうさんがそれほどまでに悲かなしみに身みをまかせるのは危き険けんだとお考かんがえになり、結けっ婚こんを早はやめれば、なみだの洪こう水ずいもおさえられるだろうとご判はん断だんなさったのです。ひとりで思おもいつめていないで、ふたりになれば、なみだもかれるだろうとのお考かんがえです。これで急きゅうな話はなしのわけも、おわかりいただけたと思おもいます。」

　しかし、ロレンス神しん父ぷには、延えん期きせねばならぬわけもわかっていた。

　ちょうどそこへ、ジュリエットが思おもいつめた顔かおつきでやってきた。

　パリス伯はく爵しゃくは、ここでジュリエットに会あえたのがとてもうれしかった。

「これはよいところへ、いとしい妻つま」と、声こえをかけた。

　ジュリエットは、ロミオ以い外がいの人ひとから「いとしい妻つま」などと呼よばれたくなかった。

「きっとそうも呼よばれましょう、わたしが人ひとの妻つまならば」と、ジュリエットは冷つめたい返へん事じをした。

「その『きっと』が、今こん度どの木もく曜よう日びには、『必かならず』になります。」パリス伯はく爵しゃくは期き待たいに胸むねをふくらませて返かえした。

「必かならずなるのでしたら、なるでしょう。」ジュリエットは、ひとごとのように言いった。

　たしかに、必かならずなるのなら、なるはずだ。名めい言げんだと、ロレンス神しん父ぷは感かん心しんした。

「こちらの神しん父ぷさまへざんげをなさりにいらしたのですか？」と、パリス伯はく爵しゃくはたずねた。

　ジュリエットは、なみだにぬれた顔かおをパリス伯はく爵しゃくに見みられてしまったのを恥はずかしく思おもいながら、伯はく爵しゃくの問といにきちんと答こたえることなく、「神しん父ぷさま、今いまお時じ間かんおありでしょうか？」と、ロレンス神しん父ぷに話はなしかけた。

「なやめるわが子こよ、ちょうど今いま、手てがすいている。」ロレンス神しん父ぷはそう答こたえると、パリス伯はく爵しゃくにむきなおって、「殿でん下か、ふたりきりで失しつ礼れいさせていただきますよ」と、あいさつした。
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「信しん仰こうのじゃまになるようなことはいたしません。」パリス伯はく爵しゃくは帰かえりじたくをして、最さい後ごに「ジュリエット、木もく曜ようの朝あさ早はやく、起おこしに行いきます。それまでは、さようなら」とあいさつした。

　そして、さようならのキスをしようとしたが、ジュリエットが思おもわずうつむいたので、ひたいにキスをするしかなかった。それでも、パリス伯はく爵しゃくは満まん足ぞくしたような表ひょう情じょうでさっていった。

　パリス伯はく爵しゃくが出でて行いくと、ジュリエットは、神しん父ぷにすぐに戸とを閉しめてほしい、それがすんだら、いっしょに泣ないてほしいと、うったえた。

　神しん父ぷが戸とを閉しめると、ジュリエットは、「もう希き望ぼうもない、救すくいもない、どうしようもない！」と、泣なきくずれた。

　神しん父ぷは、その悲かなしみのわけを知しっていた。今こん度どの木もく曜ようにあの伯はく爵しゃくと結けっ婚こんする話はなしは、今いま聞きいたばかりだ。

　ジュリエットは、なんとかこの縁えん談だんを止とめる方ほう法ほうを教おしえてくださいとたのんだ。

「神しん父ぷさまのお知ち恵えでもどうすることもできないなら、この短たん剣けんでただちに片かたをつけようというわたしの決けつ意いをかしこいと言いってください。」

　そう言いったジュリエットの手てには、するどい短たん剣けんがにぎられていた。

　ロミオと結むすばれたこの身みを、ほかの男おとこにゆだねるくらいなら、いっそ死しんでしまいたいと、ジュリエットは思おもっていた。

「神しん父ぷさまの長なが年ねんの経けい験けんから、今いますぐなにかお知ち恵えをください。さもないと、ほら、このおそろしい短たん剣けんが、わたしと苦く悩のうとのあいだの最さい後ごの仲ちゅう裁さい役やくとなり、そのお年としや学がく問もんをもってしても解かい決けつできない難なん問もんに見み事ごとに決けっ着ちゃくをつけることになります。」

　ロレンス神しん父ぷは、ジュリエットの手てににぎられた短たん剣けんを見みつめ、その気き迫はくに気けおされたように、息いきをのんで、だまっていた。

「だまってないで、なにか言いって！」と、ジュリエット。「死しんでしまいたいの、わたし。お言こと葉ばに、救すくいがないのなら。」

「待まて、むすめ！」ロレンス神しん父ぷは、あわててジュリエットを制せいして言いった。

「ほんのわずかな望のぞみが、ある。実じっ行こうするには絶ぜつ望ぼう的てきな決けつ意いがいるぞ。」

　パリス伯はく爵しゃくと結けっ婚こんするくらいなら死しをもかくごするというのであれば、救すくいの道みちを教おしえようと、神しん父ぷは低ひくい声こえで言いった。

　パリスと結けっ婚こんしろというのでなければ、ジュリエットには、どんなつらいめにあってもたえてみせるというかくごがあった。そう、たとえ、死しんだ人ひとたちがおさめられる地ち下かの納のう骨こつ堂どうに閉とじこめられて、どくろの山やまにその身みをうずめられてもかまわない。いとしい人ひとの妻つまとして、きよらかに生いきていけるなら、どんなことだってやってみせましょうと、ジュリエットは神しん父ぷに言いった。

　すると、神しん父ぷは、「家いえにもどり、陽よう気きにふるまい、パリスとの結けっ婚こんを承しょう諾だくしなさい」と命めいじた。

　ジュリエットは、そんなことはできないと反はん対たいしようとしたが、神しん父ぷはだまるように手てで合あい図ずをして、たなから小ちいさな薬くすりびんをとり、それをかかげながら、こう説せつ明めいした。

「あすは水すい曜よう。あすの晩ばんはひとりでベッドに入はいり、このびんのなかの薬くすりを飲のみほしなさい。すると、ただちに体からだのすみずみまで冷つめたいねむ気けが走はしり、脈みゃくはその自し然ぜんの流ながれを止とめ、体たい温おんも呼こ吸きゅうもなくなり、生いきているとは見みえなくなる。くちびるやほおの赤あか味みはおとろえて、くすんだ灰はい色いろとなり、死しが命いのちの光ひかりをしめ出だすように、目めの窓まどもぴたりと閉とじられる。体からだじゅうのしなやかな動うごきがなくなり、死しんだように冷つめたく硬こう直ちょくする。こうして、なえしぼんだ仮かりの死しのすがたを借かりて、過すごすこと、四十二時じ間かん。それから、心ここ地ちよいねむりから起おきるように目めが覚さめるのだ。つまり、パリスが花はなむことしておまえを寝ね床どこから起おこそうとやってくる朝あさには、おまえは死しんでいるわけだ。されば、この国くにのしきたりどおり、おまえは晴はれ着ぎを着きせられ、ひつぎに入いれられて、キャピュレット家けが代だい々だいねむる古ふるい納のう骨こつ堂どうへ運はこばれることになる。一いっ方ぽう、おまえが目めを覚さます前まえに、わしらの計けい画かくをロミオに手て紙がみで知しらせて、こちらへ呼よび寄よせ、わしといっしょにおまえが目め覚ざめるのを見み守まもってもらう。まさにその晩ばん、ロミオはおまえをマントヴァへ連つれ出だすのだ。こうすれば、このたびの恥ち辱じょくからものがれられよう。くだらぬ移うつり気ぎや気きおくれから、やりとげる勇ゆう気きを失うしなうことがなければな。」
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「ください、ください、その薬くすり！」ジュリエットは、手てをのばした。

　その薬くすりさえあれば、パリス伯はく爵しゃくとの結けっ婚こんをのがれて、ロミオといっしょになれると知しって、ジュリエットの顔かおはかがやいた。

「気きおくれなんかするもんですか」と、ジュリエット。

「おちつけ」と、神しん父ぷは言いってから、ジュリエットの白しろい手てに、そっと薬くすりびんをにぎらせた。

「さ、行いきなさい。かくごを決きめ、やりとげるんだぞ。わしは、使つかいの修しゅう道どう僧そうに急いそぎマントヴァのロミオのもとに手て紙がみをとどけさせる。」

「愛あいがわたしに力ちからをくださいますよう。力ちからがなによりの助たすけ。」

　ジュリエットは、そう言いいながら、薬くすりびんを大たい切せつににぎりしめた。

　そして、「さようなら、神しん父ぷさま」と、おじぎをすると、教きょう会かいを飛とび出だした。
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　父ちち親おやのキャピュレットは、そんなこととはつゆ知しらず、木もく曜ようの結けっ婚こんパーティーの準じゅん備びに大おおわらわだった。招しょう待たい客きゃくのリストを作つくって、召めし使つかいたちに招しょう待たい状じょうをとどけてくるように命めいじたり、腕うで利ききの料りょう理り人にんを二十人にんやとう手て配はいをさせたりしていた。

　キャピュレットは、家いえじゅうを走はしりまわるようにして指さし図ずをしていたが、むすめのジュリエットがいないことに気きづいた。ジュリエットはロレンス神しん父ぷのところへざんげをしに行いったのだと乳母うばから告つげられると、あの生なま意い気きなわがままむすめも、神しん父ぷの説せっ教きょうを聞きけば、少すこしはおとなしくなるのではないかなどと、ふと考かんがえた。

　そこへ、ジュリエットが、教きょう会かいから明あかるい顔かおをして帰かえってきた。

「どうした、強ごう情じょっぱり、どこをぶらついていた？」キャピュレットは、むすめに声こえをかけた。

　すると、ジュリエットは、今朝けさがたの反はん抗こうはどこへやら、父ちち親おやの前まえにおとなしくひざまずいて、こう言いった。

「お父とうさまとそのお言いいつけにしたがわなかった罪つみを悔くい、お父とうさまのおゆるしを得えるよう、こうしてひれふすように、ロレンス神しん父ぷさまよりもうしつかりました。どうかおゆるしください。これからはお父とうさまの言いうとおりにいたします。」

　キャピュレットは、びっくりするやら、よろこぶやらで、とつぜん妻つまにむかってさけんだ。

「伯はく爵しゃくを呼よびにやれ。こう伝つたえるのだ。あすの朝あさにも、この縁えん結むすびをいたしたいとな。」

　パリスとの結けっ婚こんを木もく曜ようではなく、あすの水すい曜ように行おこなおうというのだ。

　それを聞きいたジュリエットは、あの薬くすりを飲のむのは、あすの晩ばんではなく、今こん晩ばんになったと思おもった。

　ジュリエットが、パリス伯はく爵しゃくとはロレンス神しん父ぷさまのところでお会あいして、ごあいさつしましたと言いうと、キャピュレットはさらに大おおよろこびして、「こうでなくちゃいかん」と言いい、さっそく伯はく爵しゃくを家いえにお呼よびするようにと召めし使つかいに命めいじた。

「いやはやまったく、神しん父ぷさまとはたいしたものだ。」

　キャピュレットはそう言いいながら、むすめの気きがこれほど急きゅうに変かわって親おやの言いいつけを聞きくようにしてくれた神しん父ぷの力ちからに感かん心しんしていた。

　ジュリエットは、自じ分ぶんの部へ屋やにもどろうとして、乳母うばにこう声こえをかけた。

「ばあや、わたしといっしょにお部へ屋やに来きて、あした着きるのにふさわしい衣い装しょうを選えらぶのを手て伝つだってちょうだい。」

　そこへちょうど通とおりかかった母はは親おやが、「あすじゃなくて、木もく曜ようでしょ」と言いうと、父ちち親おやが、

「結けっ婚こん式しきはあすにした」と告つげた。

　母はは親おやはおどろいて、「準じゅん備びが間まに合あいませんわ。それにもう日ひが暮くれます」と抗こう議ぎした。

「ふん、わしがかけまわれば、万ばん事じうまくいく」と、キャピュレット。「心しん配ぱいはいらぬ。ジュリエットのところへ行いって、着きつけの手て伝つだいをしてやりなさい。わしは、今こん夜やは寝ねないぞ、まかせておけ。今こん回かいばかりは、わしが女にょう房ぼう役やくだ。」

　はりきったキャピュレットは、「おい、だれか！」と召めし使つかいを呼よびつけたが、だれも返へん事じをする者ものがいない。みんな出ではらってしまったのだ。

　しかたなく、自みずからパリス伯はく爵しゃくのところへ歩あるいていくことにした。あすの準じゅん備びをしていただかなくてはならない。

　キャピュレットの心こころは、すばらしく軽かるかった。あの気きまぐれむすめがこうも改かい心しんするなんて、信しんじられなかったのだ。

　そのころ、ジュリエットは、自じ分ぶんの寝しん室しつで、乳母うばと話はなしをしていた。

　乳母うばは、花はなよめのドレスをうれしそうに、ジュリエットに見みせていたが、ジュリエットは、ドレスのことなどどうでもよかったし、それにもまして乳母うばといっしょに話はなしをするのもうんざりだった。

「ええ、その衣い装しょうが一いち番ばんね。」ジュリエットは、ドレスが気きに入いったふりをして返へん事じをした。

「ところで、ばあや、今こん晩ばんはわたしをひとりにさせて。いろいろなお祈いのりを唱となえて、お願ねがいしなければならないもの。天てんがわたしのこの心こころにほほえんでくださるように。おまえも知しってのとおり、ひねくれていて罪つみ深ぶかい心こころだから。」

　乳母うばには、どんなうそだって平へい気きでつける気きがした。

　ドアにノックがあった。母はは親おやがなかをのぞいて言いった。

「どう、いそがしい？　お手て伝つだいしましょうか？」

「いいえ、お母かあさま」と、ジュリエットはきっぱりと答こたえた。「あすの衣い装しょうに必ひつ要ようなものはみな選えらび終おわりました。ですから、今いまからひとりにしておいてください。ばあやも今こん晩ばんはお母かあさまのほうでお使つかいください。だって、こんなに急きゅうな話はなしですもの、さぞかしお手てが足たりないでしょう。」

　なんとかして今こん晩ばんは、ひとりきりでベッドに入はいらなければならない。

　薬くすりを飲のむところを、だれにも見みられないようにしなければ。ジュリエットの頭あたまにはそのことしかなかった。

「おやすみ」と、母はは親おや。「すぐおふとんに入はいりなさい。しっかり寝ねておかなければね。」

　母はは親おやは、乳母うばといっしょに出でて行いった。

　ひとりきりになると、ジュリエットは「おやすみなさい」ではなく、「さようなら」と、つぶやいた。いつまたあのふたりと会あえるかわからないと思おもうと、なんだか背せ筋すじがぞくぞくした。

　体からだじゅうが、ぞっとして、こおりつきそうだ。

　ふたりを呼よびもどしてなぐさめてもらおうかしらと、ジュリエットはふと思おもったが、それはできないとすぐ気きづいた。このおそろしい一いち場ばは、自じ分ぶんひとりで演えんじ切きらなければならないのだ。

　ジュリエットは服ふくのままベッドの上うえにあがり、ロレンス神しん父ぷからもらった薬くすりびんを大たい切せつに取とり出だし、じっと見みつめた。

　もし、この薬くすりがぜんぜん効きかなかったらどうしよう？

　そしたらあすの朝あさ、結けっ婚こんすることになるのだろうか。そんなことが絶ぜっ対たいあってはならない。

　ジュリエットは、いつも大だい事じに持もっている短たん剣けんを取とり出だした。

　そう、いざとなったら、この剣けんで自じ分ぶんの命いのちを絶たつのだ。

「おまえはここにおいで。」ジュリエットは、短たん剣けんをまくらの下したに入いれた。

　そして、もう一いち度ど薬くすりびんを見みつめた。

　もしこれが毒どくだったら？　神しん父ぷさまがひそかにジュリエットを殺ころそうとして毒どくを入いれておいたら？　両りょう家けにないしょでロミオと結けっ婚こんさせてしまったから、そのことがばれたらたいへんなことになると思おもって、ジュリエットを殺ころそうと考かんがえたとしたら？

「きっとそうだわ」と、ジュリエットは一いっ瞬しゅんうたがってしまった。

　しかし、そんなはずはないと考かんがえ直なおした。あの神しん父ぷさまは、徳とく高たかいりっぱな人ひとだもの。そんなひどいことをするはずがない。

　けれども、この薬くすりを飲のんで死しんだようになったら、そのあとはどうなるのだろうか。家いえの人ひとたちは、ジュリエットが死しんだと思おもって、かんおけに入いれて、納のう骨こつ堂どうにおさめるだろう。もしロミオが助たすけにきてくれる前まえに目めが覚さめてしまったら？

「ああ、それよ、こわいのは！」と、ジュリエットは考かんがえた。

　きたならしい納のう骨こつ堂どうには、きれいな空くう気きなど流ながれこまない。よどんだ、おぞましい空くう気きで息いきがつまって、ロミオが来くる前まえに死しんでしまうのでは？

　キャピュレット家けの古ふるい納のう骨こつ堂どうには、何なん百びゃく年ねん来らいのご先せん祖ぞさまの骨ほねがぎっしり埋まい葬そうされている。埋まい葬そうされたばかりの血ちまみれのティボルトのくさった死し体たいも横よこたえられているだろう。そんな死し体たいの列れつのなかにならべられるのだ。夜よ中なかのある時じ刻こくになると、お化ばけが出でるともいうし──

「どうしよう、どうしよう！」

　ジュリエットは、納のう骨こつ堂どうのなかを想そう像ぞうしてふるえた。薬くすりの効ききめがなくなって目めが覚さめたとき、そんなおぞましいおそろしいものにかこまれて、くさった死し体たいのにおいで息いきもつまりそうになったら、こわくて正しょう気きを失うしなってしまうかもしれない。そしたら、その死し体たいのなかに、わが身みを剣けんでつらぬいたロミオをさがして、さけぶかもしれない──「ロミオ、ロミオ、ロミオ！」と。

　ジュリエットは、ハッと現げん実じつにもどった。そう、そのとき納のう骨こつ堂どうのなかにロミオの死し体たいがあるはずがないのだ。

　ジュリエットは、自じ分ぶんがぎゅっとにぎりしめている小こびんに気きづいた。

「ここに薬くすりが！」

　小こびんのコルクをぬいて、びんの口くちをくちびるにつけた。

「あなたに乾かん杯ぱい！」

　そう小ちいさくつぶやくと、一いっ気きに薬くすりを飲のみほした。
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　ジュリエットが薬くすりを飲のんだとき、深しん夜やにもかかわらず、キャピュレット家けでは、結けっ婚こんパーティーの準じゅん備びが急きゅうピッチでつづけられていた。

　キャピュレット夫ふ人じんは、スパイスの入はいった引ひき出だしのカギを乳母うばにわたして、「ばあや、スパイスをもっと取とってきてちょうだい」と、命めいじていた。乳母うばは、そのカギを受うけ取とりながら、「お台だい所どころではナツメとマルメロが足たりないそうです」と報ほう告こくした。

　反はん対たい側がわから、キャピュレットがやってきて、「さあ、働はたらけ、働はたらけ、働はたらけ」と大おお声ごえをはりあげた。

　教きょう会かいの鐘かねが鳴なった。午ご前ぜん三時じだ。

　ほんとうならだれもが寝ねしずまっているはずの時じ刻こくなのに、屋や敷しきではキャピュレットが、「パイの焼やき具ぐ合あいを見みろ、アンジェリカ。費ひ用ようは惜おしむな」などと、大おお声ごえで指し示じをつづけていた。

　キャピュレットがはりきって、台だい所どころ仕し事ごとにまで口くちをだしはじめると、乳母うばがあきれて言いった。「まあ、女おんなの仕し事ごとに口くちだしなさったりして。おやすみください。ほんに、あした、病びょう気きにおなりですよ。夜よふかしなさったりしちゃ。」

　ところが、キャピュレットは、だいじょうぶだと言いって、取とり合あわない。

　召めし使つかいたちが、焼やきぐしだの、たきぎだの、かごだのを持もって、家いえじゅうを走はしるようにしてかけまわっていた。

「急いそげ、急いそげ！」と、キャピュレットがせかした。

　気きづけば、部へ屋やのだんろの火ひが消きえかかっている。

「おい、もっとかわいたたきぎをもってこい！」と、キャピュレットはどなった。

　そうこうしているうちに、窓まどの外そとがもう明あかるくなってきていた。

「たいへんだ！　夜よが明あけた！」と、キャピュレット。

　朝あさを告つげる小こ鳥とりたちの歌うたが聞きこえてきた。パリス伯はく爵しゃくが楽がく隊たいを連つれてすぐお見みえになるはずだ。

　花はなよめの窓まど辺べの下したで、新しん郎ろうが楽がく隊たいに恋こいの歌うたを演えん奏そうさせるというしゃれたあいさつをするのだ。

　キャピュレットは、乳母うばと妻つまをさがした。

「ばあや！　おまえ！　おおい！」

　みな、いそがしく立たち働はたらいていて、どこにも見み当あたらない。

「どうした、ばあやと言いうに！」

　そのうちに、パリス伯はく爵しゃくがお見みえになったという報ほう告こくが入はいった。ようやく見みつけた乳母うばに、キャピュレットは、急いそいでこう命めいじた。

「ジュリエットを起おこしてこい。さあ、身みじたくをさせろ。わしはパリスの相あい手てをする。そら、急いそげ。急いそぐのだ！　花はなむこはもうお見みえだぞ。急いそげったら。」

　乳母うばは命めいじられたとおり、ジュリエットの寝しん室しつへ急いそいだ。

「おじょうさま！」

　乳母うばは大おおきな声こえで呼よびかけながら、寝しん室しつに入はいった。

「さあ、おじょうさま！　ジュリエットさま！」

　早はやく起おこして、身みじたくをさせなければならない。乳母うばは、大おおきな窓まどのカーテンを開あけはじめた。まぶしい朝あさ日ひが、部へ屋やのなかへさしこんだ。

　ふだんなら部へ屋やが明あかるくなると、ベッドからジュリエットのねむそうな「おはよう、ばあや」という声こえが聞きこえるのだが、今日きょうはなんの声こえも聞きこえない。

「まあ、ぐっすりお休やすみだこと。」

　乳母うばは、ほほえんだ。しかし、起おこさないわけにはいかない。

「さあ、子こヒツジさん、おじょうさま！　もう、お寝ねぼうさん！　さあ、朝あさですよ！　おじょうさま！」そう声こえをかけながら、乳母うばはジュリエットのねむるベッドに近ちかづいた。四よすみに柱はしらが立たっていて、ベッド全ぜん体たいがカーテンでおおわれている古こ風ふうなベッドだ。

「ほらほら、さあ、花はなよめさん！」

　ベッドのなかからは、なんの物もの音おともしない。

「よく寝ねていらっしゃること。一週しゅう間かん分ぶんの寝ねだめだね。今こん晩ばんは、なにしろパリス伯はく爵しゃくがごいっしょにおやすみだから、あなたはちっともやすまりませんからね！　あら、失しつ礼れい！　ごめんあそばせ。それにしても、よく寝ねている！」

　起おこさなくっちゃと思おもって、乳母うばはベッドのカーテンをゆっくりとあけながら、「おじょうさま、おじょうさま、おじょうさま！」と声こえをかけた。

「そら、伯はく爵しゃくさまがベッドまでお迎むかえにいらしたら、たいへんなことになりますよ。そうじゃありませんか？」

　なかを見みると、ジュリエットはきのうの服ふくを着きたままベッドに横よこになっている。

「あらあら、服ふくを着きたまま、寝ねておしまいに？」

　乳母うばはびっくりした。それから、起おこそうと決けつ意いして、ジュリエットの肩かたをゆすった。

「おじょうさま！」

　ジュリエットは、ただゆらされるままだ。

「おじょうさま！　おじょうさま！」

　乳母うばは、少すこし強つよくゆり動うごかした。

　ジュリエットの首くびがカクンとたおれた。

　乳母うばはおどろいて、ジュリエットのほおに手てを当あてた。氷こおりのように冷つめたい。

「ああ！」

　あわてて、ジュリエットの体からだをまさぐった。どこもかしこも氷こおりのようだ。

「だれか、だれか！　おじょうさまが死しんでいる！」

　乳母うばはそうさけんだつもりだったが、あとのほうは声こえにならなかった。

「なんてこと、こんなひどい！　だんなさま！　おくさま！」

　ひざががくがくして、そのままそこにへなへなとすわりこんでしまった。

　そこへ、乳母うばの悲ひ鳴めいを聞ききつけたキャピュレット夫ふ人じんが部へ屋やに入はいってきた。

「なにをさわいでいるの？」と、夫ふ人じん。

「おお、胸むねがはりさけそう！」乳母うばは、ただなげくばかりだ。

「どうしたの？」夫ふ人じんは、けげんな顔かおをしてベッドに近ちかづいてきた。

「あれを、あれを！」こしをぬかしてゆかにへたりこんだ乳母うばは、ジュリエットを指ゆびさした。
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「ああ、あんまりだ！」

　夫ふ人じんは、ベッドに横よこたわるむすめのようすがおかしいのに気きづいて、あわててかけよると、むすめをだき起おこそうとした。その首くびがぐんなりとうしろにたれた。体からだが冷つめたくなっていた。

「ああ、ああ！　わたしの子こ、わたしの命いのち！」

と、夫ふ人じんはさけんだ。

「生いきかえって。目めをあけて。」夫ふ人じんはむすめを必ひっ死しにゆさぶった。

「だれか、だれか！　助たすけを呼よんで！」

　そのとき、キャピュレットも入はいってきた。

「いいかげんにジュリエットを連つれてこないか。花はなむこはもう、いらしているんだ。」

　ゆかにすわりこんだままの乳母うばが、ふりかえりもせずに、「死しんだんです、お亡なくなりに！　死しんだ！」と泣なきながら言いい、「なんということ！」と顔かおを手てでおおった。

「なんということ！」と、夫ふ人じんがその言こと葉ばをくりかえし、「むすめが死しんだ、死しんだ、死しんだ！」と泣ないた。

「なに！」

　キャピュレットは、「見みせろ」とさけんで、かけより、むすめをかきいだいた。

「おお、なんと」と、キャピュレット。「冷つめたくなっている。」

　血ちの流ながれは止とまり、体からだはかたくなっていた。息いきをひきとってから、ずいぶん時じ間かんがたっているように思おもえた。

　乳母うばと夫ふ人じんは声こえをあげてなげきつづけていたが、キャピュレットは、それ以い上じょう口くちがきけなかった。むすめをうばった死しに神がみに舌したがしばられたかのような思おもいだった。ただ、熱あついなみだがほおを伝つたうばかりだった。

　そこへ、ロレンス神しん父ぷとパリス伯はく爵しゃくがやってきた。

　神しん父ぷは、なにくわぬ顔かおで、「さあ、花はなよめは教きょう会かいへ行いくしたくはできましたか」と、たずねた。

　教きょう会かいへ行いくには行いくが、結けっ婚こんのためではなく、埋まい葬そうのためとなってしまったと、キャピュレットは思おもった。そして、伯はく爵しゃくに気きづくと、こう声こえをかけた。

「むこどの、そなたの結けっ婚こん式しきの前ぜん夜や、死しに神がみが花はなよめを寝ねとったのだ。そこに横よこたわっている。花はなの乙おと女めであったのに、死しに神がみに花はなを散ちらされた。死しに神がみがわがむことなり、むすめをめとったのだ。」

　キャピュレット夫ふ人じんは、のろわしくも狂くるおしい、うらめしくも、いとわしい日ひだと、なげきの声こえをあげていた。これまでにもつらいときはいくらでもあったけれども、これほどみじめなときは、なかった。たったひとりの、かけがえのない、いとしい子こを、唯ゆい一いつの生いきがいであり、なぐさめであった子こを、ざんこくな死しに神がみは見みえないところへ連つれて行いってしまったのだ。

「ああ、ひどい！」と、乳母うばは大おお声ごえでわめいていた。身みも世よもあらぬなげきぶりだ。「ああ、ひどい、ひどい、ひどい！　こんな悲かなしい、こんなひどいことってない。生うまれてこのかた見みたこともない、なんて、なんて、なんていまわしい日ひ！　こんな暗くらい日ひはいまだかつてない。ああ、ひどい、ああ、ひどい。」

　そんな女おんなたちの声こえを聞ききながら、パリス伯はく爵しゃくは、だまったまま、ぐっと歯はを食くいしばっていた。ジュリエットといっしょになれるはずだったのに、その夢ゆめは、くじかれ、ひきさかれ、恥はずかしめられ、しいたげられた。ジュリエットという美うつくしい花はなは、にくい死しに神がみに、つみとられてしまった。死しに神がみは、残ざん忍にんにも、すべてを破は壊かいした。愛あいも！　命いのちも！　残のこったのは命いのちのない愛あいのむくろだ！

　父ちち親おやも同おなじように、くちびるをかんだまま、じっとむすめを見みつめながら考かんがえていた。

　なぜ今いまなのか？　今日きょうは大たい切せつなむすめがいよいよ花はなよめになろうという晴はれの日ひなのだ。家か族ぞくみんなでお祝いわいをしようという、うれしい日ひのはずだったのだ。

　父ちち親おやはむすめをその腕うでにかきいだいた。だが、それはもうむすめではなかった。それは、命いのちのないぬけがらの死し体たいだった。

「ああ、わが子こは死しんだ。そして、わが子ことともに、わがよろこびは、ほうむられた！」

　父ちち親おやは、ついに大おお声ごえでなげいた。

　その場ばにいるなかでおちついていたのは、ロレンス神しん父ぷだけだった。神しん父ぷは、みなが大おお声ごえでなげくのをたしなめて、そのようにさわぎ立たてたところでどうにもならないと、さとした。

「この美うつくしい乙おと女めは、今いまや神かみのもとへ行いき、より幸こう福ふくとなったのです。」

　神しん父ぷは、死しんだ人ひとは神かみさまのもとへ行いき、そこで永えい遠えんの命いのちを得えるのだから、なげき悲かなしむことはないのだと説せっ教きょうをした。愛あいする人ひとが天てんにのぼったからといって、とりみだしてはいけない、と。

　そして、用よう意いされたローズマリーの花はなをこの美うつくしいなきがらにかざり、慣かん例れいどおり、晴はれ着ぎを着きせて、教きょう会かいへ運はこぶように命めいじた。計けい画かくどおり、ジュリエットを教きょう会かいの納のう骨こつ堂どうへ運はこばせなければならない。

　父ちち親おやは、なにひとつ疑うたがうことなく、神しん父ぷの言いいつけにしたがった。披ひ露ろう宴えんのために用よう意いしたものはみな、暗くらい葬そう式しきのためにあてられた。婚こん礼れいのごちそうは、通つ夜やのもてなしとなり、おごそかな賛さん美び歌かは、ゆううつな挽ばん歌かに変かえられ、新にい床どこにまく花はなは、かんおけにまく花はなになった。

　ロレンス神しん父ぷは、てきぱきと教きょう会かいへの葬そう列れつの用よう意いを指さし図ずした。

　キャピュレット家けの人ひとたちがこれほど悲かなしみに心こころをうばわれていなければ、神しん父ぷがほほえみをおしかくしたような表ひょう情じょうをしているのをけげんに思おもったことだろう。
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　あくる日ひの木もく曜ようの朝あさとなった。

　追つい放ほうされてマントヴァへやってきていたロミオは、ジュリエットかロレンス神しん父ぷからの連れん絡らくが来こないかと首くびを長ながくして待まっていた。

　ゆうべ、うれしい夢ゆめを見みたので、なんだかよいことが起おこるような気きがしていた。

　いとしいジュリエットのことを思おもうと胸むねおどるような気き持もちになってしまうが、今日きょうは、うれしい夢ゆめが正まさ夢ゆめになるのではと思おもって、うきうきと身みもはずむ思おもいで、足あしが地ちにつかない。

　ロミオが見みた夢ゆめというのは、こうだった。ジュリエットがやってきて、ロミオが死しんでいるのを見みつけるのだが、ジュリエットがロミオに口くちづけをすると、たちまち命いのちがよみがえって、ロミオは生いき返かえり、皇こう帝ていとなるのだ。

「ああ、なんて恋こいはすてきなんだろう」と、ロミオはつぶやいた。

　そのとき、ロミオがヴェローナに送おくりこんでおいた召めし使つかいのバルサザーが走はしって帰かえってきた。

「やあ、バルサザー。神しん父ぷさまからの手て紙がみを持もってきてくれたか。わが妻つまはどうしている。父ちち上うえは元げん気きか？　ジュリエットはどうしている？」

　そう、そこが聞ききたかった。

「あの人ひとさえ無ぶ事じなら、すべてはよしだ」と、ロミオ。

　すると、バルサザーは答こたえた。

「でしたら、あのかたはご無ぶ事じで、すべてよしです。ご遺い体たいはキャピュレット家けの納のう骨こつ堂どうに無ぶ事じ安あん置ちされ、その魂たましいは天てん使したちとともにあります。あのかたのご葬そう儀ぎを見みたので、急いそぎ、お伝つたえにまいりました。こんな悪わるい知しらせを持もってきてもうしわけありません。おおせつかった務つとめですので。」

「そんなことが？」と、ロミオ。「ならば、運うん命めいの星ほしを敵てきにまわして戦たたかおう！」

　ロミオは、バルサザーに宿やどからインクと紙かみをもってくるように命めいじ、早はや馬うまを用よう意いするように指し示じした。今こん夜や、ヴェローナに発たつと言いうのだ。

　ロミオの顔かおが真まっ青さおで殺さっ気き立だっているのを見みて、バルサザーは不ふ吉きつな予よ感かんがした。

「神しん父ぷさまから手て紙がみはないのか？」と、ロミオ。

「ありません」と、バルサザー。

「まあ、いい。行いけ。早はや馬うまをやとうんだぞ。すぐあとから行いく。」

　バルサザーは、宿やどにむかって走はしりさった。

　ひとりになると、ロミオは「ジュリエット、今こん夜やはいっしょに寝ねよう」と、つぶやいた。

　ジュリエットが死しんだ今いま、ロミオは、もはや生いきているつもりはなかった。ジュリエットのもとへ行いって、そこで息いき絶たえるのだ。

　だが、どうやって？

　やぶれかぶれの思おもいでいると、ふだんなら思おもいもつかないことが頭あたまにうかぶ。

　毒どくを飲のめば、すぐに死しねるはずだ。マントヴァに、法ほう律りつで禁きんじられている毒どくをこっそり売うる薬くすり屋やがいるという話はなしを聞きいたことがある。その薬くすり屋やに行いってみようとロミオは考かんがえた。

　その日ひは休きゅう日じつらしく、店みせは閉しまっていた。ロミオは、そのみすぼらしい店みせのなかをのぞきこんだ。なかには、カメのこうらだの、はくせいのワニだの、奇き妙みょうなかっこうをした魚さかなの皮かわだのがぶらさがっていた。店みせのたなには、空から箱ばこが数すう個このっており、それから、緑みどり色いろのつぼ、ずだぶくろ、かびたタネ、使つかい残のこしのひも、古ふるいバラの香こう料りょうなどがあちこち散ちらばっていて、いかにもあやしい店みせのようすだった。

「おおい！　薬くすり屋や！」

　ロミオは力ちからまかせに、店みせのドアをたたいた。

　しばらくなんの変へん化かもなかったが、あきらめず、ドアがこわれそうになるくらいたたきつづけると、やがて、店みせのおくから、こしが曲まがって、きたないかっこうをした男おとこがのっそりと出でてきた。太ふといまゆ毛げをして、ほおはやせこけ、あまりにひどい暮くらしに骨ほねと皮かわになっていた。

　マントヴァでは毒どく薬やくを売うれば死し刑けいだが、この男おとこなら、金かねほしさに毒どく薬やくでもなんでも売うってくれそうだった。そのほおには飢うえがあり、その目めには、せっぱつまった苦く悩のうがあった。男おとこは、足あしが悪わるいらしく、ゆっくりと入いり口ぐちへ近ちかづいてきた。

「大おお声ごえで、だれです？」

　男おとこは低ひくい、弱よわ々よわしい声こえで言いった。

「ここをあけろ」と、ロミオ。

　男おとこは、用よう心じんしながら、少すこしだけドアをあけた。

「おまえはびんぼうだな」と、ロミオ。「ほら、ここに四十ダカットある。」
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　ロミオが金かねを見みせると、男おとこの死しんだような目めがほんの少すこしかがやいた。だが、また暗くらい目めになって、ロミオをあやしそうに見み上あげた。

「少すこし毒どくをわけてほしいんだ。」ロミオは、薬くすり屋やの耳みみもとでささやいた。「効ききめの早はやいやつを。たちまち体からだじゅうをかけめぐり、あっという間まに息いきの根ねをうばってしまうやつを。」

　薬くすり屋やは、あたりのようすをうかがいながら、さっきりよりも低ひくい声こえで、こう言いった。

「そうした危き険けんな薬くすりはありますが、マントヴァの法ほう律りつでは、売うれば死し刑けいになります。」

「おまえ、そんなあさましい貧ひん困こんの極きょく致ちにあって、まだ死しぬのがこわいのか。罪つみをおかさずに生いきようとしたところで、苦くるしみからのがれることはできぬ。ならば、びんぼうにあまんじず、法ほうをやぶって、これを取とれ。」

「同どう意いするのはわが貧ひん困こん、本ほん心しんからではありません。」

　薬くすり屋やは言いいわけをしながら、手てをさし出だした。ロミオは、「おまえの本ほん心しんではなく、その貧ひん困こんに、金かねを払はらおう」と言いったが、金かねをにぎらせる前まえにもう一いっ方ぽうの手てをさし出だした。毒どくと交こう換かんで金かねをわたそうというのだ。

　すると、薬くすり屋やはその意い味みを察さっして、店みせのおくへゆっくりともどり、古ふるい机つくえの引ひき出だしのカギをはずし、がたつく引ひき出だしを苦く労ろうしてあけた。もう何なん年ねんもあけたことがないのだろう。そこから小ちいさな紙かみ包づつみを取とり出だすと、またもどってきて、それをロミオにわたして、こう言いった。

「これをお好すきな液えき体たいに溶とかして飲のみほせば、たとえ二十人にん力りきの屈くっ強きょうな人ひとでも、あっという間まにあの世よ行いきです。」

「そら、金かねだ。」ロミオは、包つつみとひきかえに、金かねをわたした。

　金かねこそは、人ひとの心こころをくさらせる猛もう毒どくだ。いまわしいこの世よでは、売ばい買ばい禁きん止しのこの微び々びたる毒どく薬やくより、多おおくの人ひとを殺あやめてきた毒どくだと言いえよう。

「毒どくを売うるのはおれのほうであって、おまえではない。」

　ロミオはそう言いって薬くすり屋やに別わかれを告つげると、薬くすりの包つつみを大たい切せつにしまって、宿やどへの帰かえり道みちを歩あるきはじめた。これは、ロミオにとって毒どくでなく、恋こい路じを助たすける薬くすりなのだ。

　これさえあれば、愛あいするジュリエットのもとへ行いける。
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　「フランシスコ修しゅう道どう会かいのロレンスさま！」

　ヴェローナの教きょう会かいの前まえでそうさけんでいたのは、フランシスコ修しゅう道どう会かいの修しゅう道どう士しジョンだった。教きょう会かいの門もんが開ひらいて、ロレンス神しん父ぷが顔かおを出だした。

　修しゅう道どう士しジョンには、マントヴァまで使つかいをたのんであった。ジュリエットが仮か死しの薬くすりを飲のみ、四十二時じ間かん後ごには生いき返かえるという情じょう報ほうを、マントヴァにいるロミオに伝つたえに行いってくれとお願ねがいしてあったのだ。

「マントヴァからようもどられた」と、ロレンス神しん父ぷ。「ロミオはなんと？」

　神しん父ぷは、ロミオからの手て紙がみがあるのなら見みせてほしいと言いった。ところが、修しゅう道どう士しジョンは、気きまずそうな顔かおをして、マントヴァへは行いけなかったのだと言いいだした。

　修しゅう道どう士しジョンの話はなしでは、旅たびの道みち連づれにと、病びょう人にんを見み舞まっていた仲なか間まをたずねたおりもおり、町まちの検けん疫えき官かんたちに、ふたりがいた家いえは伝でん染せん病びょうにかかっていると疑うたがいをかけられ、戸とを封ふう鎖さされ、閉とじこめられてしまい、マントヴァへ行いくことができなかったのだという。

「では、ロミオへの手て紙がみはだれが？」と、ロレンス神しん父ぷ。

「とどけられなかったので──ここに、こうして、まだ──」

　修しゅう道どう士しジョンは、もうしわけなさそうに手て紙がみを取とり出だした。

「こちらへお返かえししようにも、みな感かん染せんをこわがって、使つかいの引ひき受うけ手てがいなかったのです。」

　神しん父ぷはおどろいて、その手て紙がみを受うけ取とりながら、なんと不ふ幸こうなめぐりあわせかと思おもった。一いっ刻こくも早はやく、計けい画かくをロミオに伝つたえなければならないというのに、その手て紙がみがまだここにあるとは！

「放ほうっておけば、たいへんなことになる。ジョンどの、すぐ行いって、バールをさがして持もってきてくれ。」

「わかりました。持もってきます。」ジョンは急いそぎ、かけさった。

　神しん父ぷは、まずジュリエットの寝ねかされている納のう骨こつ堂どうにかけつけようと思おもった。そのためには入いり口ぐちをこじあけるのに、バールが必ひつ要ようなのだ。

　もう日ひが暮くれかかっていた。

　ロレンス神しん父ぷは考かんがえた。この三時じ間かん以い内ないに、ジュリエットは目めを覚さます。ロミオに計けい画かくを知しらせていないとなれば、ジュリエットにはさぞかしうらまれるだろうが、もう一いち度どマントヴァへ手て紙がみを書かくしかない。

　そして、ロミオが来くるまで、教きょう会かいにかくまうのだ、死し人にんの墓はかにおさめられたあわれな生いきたしかばねを。
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　やがてとっぷりと日ひが暮くれた。

　キャピュレット家けの墓ぼ地ちには、ふくろうのホーホーというぶきみな鳴なき声ごえがこだましていた。夜よ空ぞらに星ほしはなく、ぼんやりとかすみのかかった月つきが空そらにうかんでいた。うすきみの悪わるい夜よるだ。

　たいまつの明あかりが墓ぼ地ちのなかを動うごいていた。

　たいまつを高たかくかかげていたのは、パリス伯はく爵しゃくの小こ姓しょうだ。そのあとから歩あるくパリス伯はく爵しゃくは、ジュリエットの供く養ようにと、花はなや香こう水すいを持もってきていた。心こころからジュリエットを愛あいしていたパリス伯はく爵しゃくは、毎まい晩ばんひとりでおまいりをしようとやってきたのだ。

　パリス伯はく爵しゃくは、小こ姓しょうからたいまつを受うけ取とろうとしたが、気きを変かえて、人ひとに見みられたくないから、たいまつを消けすように命めいじた。だれかに見みられて、うわさになっても困こまると思おもったのだ。

　それから、パリス伯はく爵しゃくは、小こ姓しょうに、近ちかくのイチイの木きの下したに身みをかくし、大だい地ちにしっかり耳みみをつけて、だれかやってくる人ひとの足あし音おとが聞きこえたら、口くち笛ぶえで合あい図ずするように命めいじた。小こ姓しょうは言いわれたとおりにイチイの木きへむかった。

　墓はかの前まえにひとり立たったパリス伯はく爵しゃくは、花はなをささげ、香こう水すいをふりかけ、用よう意いしておいた詩しの文もん句くを読よみあげた。

「花はなの乙おと女めよ、花はなよめよ、その新にい床どこを花はなでかざろう。

　だが、ベッドをおおう天てん蓋がいが、土つちと石いしとは、いまわしい。

　夜よるともなれば、この墓はかに、香かおりの高たかい水みずをそそごう。

　もし、水みずがつきたらその代かわり、なみだの雨あめが、似に合あわしい。

　こうして毎まい晩ばんおまえを供く養よう、

　花はなとなみだの悲かなしみもよう。」

　伯はく爵しゃくがとむらいをしていると、小こ姓しょうが口くち笛ぶえを吹ふいた。だれか来くるという合あい図ずだ。

　こんな夜よふけに、いったいだれだろうか。

　遠とおくにたいまつの火ひがゆれているのが見みえた。パリス伯はく爵しゃくは、物ものかげにかくれてようすを見みることにした。

「そのつるはしとバールをくれ。」

　ロミオの声こえだ。

「わが恋こい人びとのいとこティボルトを殺ころして追つい放ほうされたモンタギュー家けのひとり息子むすこだ！」と、パリス伯はく爵しゃくは思おもった。ロミオと直ちょく接せつ話はなしをしたことはなかったが、ロミオのことは知しっていた。

　美うつくしいジュリエットは、いとこのティボルトが死しんだ悲かなしみゆえに死しんだと言いわれている。そのティボルトを殺ころした男おとこが、なぜ今いまこの墓はか場ばにやってきたのか。

　どうやら、つるはしとバールで墓はか石いしをこじあけて、なかへ入はいろうというつもりらしい。

「待まて、この手て紙がみを持もて」と、またロミオの声こえが聞きこえた。「あすの朝あさ一いち番ばんに、必かならずわが父ちち上うえにとどけてくれ。」

　少しょう年ねんは手て紙がみをもらうために、たいまつを地じ面めんの岩いわの上うえに置おいた。低ひくい位い置ちからたいまつの光ひかりをあびて、墓はか石いしのかげが、ぶきみに、あたりの木き々ぎの上うえに大おおきくのびた。

　ロミオは、今こん度どはバルサザーの手てに、ずっしりとしたさいふをにぎらせたようだ。

「それを持もって早はやく行いけ。おまえは生いきろ。元げん気きでな。さらばだ。」

　ぶっきらぼうなロミオの声こえがひびいた。少しょう年ねんがとまどっていると、ロミオは語ご気きを強つよめて、すぐにたちさらないと命いのちはないぞとおどした。また、ロミオがなにをするつもりかさぐろうと少しょう年ねんがもどってこようものなら、天てんに誓ちかってその五ご体たいをひきさき、この墓ぼ地ちにばらまいてやるとまで言いった。

　少しょう年ねんは、おびえて、「行いきます。おじゃまはしません」と言いうと、あわてて走はしりだしたが、ロミオのただならぬようすが気きになったらしく、近ちかくの木きまで来くると、さっとそのかげに身みをかくした。ロミオに気きづかれないように、ようすを見み守まもろうというのだろう。

　見みると、ロミオは、手てにしたつるはしの先さきを墓はか石いしの下したにさしこみはじめた。てこの力ちからで墓はか石いしを動うごかそうというつもりらしい。重おもたい墓はか石いしはなかなか動うごかず、ロミオが、りきみながらなにか言いっているのが聞きこえてきた。

「この、のろわしい、胃いぶくろめ。この、死しを生うみ出だす子し宮きゅうめ。世せ界かいで一いち番ばん大たい切せつな肉にく体たいをのみこみやがった。」

　墓はか石いしが少すこし動うごいた。ロミオは、さっと反はん対たい側がわからバールをねじこみ、ぐっと大おおきくバールを動うごかした。

「こうして、おまえのくさったあごをこじあけ、もっと食くい物ものをねじこんでやる。」

　そう言いいながら、ロミオは、じりっじりっと墓はか石いしをずらした。納のう骨こつ堂どうへ下おりていく階かい段だんが少すこしずつ見みえてきた。

　かくれてそのようすを見み守まもっていたパリス伯はく爵しゃくは、ロミオがキャピュレット家けのティボルトやジュリエットのなきがらに、なにか、恥はずべき悪あく事じをするつもりなのだろうと考かんがえて飛とび出だした。

「そのけがらわしい手てをひっこめろ、下げ劣れつなモンタギュー。殺ころしただけではあきたらず、なおも復ふく讐しゅうしようというのか。」

　ロミオはおどろいた。だが、暗くらがりから声こえが聞きこえるばかりで、相あい手ての顔かおが見みえない。

「のろわれた悪あく党とうめ、つかまえてやるぞ」と、その声こえはさけんでいたが、聞ききおぼえのある声こえではなかった。ロミオはパリス伯はく爵しゃくと話はなしをしたことがないのだ。

「おまえは死しぬのだ。」

　怒おこった声こえはそう言いいながら近ちかづいてきた。

　ロミオは「たしかにおれは死しぬ」と思おもった。死しぬために、ここに来きたのだ。もうこの世よになんの未み練れんもない。

　ロミオは、相あい手てがだれだかわからないまま、教おしえさとすように、ぼそりと言いった。

「どうか、君きみ、自じ暴ぼう自じ棄きの男おとこをそそのかさず、おれにかまわず、にげてくれ。ここにうめられた人ひとたちのことを考かんがえて、死しの恐きょう怖ふを思おもい起おこせ。お願ねがいだ、君きみ、おれの怒いかりをかきたてて、これ以い上じょう罪つみを重かさねさせないでくれ。さあ、行いけ！」

　ロミオは、だれだかわからぬこの男おとこと一いっ戦せん交まじえて殺ころしたくはなかった。ぐずぐずしないで、たちさってほしかった。ところが、こんな言いいかたをされて、パリス伯はく爵しゃくがたちさるはずはなかった。

「そんな言いいわけを聞きくものか。おまえを重じゅう罪ざい人にんとしてつかまえてやる。」

　剣けんの切きっ先さきが、ロミオの鼻はな先さきにぴたりとすえられた。こうなると、ロミオもおとなしくはしていられない。

「おれを怒おこらせようというのか。では、かくごしろ。」

　ロミオは剣けんをぬいて、相あい手ての剣けんをパッとはらった。たちまち、はげしい剣けんの戦たたかいがはじまった。
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　イチイの木こかげにかくれてようすを見み守まもっていた伯はく爵しゃくの小こ姓しょうは、戦たたかいがはじまったことにおどろいて、夜や警けいを呼よんでこようと走はしりさった。

　死しをかくごしているロミオのほうが、圧あっ倒とう的てきに強つよかった。なにしろ暗くらがりであるために、相あい手ての動うごきがほとんど見みえないのだ。なかなか動うごけないでいるパリス伯はく爵しゃくとちがって、死しんでしまいたいと思おもっていたロミオは、相あい手てのふところにすばやく飛とびこんで剣けんをつき出だした。剣けんは、パリス伯はく爵しゃくの胸むねをつらぬいた。

「ああ、やられた！」

　パリス伯はく爵しゃくは、胸むねをおさえて、たおれこんだ。

　地じ面めんにぐったりと横よこたわった伯はく爵しゃくは、ロミオに手てをのばして、「もしなさけがあれば、墓はかをあけて、私わたしをジュリエットのそばに横よこたえてくれ」と、つらそうな声こえで言いって息いき絶たえた。

「よし、そうしてやるぞ。」

　そう言いってロミオは、相あい手ての顔かおを見みてやろうと、地じ面めんにあったたいまつをひろいあげて、相あい手ての顔かおを照てらし、おどろいた。

「マキューシオの親しんせき、りっぱなパリス伯はく爵しゃくではないか！」

　なぜパリス伯はく爵しゃくがジュリエットの墓はかへ？

　ロミオはふしぎに思おもった。そして、こちらにくる道みちすがら、召めし使つかいがなにやら言いっていたのを思おもい出だした。おちつかぬ心こころでろくに話はなしを聞きいていなかったが、たしか、パリス伯はく爵しゃくがジュリエットと結けっ婚こんするはずだったとか、そんなことを言いっていたのではないだろうか。それとも、そんな夢ゆめを見みただけか。あるいは、自じ分ぶんの頭あたまがおかしくなって、この男おとこがジュリエットの名なを口くちにしたのを聞きいてそう思おもいこんだだけか。

「いずれにしても、あわれな男おとこだ」と、ロミオは思おもった。

　こいつもまた、不ふ幸こうの名めい簿ぼに名なを連つらねたのだ。だが、美うつくしいジュリエットが横よこたわる納のう骨こつ堂どうにいっしょにほうむってやるのだから、そこは光ひかりにあふれた宴うたげの席せきのようなものだ。

　そんなことを考かんがえながら、ロミオは、墓はか石いしをすっかりどけて、パリス伯はく爵しゃくの遺い体たいをかつぐと、手てに持もったたいまつで暗くらい納のう骨こつ堂どうのなかを照てらしながら、なかへ下おりていった。

　納のう骨こつ堂どうには死し臭しゅうが充じゅう満まんしていて、息いきがつまるようだった。ほんとうなら、こんなところへ入はいっていこうなどとは思おもわない場ば所しょだ。

　しかし、ここにジュリエットの遺い体たいが安あん置ちされているはずだった。

　ロミオの目めは、ジュリエットのすがたを求もとめた。

　たいまつの光ひかりがクモの巣すだらけの、岩いわの壁へき面めんを照てらした。納のう骨こつ堂どうの中ちゅう央おうに光ひかりをむけると、そこに大おおきな台だいが三つあって、まんなかに美うつくしい衣い装しょうをまとったジュリエットが横よこたわっていた。

　ロミオはたいまつを近ちかづけ、ジュリエットの顔かおを照てらした。

　美うつくしい。

　まるで、その顔かおから光ひかりがあふれ出でているようだ。

　ジュリエットのとなりの台だいがあいていたので、ロミオは、パリス伯はく爵しゃくの遺い体たいをそこに横よこたえて、「ここにねむれ」と言こと葉ばをかけた。

　今いまから自じ分ぶんも死しぬのだから、この男おとこをほうむっているのは死し人にんの手てだ。そんなことを思おもった。

　それから、ふたたびジュリエットのほうにむきなおり、ジュリエットの白しろいほおをなでた。

「ああ、いとしい妻つまよ。」

　ロミオは、ジュリエットの遺い体たいにすがった。そして、その冷つめたい手てを自じ分ぶんの手てで包つつみこみ、美うつくしいジュリエットの顔かおをもう一いち度ど見みやった。

「君きみの息いきのあまいミツを吸すい取とった死しに神がみも、この美うつくしさには手てが出だせないでいる。」

　ジュリエットは死しに神がみに征せい服ふくされたのではない。美び貌ぼうの旗はた印じるしが、そのくちびるとほおに、まだ赤あか々あかとはためいている。死しに神がみの青あお白じろい旗はたは、まだそこまで進すすんでいないのだ。

　ふと見みると、むこうがわの台だいに血ちぞめの布ぬのに包つつまれて横よこたわっているのは、ティボルトだった。

　青せい春しゅんのまっただなかのこの男おとこの命いのちをうばってしまった自じ分ぶんが、ここで自みずからの命いのちを絶たつことで、この男おとこのために最さい高こうの供く養ようをしてやれるだろうと、ロミオは考かんがえた。そして心こころのなかで、いとことなったティボルトにゆるしてほしいと願ねがった。

　それから、もう一いち度どジュリエットを見みて、せつない思おもいに胸むねが苦くるしくなった。

「ああ、いとしいジュリエット、なぜまだそんなに美うつくしい？」
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　ジュリエットの死しに顔がおは、あまりにも美うつくしく、死しんでいるとは信しんじられなかった。

　まるで、すがたなき死しに神がみが恋こいにおち、やせこけたおそろしい怪かい物ぶつとなって、この暗くらやみにジュリエットをかこっているかのように感かんじられた。そうだといけないから、いつまでもジュリエットといっしょにいようとロミオは強つよく思おもった。

　この夜よるのとばりの宮きゅう殿でんを、決けっしてはなれはすまい。

　永えい遠えんにジュリエットとともに、ここにねむるのだ。

「目めよ、見みおさめだ。」

　ロミオは、もう数すう分ふん後ごには死しんでいるはずの自じ分ぶんを思おもいながら、じっとジュリエットの美うつくしい顔かおを見みつめた。

「腕うでよ、最さい後ごの抱ほう擁ようだ。」

　ロミオはジュリエットをかきいだいた。ジュリエットの後こう頭とう部ぶを右みぎ手てでそっとささえ、最さい後ごの口くちづけをした。

　これぞ正せい当とうな夫ふう婦ふの口くちづけだ。

　すべてを買かい占しめる死しに神がみと交かわした無む期き限げんの契けい約やく書しょに、この口くちづけで調ちょう印いんするのだ。

　ロミオは、ジュリエットをそっと台だいにもどし、横よこたえてから、薬くすり屋やからもらった薬くすりを溶とかした液えき体たいの入はいったびんを取とり出だした。この毒どくこそ、ロミオを死しへと導みちびいてくれる道みち案あん内ない役やくだ。

　ロミオは薬くすりびんを高たかくかかげた。

「わが恋こい人びとに乾かん杯ぱい！」

　ぐいっと、毒どくをあおった。たちまち、のどのおくに焼やけるような激げき痛つうが走はしった。

「おお、うそはつかなかったな、薬くすり屋や！　おまえの薬くすりはよく効きくぞ。」

　ロミオは痛いたみにたえながら、もう一いち度どジュリエットの顔かおを両りょうの手てでつつみこんだ。そのとき、ジュリエットのくちびるが、ほんのかすかに動うごいたことに、苦くるしむロミオは気きづかなかった。

「こうして口くちづけをして死しのう。」

　最さい後ごのキスをしたとき、ジュリエットのくちびるは、まるでそれに反はん応のうするようだった。きちんと最さい後ごのキスができたような気きがして、ロミオはうれしかった。

　だが、そのとき、ロミオはせきこみ、口くちから血ちが少すこし吹ふき出でた。ロミオは口くちを手ての甲こうでぬぐって、つらそうにしながら、ジュリエットをだきしめるようにして身みを横よこたえた。

　毒どくの効ききめはとても速はやかった。

　やがてロミオは息いきをしなくなり、なにもかもしずかになったように思おもえた。しかし、ロミオのキスによって目め覚ざめたかのように、ジュリエットの体からだに生せい気きがよみがえっていた。

　それまでじっと動うごかなかったジュリエットの右みぎ手ての先さきがピクンと動うごいた。
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　そのころ、ロレンス神しん父ぷは、手てさげランプと、つるはし、すきを持もって、墓ぼ地ちの境けい内だいを急いそいでいた。もうすぐ納のう骨こつ堂どうのなかで目めを覚さますジュリエットを、とりあえず教きょう会かいにかくまい、ロミオへの連れん絡らくができなかったことを説せつ明めいしなければならない。

　なんだか胸むなさわぎがしていた。急いそがないとたいへんなことになりそうで、気きがせいて、老おいた足あしがつまずいてばかりいた。

　キャピュレット家けの墓はかの近ちかくに来くると、物ものかげにだれかがかくれている気け配はいがあった。

「だれだ？」と、神しん父ぷ。

「あやしい者ものではありません。」少しょう年ねんの声こえだ。「神しん父ぷさまを存ぞんじあげている者ものです。」

　聞ききおぼえはあったが、だれだか思おもい出だせない。

「なんじに祝しゅく福ふくあれ」と、神しん父ぷ。「教おしえてくれ、あの明あかりはなんだ？」

　神しん父ぷの目めには、キャピュレット家けの納のう骨こつ堂どうのなかで、たいまつの火ひが燃もえているように見みえた。

「神しん父ぷさまのお世せ話わになっておりますわたしの主しゅ人じんが、そこにおります」と、少しょう年ねん。

「だれだね」と、神しん父ぷ。

「ロミオさまです。」

　なんとロミオがもうここに来きているとは！　それでは、この少しょう年ねんはロミオの従じゅう者しゃバルサザーにちがいない。神しん父ぷはあせってたずねた。

「ここにどれほどいるのだ？」

「三十分ぷんくらいです。」

　たいへんなことになったと知しった神しん父ぷは、バルサザーを連つれていっしょに納のう骨こつ堂どうへ行いこうとした。ところが、バルサザーは、もし居い残のこってようすをさぐろうとすれば命いのちはないと、ロミオにさんざんおどされたからと、いっしょに行いくのをいやがった。

「では、そこにいろ。わし、ひとりで行いく」と、神しん父ぷ。

　胸むなさわぎはいよいよはげしくなっていた。なにかよからぬことになっていなければよいが、と神しん父ぷは心しん配ぱいした。

　見みると、キャピュレット家けの墓はか石いしが動うごかされていて、納のう骨こつ堂どうへ下おりる石いし段だんが見みえていた。あたりには戦たたかったあとがあった。血ちしぶきが石いしについており、ぬき身みの剣けんが二本ほん落おちていた。しかも、一本ぽんは、血ちのりでべったりよごれている。神しん父ぷはさけび声ごえをあげた。

「ああ、たいへんだ。なんだ、この墓はかの入いり口ぐちは！」

　神しん父ぷはあわてて石いし段だんをかけ下おりて、納のう骨こつ堂どうへ入はいっていった。ランプを高たかくかかげ、水すい曜ように葬そう式しきをしたときに横よこたえたジュリエットの体からだをたしかめた。ジュリエットはたしかにそこに横よこたわっていたが、その体からだをだきしめるようにして、胸むねの上うえにロミオがたおれていた。

「ロミオ！」

　神しん父ぷはさけんで、かけより、ロミオの顔かおをのぞきこんだ。

「おお、青あおざめて！」

　神しん父ぷは、ロミオの胸むねに耳みみを当あてた。心しん臓ぞうの鼓こ動どうはせず、こと切きれていた。その手てに薬くすりびんがにぎられていることから、毒どくを飲のんだとわかった。そのむこうの台だいにも、だれかが横よこたわっている。

「これは、だれだ？」

　神しん父ぷは、ランプを近ちかづけて見みた。パリス伯はく爵しゃくだった。

「なんとパリスまで？　血ちまみれで？　ああ、なんとざんこくな時ときのいたずらか！　こんなことになってしまうとは！」

　そのときだ。

　ジュリエットの口くちから、かすかな、ため息いきのような、うめき声ごえがもれた。薬くすりの効ききめが切きれて、目めを覚さましたのだ。

　ジュリエットはゆっくり目めをあけた。神しん父ぷの顔かおが見みえた。

「ああ、ありがたい神しん父ぷさま。」

　ジュリエットは、横よこになったまま身み動うごきしないでたずねた。

「わたしの夫おっとはどこ？」

　神しん父ぷには答こたえられなかった。その胸むねの上うえにロミオが横よこたわっていることは、神しん父ぷが言いわずとも、ジュリエットはすぐに気きづくだろう。

「わたし、どこで目めを覚さますのかおぼえています」と、ジュリエット。「ここがそうなのですね。わたしのロミオは？」

　そのとき、外そとで物もの音おとがした。大おお勢ぜいの人ひとの足あし音おとと声こえが聞きこえる。

「だれか来くる」と、神しん父ぷは、おびえて言いった。「さあ、この死しの巣そう窟くつから出でるのだ。ここには疫えき病びょうとおそろしいねむりしかない。」

　神しん父ぷは、ジュリエットを起おこそうとした。

「わしらにはどうすることもできぬ大おおきな力ちからが、計けい画かくをだいなしにしてしまった。さ、来きなさい。」

　ジュリエットは、すぐに体からだを動うごかすことができなかった。四十二時じ間かんのあいだ体からだをまひさせていた薬くすりの効ききめは、まだすっかり消きえていなかった。だから、自じ分ぶんの体からだにロミオがしがみついていることがわからなかったのだ。

　ジュリエットは少すこし頭あたまを起おこし、自じ分ぶんの胸むねの上うえにだれかがいるのにようやく気きづいた。神しん父ぷは教おしえるしかなかった。

「おまえの夫おっとは、ほら、おまえの胸むねにだかれて死しんでいる。」そして、神しん父ぷは自じ分ぶんの背はい後ごの台だいに横よこたわっている死し体たいを示しめして、「それにパリスまでも！」と言いった。

　ジュリエットは、自じ分ぶんの胸むねにだかれているのがロミオだとわかると、大おおきく息いきをのんで、強つよくだきしめた。

「来きなさい」と、神しん父ぷは話はなしつづけていた。「おまえは尼に僧そう院いんに預あずけることにしよう。」

　どうしてロミオが死しんでいるの？

　ジュリエットには、なにがなんだかわからなかった。神しん父ぷのほうをいぶかしく見み上あげると、

「質しつ問もんしている場ば合あいではない！　夜や警けいが来きてしまう！」と、神しん父ぷはさけんだ。「さ、来くるのだ、ジュリエット！」

　神しん父ぷは、夜や警けいに見みつかるのをおそれて石いし段だんへ近ちかづいた。そして、「もうここにはいられない！」と言いいながら、あわてて石いし段だんをのぼっていった。

　ひとり残のこったジュリエットは、「行いくがいい。わたしは行いかない」とつぶやいて、ロミオをいとおしくだきしめていた。

　ロミオの頭あたまはだらりとたれ、手てを持もちあげても落おちてしまう。

　熱あついなみだがジュリエットの目めから流ながれた。

　どうしてロミオが死しんじゃうの？

　わたしの腕うでのなかで？

　わたしが死しのねむりから目め覚ざめるのを見み守まもっていてくれるはずじゃなかったの？

　もう一いち度どロミオの手てをまさぐったとき、その手てになにかがにぎられているのに気きづいた。

「これはなに？　いとしい人ひとの手てににぎられた薬くすりびんは？」

　ジュリエットは、その小こびんを自じ分ぶんの手てにとって、しげしげとながめた。

「毒どくね。これで永えい遠えんの別わかれを告つげたのね。」

　ジュリエットは、思おもわずそれを自じ分ぶんの口くちにつけた。自じ分ぶんもその毒どくを飲のめば、ロミオのあとを追おえるはずだ。

　ところが、びんは、からっぽだった。

「ああ、意い地じ悪わる。ぜんぶ飲のみほして、あとを追おうわたしに一いっ滴てきも残のこしてくださらなかったの？」

　ジュリエットは、びんを捨すてて、ロミオの顔かおを両りょう手てではさみこんだ。
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「そのくちびるにキスを。まだそこに毒どくが残のこっているかもしれない。」

　いとしいロミオとのキスで死しねるなら、こんなにうれしいことはない。

「わたしを殺ころして、あなたのキスで。」

　ジュリエットは、ロミオに口くちづけした。

「あなたのくちびる、温あたたかい！」

　まだ生いきているように思おもえるロミオの体たい温おんをくちびるに感かんじて、ジュリエットの胸むねはつまる思おもいだった。そのとき、地ち上じょうから声こえがした。

「案あん内ないしろ、小こぞう。どっちだ。」

　大おお勢ぜいの人ひとがやってくる物もの音おとがする。

「急いそがないと。」

　ジュリエットはあわてた。

　ジュリエットがささえていた手てをはなしたので、ロミオの体からだはジュリエットのとなりにぐったりとたおれこんだ。ロミオはうつぶせになり、その背せ中なかのベルトに短たん剣けんがついているのがジュリエットには見みえた。

「ああ、うれしい短たん剣けん。この体からだをおまえのさやにして。」

　ジュリエットはロミオのベルトから短たん剣けんをぬきとり、両りょう手てでにぎりしめると、天てんをあおいだ。

「ここでさびて、わたしを死しなせて。」

　そう言いうと、自じ分ぶんの胸むねに短たん剣けんをぐさりと、つき刺さした。

　そして、ロミオをだきしめたまま息いき絶たえた。




[image: ]




　やがて、パリス伯はく爵しゃくの小こ姓しょうが夜や警けいたちを連つれて、石いし段だんの上うえにすがたを現あらわした。

「ここです。」

　夜や警けいのリーダーは、墓ぼ地ちのまわりの地じ面めんをランプで照てらしながら、あたりが血ちまみれになっているのを確かく認にんすると、ただちに部ぶ下かたちにあたりを捜そう索さくさせた。

　この事じ件けんの犯はん人にんや目もく撃げき者しゃがまだ墓ぼ地ち付ふ近きんにいるかもしれないから、墓ぼ地ち内ないをさがして、だれでも見みつけ次し第だい、ひっとらえるようにと命めいじたのである。

　残のこった夜や警けいたちは、ランプやたいまつをかかげながら、納のう骨こつ堂どうのなかへ入はいってきた。

　明あかりが照てらし出だしたのは、無む惨ざんな光こう景けいだった。まず、パリス伯はく爵しゃくが殺ころされて、台だいの上うえに横よこたわっているのが見みえた。

　中ちゅう央おうの台だいのジュリエットはしずかに上うわ向むきに横よこたえられていたはずなのに、今いまは胸むねから血ちを流ながしてうずくまるようにして死しんでいる。

　まだ温あたたかい。

　死しんだばかりだ。二ふつ日か前まえに埋まい葬そうされたはずなのに。

「大たい公こうさまにお知しらせしてこい」と、夜や警けいのリーダーはさけんだ。「キャピュレット家けに走はしれ。モンタギュー家けをたたき起おこせ。」

　三人にんの部ぶ下かがパッと石いし段だんをかけあがり、すさまじい勢いきおいで三さん方ぽうに散ちっていった。

　夜や警けいのリーダーは、三つめの遺い体たいがロミオであることを確かく認にんしてから、こう言いった。

「この悲かなしみのなきがらを見みつめるばかりでは、痛いたましい不ふ幸こうの原げん因いんは見みえてこない。詳くわしい調ちょう査さが必ひつ要ようだ。」

　夜や警けいたちは、納のう骨こつ堂どうのなかに遺い体たいしかないことを確かく認にんすると、ふたたび地ち上じょうに出でた。

　あたりを警けい戒かいするように命めいじられていた部ぶ下かたちが、おびえた少しょう年ねんをひっとらえて連つれてきた。

「ロミオさまの召めし使つかいです。墓ぼ地ちにおりました。」

「大たい公こうさまがお見みえになるまで、取とり押おさえておけ」と、リーダーは命めいじた。

　さらに、あたりの捜そう索さくをつづけ、しばらくすると、別べつの夜や警けいがロレンス神しん父ぷを連つれてやってきた。神しん父ぷは体からだをふるわせ、ため息いきをついては、なみだを流ながしていた。

「この神しん父ぷが墓ぼ地ちのこちら側がわから出でてくるところをとらえ、このつるはしとすきを押おう収しゅうしました。」

「大おおいにあやしいな。取とり押おさえろ」と、リーダー。

　そうこうするうちに、町まちがさわがしくなってきた。

「追つい放ほうされたロミオがもどってきたらしい」と大おお声ごえで話はなす者ものもあれば、ジュリエットやパリスの名なを口くちにする者ものもあり、大おお勢ぜいがキャピュレット家けの墓ぼ地ちへやってきた。

　知しらせを受うけた大たい公こうの一いっ行こうも到とう着ちゃくした。もうすぐ夜よが明あけようという時じ刻こくになっていた。

　大たい公こうは重おも々おもしい声こえで問といただした。

「こんなに早はやく、朝あさのねむりからわたしをたたき起おこすとは、いったいなにごとだ？」

　キャピュレット夫ふ妻さいも来きており、わが家やの納のう骨こつ堂どうでなにがあったのかと、いぶかしく思おもっていた。

「大たい公こうさま」と、夜や警けいのリーダーが説せつ明めいをはじめた。「納のう骨こつ堂どうのなかにパリス伯はく爵しゃくが殺ころされております。ロミオさまは死しんでおり、すでに亡なくなったはずのジュリエットさまは、まだ温あたたかく、亡なくなられたばかりでたおれております。」

　それを聞きいて、キャピュレット夫ふ妻さいは大おお急いそぎで納のう骨こつ堂どうへかけ下おりていった。

「さがせ。調しらべろ」と、大たい公こうは命めいじた。「このおぞましい殺さつ人じんの真しん相そうを解かい明めいするのだ。」

　夜や警けいは、ロレンス神しん父ぷとバルサザーを大たい公こうの前まえにつき出だした。

「ここに神しん父ぷと、殺ころされたロミオに仕つかえていた者ものがおります。どちらも、死し人にんの墓はかをあばくためとおぼしき道どう具ぐを持もっていました。」

　納のう骨こつ堂どうのなかでは、キャピュレットがむすめの遺い体たいの前まえに立たちつくして、妻つまにむかってさけんだ。

「おお、天てんよ！　おお、おまえ、ほら、むすめが血ちを流ながして！」

　ジュリエットの手てには短たん剣けんがにぎられていた。

「この短たん剣けん、納おさまる場ば所しょをまちがえた」と、父ちち親おやは言いった。「見みろ、このモンタギューの若わか造ぞうの背せ中なかにあるさやが空あいているのに、むすめの胸むねに納おさまってしまったのだ。」

「ああ！」と、妻つまもなげきの声こえをあげた。

　大たい公こう自じ身しんも納のう骨こつ堂どうに下おり、ふたりの背はい後ごに立たって、新あらたに血ちを流ながしたジュリエットとそのそばに息いき絶たえているロミオをじっと見みつめた。

　やがて、ロミオの父ちち親おやであるモンタギューも、ガウンに身みをつつんで、納のう骨こつ堂どうのなかへ下おりてきた。

「さあ、ここへ、モンタギュー」と、大たい公こうが声こえをかけた。

　モンタギューは大たい公こうのそばに寄よると、妻つまがゆうべ亡なくなりましたと伝つたえた。ロミオ追つい放ほうの悲かなしみで息いきが絶たえたのだという。

「これ以い上じょう、なんのなげきが、この老おいの身みをさいなむでしょう？」と、モンタギューは問とうた。すると、大たい公こうは、「これを見みれば、わかる」と、ロミオの遺い体たいを指ゆびさした。

　モンタギューは、遺い体たいにかけより、さけんだ。

「なんと、親おや不ふ孝こう者もの！　どういうつもりだ、父ちちより先さきに、死しに急いそぎおって！」

　大たい公こうは、そんなモンタギューの肩かたに手てを置おいて、重おも々おもしい声こえで言いった。

「はげしい悲かなしみの口くちをしばし、つぐめ。まず不ふ審しんの点てんを明あきらかにし、その原げん因いん、詳しょう細さい、真しん相そうを知しらねばならぬ。それがわかれば、わたしが、みなのなげきを率ひきいる総そう大だい将しょうとなって、死しぬまで、ともになげきもしよう。それまでは、しんぼうせよ。不ふ運うんを忍にん耐たいのどれいとするのだ。疑うたがわしき者ものどもを引ひき出だせ。」

　すると、ロレンス神しん父ぷが自みずから、最もっとも疑うたがわしきは自じ分ぶんだと名な乗のり出でた。

「最もっとも力ちからなき者ものながら、時ときといい、所ところといい、この身みに不ふ利りに働はたらき、おそろしい嫌けん疑ぎの最もっとも濃こい者ものです。こうして御み前まえに立たち、この身みのとがは、とがとして受うけ、無む実じつは無む実じつとして、もうしひらきしたく存ぞんじます。」

「では、ただちに、この件けんについて知しっていることをもうせ」と、大たい公こう。

「手て短みじかに、もうしましょう。」

　神しん父ぷはそう言いうと、こうしてふたりして死しんでいるロミオとジュリエットは、自じ分ぶんがひそかにとりおこなった挙きょ式しきによって夫ふう婦ふとなっていたこと、そして、仮か死し状じょう態たいになる薬くすりを使つかってジュリエットを死しんだことにしてロミオとかけ落おちさせようとしていたことなど、自じ分ぶんの知しっていることをすべて白はく状じょうした。この結けっ婚こんのことは、むすめの乳母うばが内ない々ないに知しっていたことも述のべた。

　大たい公こうは、ロレンス神しん父ぷが徳とく高たかいことは広ひろく知しられているとして、その言こと葉ばを信しんじ、つづいてロミオの召めし使つかいを尋じん問もんした。

　バルサザーもまた、知しっていることをすべて白はく状じょうし、ロミオから父ちちのモンタギューにわたすようにと預あずかった手て紙がみをさし出だした。

　大たい公こうは、その手て紙がみを開ひらきながら、夜や警けいを呼よび出だした伯はく爵しゃくの小こ姓しょうにも詳しょう細さいを問といただした。小こ姓しょうの話はなしを聞ききながら、大たい公こうはロミオの手て紙がみを読よみ、ジュリエットが死しんだと思おもいこんでロミオが服ふく毒どく自じ殺さつをしたことを理り解かいした。

　すべてが明あきらかになると、大たい公こうは、かたき同どう士しのふたり、キャピュレット、モンタギューに声こえをかけて、こうしかりつけた。

「見みよ、そなたらの憎ぞう悪おになんという天てん罰ばつがくだったことか。天てんは、そなたらのよろこびである子こ供どもらを愛あいによって殺ころしたのだ。そしてわたしも、そなたらの不ふ和わを大おお目めに見みたために、ふたりの親しん族ぞくを失うしなった。みなひとり残のこらず、罰ばつを受うけたのだ。」

　キャピュレットとモンタギューは深ふかく後こう悔かいした。たがいに顔かおを見み合あわせると、そこには悲かなしみがあるのみで、にくしみのかげはまったく見みえなかった。キャピュレットは、モンタギューにあくしゅを求もとめた。ふたりは、たがいに手てをにぎりあい、ゆるしを請こいあった。

　モンタギューは、ふたりの結けっ婚こんを記き念ねんすべく、ジュリエットの像ぞうを純じゅん金きんで建たてたいともうしでた。この町まちがヴェローナとして知しられるかぎり、いちずに愛あいしたジュリエットの像ぞうこそ、なによりもあがめられるべきものだと言いうのだ。すると、キャピュレットは、それにおとらぬロミオの像ぞうを、そのとなりに建たてると言いった。両りょう家けの争あらそいのあわれないけにえとなったふたりを、いつまでも忘わすれないようにするために。しかし若わかいふたりの命いのちがよみがえることは決けっしてない。

　朝あさとなっても、静しずかに暗くらいままだった。

　太たい陽ようも悲ひ嘆たんにしずんで、おもてを上あげないのだろう。
















　かつてないほどの悲かなしみの至いたり。

　これぞ、ロミオとジュリエットの物もの語がたり。
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『ロミオとジュリエット』は、イギリスの劇げき作さっ家かウィリアム・シェイクスピアが書かいた名めい作さく悲ひ劇げきです。原げん作さくは、戯ぎ曲きょく、つまりお芝しば居いの台だい本ほんという形かたちで書かかれており、会かい話わの部ぶ分ぶんだけが並ならび、いわゆる「地じの文ぶん」がありません。そこで、つばさ文ぶん庫このために、初しょ心しん者しゃにも読よみやすいように、小しょう説せつふうに書かき直なおしました。

　原げん作さくは、ほとんど韻いん文ぶん（一いっ定ていの韻いん律りつのある詩し文ぶん）で書かかれています。つまり、登とう場じょう人じん物ぶつたちは、詩しのことばで語かたっているのです。原げん作さくの詩し的てきな表ひょう現げんをそのまま味あじわえるようにしながら、地じの文ぶんを使つかってできるだけ読よみやすくなるようにくふうしました。

　さて、このお話はなしは、たった六むい日かのできごとをえがいています。簡かん単たんにまとめておきましょう。





第だい一日にち（日にち曜よう日び）　早そう朝ちょうにキャピュレット家けとモンタギュー家けのけんかがあり、九時じにロミオ登とう場じょう。夜よる、キャピュレット家けでパーティーが開ひらかれ、ロミオたちは仮か面めんをつけて参さん加か。深しん夜や、キャピュレット家けのバルコニーで、ジュリエットとロミオが語かたらう。

第だい二日にち（月げつ曜よう日び）　ジュリエットとロミオが語かたらううちに朝あさとなる。そのままロミオはロレンス神しん父ぷを訪たずね、帰き宅たくしない。九時じすぎに乳母うばはロミオの家いえを訪たずねるが会あえず、正しょう午ごに広ひろ場ばでロミオと会あう。ロミオは乳母うばに伝でん言ごんし、神しん父ぷのもとで午ご後ごロミオとジュリエットは結けっ婚こん。その一時じ間かん後ご、マキューシオが殺ころされ、ロミオはティボルトを殺さつ害がい。その二時じ間かん後ご、ジュリエットはロミオ追つい放ほうの知しらせを聞きく。ロミオは神しん父ぷのもとにかくれる。その夜よる、キャピュレットはむすめとパリスとの結けっ婚こんを決きめる。

第だい三日にち（火か曜よう日び）　ロミオとジュリエットの後朝きぬぎぬの別わかれ。夜よ明あけにジュリエットは両りょう親しんからパリス伯はく爵しゃくとの婚こん礼れいが木もく曜ようにあると告つげられる。午ご前ぜん中ちゅうジュリエットは神しん父ぷから四十二時じ間かん仮か死しとなる薬くすりをもらう。キャピュレットは結けっ婚こん式しきを水すい曜ように変へん更こう。式しきの準じゅん備びを徹てつ夜やで行おこなう。深しん夜やジュリエットは薬くすりを飲のむ。薬くすりを飲のんだのが仮かりに深しん夜や三時じとすれば、目め覚ざめるのは木もく曜ようの夜よる九時じ（七月がつ中ちゅう旬じゅんのヴェローナの日にち没ぼつは夜よる九時じ頃ごろ）。

第だい四日にち（水すい曜よう日び）　朝あさジュリエットは冷つめたくなっており、納のう骨こつ堂どうに納おさめられる。

第だい五日にち（木もく曜よう日び）　ロミオが訃ふ報ほうを聞きいて、夜よる、墓はか場ばにかけつけ、パリスを殺ころし、服ふく毒どく自じ殺さつをする。目め覚ざめたジュリエットは、ロミオの死しを知しって自じ害がい。

第だい六日にち（金きん曜よう日び）　知しらせを聞きいて、夜よ明あけ前まえに大たい公こうがかけつける。二ふつ日か前まえに埋まい葬そうされたはずのジュリエットの遺い体たいが温あたたかいと言いわれる。朝あさとなって終おわる。






『ロミオとジュリエット』の物もの語がたりは、もともと十五世せい紀きのイタリアに伝つたわる民みん話わでした。一四七六年ねんにイタリアで出しゅっ版ぱんされた話はなしでは、恋こい人びとたちの名な前まえはマリオットとジアノッツァでした。十六世せい紀きになってルイジ・ダ・ポルトが書かいた物もの語がたりでは、ロメオとジュリエッタとなり、その後ごマッテオ・バンデルロが書かいた物もの語がたりがフランス語ごに訳やくされ、それを英えい訳やくしたアーサー・ブルックの長ちょう詩し『ロミウスとジュリエットの悲ひ劇げき物もの語がたり』（一五六二年ねん）をシェイクスピアが参さん考こうにしたとされています。ブルックの物もの語がたりでは九か月げつのあいだに起おこったできごとを、シェイクスピアは六むい日か間かんのできごとに変かえ、十六歳さいだったジュリエットを十三歳さいにするなど、大おおきく書かきかえています。

　映えい画がでは、フランコ・ゼフィレッリ監かん督とく『ロミオとジュリエット』（一九六八年ねん）や、バズ・ラーマン監かん督とく『ロミオ＋ジュリエット』（一九九六年ねん）がおすすめです。

　舞ぶ台たいで上じょう演えんされることもありますので、機き会かいがあれば、ぜひごらんください。







　　　　二〇一九年ねん二月がつ


河合かわい　祥しょう一いち郎ろう





































　この本は二〇〇五年六月に刊行された『新訳　ロミオとジュリエット』（角川文庫）をもとに、つばさ文庫向けに変更し、漢字にふりがなをふり、よみやすくしたものです。
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駒形／絵

大阪府在住のイラストレーター。主な作品に「探偵チームKZカッズ事件ノート」シリーズ（講談社青い鳥文庫）、「ないしょのＭ組」シリーズ（角川つばさ文庫）、『まんが人物伝 マリ・アントワネット』（KADOKAWA）など。














装丁　ムシカゴグラフィクス












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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